
        
            
                
            
        

    


















































この素晴らしい世界に祝福を！12




女騎士のララバイ
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ


第一章　この病弱な隠し子に安らぎを！

第二章　この成金達に絶望を！

第三章　この想いに決着を！

第四章　この孤児院に愛の手を！

第五章　この悪魔伯と饗宴を！

最終章　このクルセイダーにエリスの加護を！




エピローグ　──このままずっと



あとがき




電子書籍特典　伝説の魔女


















[image: プロローグ]




　冒ぼう険けん者ギルドの中心で、血色の良い顔色をしたダクネス似の女の子が無む邪じや気きに笑う。

「やっぱりララティーナちゃんに似てるよね！　ねえ、お姉さんに本当の事言いなさいよ！　父親は一体誰だれ？」

　その笑え顔がおに見み惚とれていた一人の女冒険者が、ジョッキを片手にダクネスへと絡からんできた。

「ああもう、この酔よっ払ぱらいどもめ！　おいカズマ、お前もこの連中を何とかしろ！」

　酒に酔ったのか照れたのか、先ほどから赤い顔をしているダクネスが、俺に助けを求めてくるが……。

「俺の子だ！」

「ぶっ殺すぞ貴様！　これ以上話をややこしくするな！」

　女冒険者へと親指を立てた俺に向け、ダクネスが摑つかみかかってくる。

　そんな俺とダクネスを眺ながめ、クスクスと笑う女の子。

　それを囲む荒あらくれ達が、警察に通報されないかとこちらが心配するぐらいに笑み崩くずれていた。

「ねえカズマ、そろそろ今回のＶＩＰを決めましょうか！」

「ＭＶＰな。っていうか、それならもちろん俺に決まってるだろ」

　上じよう機き嫌げんのアクアに向けて、俺がそう反論すると、ドヤ顔のめぐみんが口を挟はさんだ。

「おや、紅こう魔ま族ぞくの奥おう義ぎを披ひ露ろうしたこの私こそが、今回のＭＶＰではないでしょうか」

「お前は材料混ぜてただけだろ。なんならギルドのバーテンダーの方が上う手まく出来たんじゃないか？」

　不機嫌そうに頰ほおを膨ふくらませるめぐみんに、

「おいおい、それじゃあ当の本人に聞いてみようぜ？　今回最も活かつ躍やくしたと思う冒険者を。まあそれが誰かは分かってるけどな。そりゃあもちろん、この俺だ！」

　俺は自分を指差しながら、現在、ギルドが宴えん会かい騒さわぎになっている原因でもある、ダクネスに抱だかれながら楽しそうに笑う女の子に問いかけた。

「で、誰が一番だと思う？」




　そんな俺の問いかけに、その子は自分を抱き締しめるダクネスを見上げると──
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　まるで大切な任務を与あたえられたかの様な、決意に満ちた顔でアクアが言った。

「広めなきゃ……。ギルドの皆みんなに広めなきゃ……！」

「ま、待て、待つんだアクア、私の話を聞いてくれ！」




　ダクネスに娘むすめが出来た。




「まずはギルドのお姉さんに報告ね。後はアクシズ教の教会に行って、その次は八百屋のおじさん、肉屋のおじさん、お隣となりに住んでるおばさんに……！」

「アクア、早とちりするな！　まずはこの子をよく見てくれ！」

　今にも外に飛び出していきそうなアクアを捕つかまえて必死に説得するダクネスを見ながら、俺はこんな事態に陥おちいらせた子に目をやった。

「……ママ？」

　そんな俺の呟つぶやきに女の子がビクリと震ふるえる。

　皆の視線の先にいるのは、何かいけない事でもしてしまったのかと、不安そうな表情を浮うかべるダクネスによく似た女の子。

　年の頃ころはつい先ほどまで我が家にいた、めぐみんの妹、こめっこより少し小さいぐらいだろうか。

　その子を前に、どうにか冷静さを保とうとしているめぐみんが、

「ままま、まあ貴族なら、若くして子供を産むのは義務みたいなものですしね！　でも良かったですね、髪かみや瞳ひとみの色だけでなく、目元なんかもお母さんに似て……！　将来は絶対美人になりますよ！」

「めぐみん違ちがう、これには理由が……！　頼たのむから私の話を聞いてほしい！」




　つい先日。

　俺達は冒険者ギルドに溜たまっていた塩しお漬づけクエストを全すべてこなし、アクセルの街に溜まっていた様々な問題を片づけた。

　そして、めぐみんが活躍を過か剰じように報告したせいで、俺達に大変な冒険者像を抱いだいていたこめっこの期待にも応こたえ、今度こそ平へい穏おんな日常を取り戻もどしたはずだった。

　それが……。

「お前また新しい属性つけやがって。でもこの新属性はシャレにならないだろ……」

「ちちちち、違──！」

　自分そっくりの女の子というこれ以上にない証しよう拠こを前にしながら、未いまだ往おう生じよう際ぎわの悪いダクネスに、

「……そうだよな。そもそもお前の性せい癖へきからいってその年で処女とかあり得ないよな！　この尻しり軽がる女が、一体どこの馬の骨が相手なんだ！」

「ぶっ殺すぞ貴様！　貴族令れい嬢じようがそう簡単に体を許すか！」

　こいつ、俺と何度も一線を越こえようとしたクセに今さら何言ってんだ！

　……とはいえ子供に罪はない。

　俺は困こん惑わく顔の女の子の前に屈かがみ込むと、安心させる様に笑いかけた。

「お嬢ちゃん、お名前は？」

「あっ！　ま、待ちなさいシルフィーナ、今私が説明するから……！」

　ダクネスが慌あわてて止めようとする中、周囲を不安そうに見ていた少女はもじもじと指を捏こね回し、恥はずかしそうに呟いた。

「ダスティネス・フォード・シルフィーナ」

「お前の娘以外の何者でもないじゃないか」

「違う、この子は私のいとこだ！　いとこなのだから、家名が同じなのは当たり前だろう！」

　ダクネスが俺を揺ゆさぶりながら、泣きそうな顔で訴うつたえてきた──




「──シルフィーナ、ここにいるのは私の仲間達だから安心なさい。ほら、皆にご挨あい拶さつを……」

　多少落ち着きを取り戻した俺達は、めぐみんが淹いれる緑茶を飲みながらあらためて話を聞く事にした。

　ソファーの真ん中にちょこんと座っていた少女は、ダクネスに促うながされてピンと背筋を伸のばし立ち上がる。

「シルフィーナと申します。ママ……ララティーナ様のいとこにあたります。どうかよろしくお願いします」

　シルフィーナと名乗った女の子は、そう言ってスカートの端はしを摘つまむと頭を下げた。

　年に似合わずしっかりした感じなのは、やはり教育が行き届いた貴族令嬢だからなのか。

「はじめまして。お兄ちゃんは佐さ藤とう和かず真ま。キミのママの仲間で、この街で冒険者をしているんだ。俺の事はお兄ちゃんかパパとでも呼んでくれ」

「お前は何を言っている、シルフィーナの父君は存命だ！」

　ダスティネス家の令嬢達の向かいに座った俺とめぐみんは、顔を近付け囁ささやき合う。

「カズマカズマ、これはどう見ますか？　ダクネスを儚はかなくして縮めた様な女の子ですが」

「髪色、目の色と顔立ちは似ているが、どことなく品がある。ダクネスの娘ならもっと頑がん丈じようで強そうな子が生まれると思う」

「おいお前達、聞こえているぞ！　先ほどからいとこだと言っているだろうが！　シルフィーナが私の事をママと呼ぶのは、この子が幼い頃からずっと私が面めん倒どうを見てきたからで……！」

　そんな俺達の様子にシルフィーナがくすりと笑った。

　それを見ためぐみんが気を取り直す様にこほんと一つ咳せきをすると。

「シルフィーナと言いましたね。私はめぐみん。見ての通りの紅こう魔ま族ぞくにして、このアクセルの街随ずい一いちの魔ま法ほう使つかいです」

「めぐみん様……」

　さすがに幼い子供を前にいつもの名乗りは遠えん慮りよしたのか、普ふ通つうの自己紹しよう介かいをするめぐみんに、シルフィーナが目を丸くした。

　おそらく、変わった響ひびきを持つ紅こう魔ま族ぞくの名前に興味を惹ひかれたのだろう。

　冗じよう談だんなのか本気なのかとシルフィーナが判断に困る中、ダクネスがその手をそっと頭に乗せる。




「あらためて紹介しよう。この子の名はダスティネス・フォード・シルフィーナ。私のいとこで、事情があってこの街に越して来たのだ──」




　──ダクネスの説明によると、この子は幼い頃に母を亡なくし、何かと世話を焼いていたダクネスの事を母親のように慕したっているのだそうな。

　ちなみにダクネスの母親はこの子の母の実の姉で、母方の家系は強い魔力や魔法抵てい抗こう力を持つが体が弱く、この子も例に漏もれず病弱なのだとか。

　そしてダクネスは、父方の頑強な体と母方の強い魔法抵抗力という両親の良いところだけを受け継ついだ、ダスティネス家のハイブリッドらしい。

「ハイブリッド……？」

「う、うるさいぞカズマ、何か文句でもあるのか。余計な口を挟はさまず最後まで聞け！」

　最近何かと魔ま王おう軍が活発化している今、体の弱いこの子を何度も疎そ開かいさせるのも負担がかかる。

　そのため、ダクネスの誘さそいで一番安全な駆かけ出しの街である、ここアクセルに引っ越こしてきたのだそうだ。

　そしてダクネスの親父おやじさんからこの屋や敷しきを聞き、こうして遊びにきた、と。




「……なるほど、なかなかよく出来た設定じゃないか」

「確かに今のところは無理のない設定ですね」

「設定じゃない！　そもそもこの子の年を考えろ、私がいくつの時の子供になるのだ！」

　……と、それまで激げつ昂こうするダクネスの姿に目を丸くしていたシルフィーナが、突とつ然ぜんくすくすと笑い出す。

　そして、俺達の注目を集めた事に気付くと、慌あわてて顔を俯うつむかせた。

「ご、ごめんなさい。ママ……ララティーナ様がこんなに楽しそうにしているのは初めて見たから……」

「別に楽しそうにはしていない！　ほらシルフィーナ、この男にだけは近付くんじゃないぞ。アイリス様のように悪い影えい響きようを与あたえられてはかなわないからな」

　ダクネスはそう言いながら、俺から庇かばうようにシルフィーナを背に隠かくす。

「シルフィーナと言ったねお嬢じようちゃん。キミのママはね、口ではこんな事を言っときながら、お兄さんがお風ふ呂ろに入ってるところに乱入したり、夜中に部屋に潜もぐり込んできたりと……」

「聞くんじゃないシルフィーナ！　ほら、めぐみんも何とか言ってやってくれ！」

　シルフィーナの両耳を慌あわてて塞ふさいだダクネスに、呆あきれ顔のめぐみんがキッパリ告げる。

「大体合ってるじゃないですか」

「め、めぐみん！」

　と、その時だった。

　そんな俺達のやり取りを見て楽し気に笑っていたシルフィーナが、突とつ如じよむせたように咳せき込んだ。

「……シルフィーナ、私の実家からこの屋敷まで歩いてきたのだろう？　体が弱いのに無理をしてはいけない。お父様には私から言っておくから、今夜はここに泊とまっていくといい。しばらくの間このソファーで休みなさい」

「はい、ごめんなさい、マ……ララティーナ様……」

　コンコンと咳き込みながら名前を訂てい正せいするシルフィーナに、ダクネスが優やさし気な苦く笑しようを浮うかべ、

「もう、ママでいい。だがこの人達以外の前では名前で呼びなさい」

「はい、ママ！」

　それを聞いたシルフィーナが、辛つらそうにしながらも笑え顔がおを見せた。




　いい話だなあ……。




　俺とめぐみんがそれを見ながらちょっとだけホロリとしていると、ふとダクネスが何かを思い付いた様に、

「そうだ、あまり辛いようならアクアに回復魔法をかけてもらって……」

　そこまで言い掛かけ、辺りを見回し動きを止めた。

「……？　なあカズマ、アクアはどこへ行った？　やけに静かだと思えばいつの間にかいないじゃないか」

　そんな今いま更さらなダクネスの言葉に、俺は玄げん関かんを指差すと。

「お前が説明を始める前に、玄関からこっそり出てったが」
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　屋敷を飛び出して行ったダクネスを見送りながら、シルフィーナが小さく呟つぶやいた。

「……ママ、行っちゃった」

　ソファーの上で毛布に包くるまったシルフィーナの背中が、ダメな母親を持った子供の様に、どこか哀あい愁しゆうを感じさせるのはなぜだろう。

「こんな小さな子を一人にしてあいつは一体何やってんだ……」

「……シルフィーナと言いましたね。ダクネスはしばらくすれば帰ってくるでしょう。それまでは私達と一いつ緒しよに遊びましょうか」

　妹のこめっこのおかげで子供の扱あつかいには慣れているのか、めぐみんが優しく笑いかけ。

「はい！」

　シルフィーナは血色の悪い青い顔で、どこか儚はかなげながらも笑みを浮かべた──




「──帰りましたよー」

　玄関のドアを開けためぐみんが、そんな言葉と共に入ってきた。

「お帰りなさいあなた。街の外はどうでした？」

　ソファーの上のシルフィーナが、毛布に包まったまま笑いかける。

　何をやっているのかといえば、いわゆるママゴトというやつだ。

「そうですね、野の良らドラゴンが二十匹ぴきほどうろついてましたから、ちょちょいと片付けておきましたよ。まあ、肩かた慣らしにもなりませんでしたがね」

　父親役であるめぐみんの言葉に、母親役のシルフィーナが、自分の隣となりに座る俺を振ふり返り。

「聞きましたかカズマ？　大人になったら、あなたもお父様のような立派な冒ぼう険けん者になるのですよ？」




　そう、二人の息むす子こ役は俺である。




　どうやら俺は、超ちよう凄すご腕うで冒険者を父に持つ勇者という設定らしい。

　通常であれば母親役がめぐみん、そして俺が父親役をやるべきではないかと思うのだが……。

「俺、将来は冒険なんて危険な事はせず、商売人になって人を顎あごで使って儲もうけたい。だって危ない事なんてしたくないもん」

「えっ？」

　それは予想外の言葉だったのか、シルフィーナは目を見開く。

「だ、ダメですよカズマ、何を言っているのですか！　あなたは伝説の勇者の血を引く者なのですよ？　世の人々が魔王に苦しめられているというのに、母としてその様な事は許しませんよ！　あなたも何とか言ってあげてください！」

　マジかよ、俺って伝説の勇者の末まつ裔えいだったのか。

　困り顔のシルフィーナが助けを求める様に、めぐみんへと視線を向けると、

「まあ落ち着きなさいシルフィーナ、将来を現実的に見み据すえた夢である事は確かです。たとえ戦いの才能があるとしても、親として子供に危険な事はさせたくありません。私達の子供が幸せになってくれさえすれば、それでいいではありませんか」

　珍めずらしくちゃんとした事を言うめぐみんに、シルフィーナが未いまだ戸と惑まどいながらも頷うなずいた。

「そ、それもそうですね……。ではカズマ。せめて大商人になって、商売で得たお金で他ほかの勇者様を支し援えんしてあげてくださいね」

　貴族の娘むすめとして育てられたせいか、幼いながらも立派な目標を立ててくれるシルフィーナ。

　だが……。

「俺、商売で得た金とコネで頭の弱い貴族令れい嬢じようをたぶらかして、地位と権力もゲットするんだ。そんで色んな人にチヤホヤされて自じ堕だ落らくな生活を送りたい」

「あなた、カズマが！　私達の息子がグレました！」

「落ち着きなさいシルフィーナ、この子は昔からこういう子です。……でもカズマ、貴族のお嬢様をたぶらかすというのはいただけませんね。平民出のあなたでは身分の差というやつに悩なやまされ、きっと疲つかれてしまう事でしょう。なので、嫁よめに貰もらうのであれば貧しくとも生活力のある、知的で寛かん容ような女性になさい」

　お前までなんでちょっとズレた方向に説教してんだ。

「聞きましたかカズマ！　お父様の言う事はちゃんと聞かなくてはなりませんよ？」

　そう言って、ソファーの上から俺の頭をよしよしと撫なでてくるシルフィーナ。

　そんな、子供に諭さとされる俺の姿を見ためぐみんが、顔を背そむけて肩を震ふるわせていた。

　どうやら笑いを堪こらえているらしい。

「そういう事なら、俺、今夜はお父様と一いつ緒しよに寝ねたい。それで、お父様の冒険話を俺が眠ねむるまでしてもらうんだ」

「えっ」

　俺の突然の反はん撃げきにめぐみんが驚おどろく中、シルフィーナがそれは良い考えだとばかりに手を打った。

「そうですね。では旦だん那な様、今夜はこの子と一緒に寝て、冒険者の心得などを教えてあげてください。私も、ママ……ララティーナ様と一緒に寝てもらいますから」

　そう言って、なんだかウキウキと微笑ほほえんでいるシルフィーナ。

　どうやらダクネスと一緒に寝るための口実が欲しかったらしい。

　ソファーの上で首元まで毛布に包まり、てるてる坊主ぼうずのような格好でニコニコと微笑む姿を見ていると、俺はロリコンではないという自負が少しだけ薄うすれてきてしまう。

　いや違ちがう、これは父性というやつだ、決していやらしい気持ちではない。

　と、めぐみんも俺と同じ気持ちに至ったのか、無意識のうちにシルフィーナの頭を撫でていた。

　きょとんとした表情を浮かべるシルフィーナを見て、めぐみんが小さく呟いた。




「子供を持つのも悪くなさそうですね」
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　言ってからハッと我に返っためぐみんは、誤ご魔ま化かすようにこちらに手を振ふり、

「今のは違ちがいますよ、やがて来きたるべき我が肉体の滅ほろびのため、自らの分身を残しておくのも悪くないと言いたかっただけで……！」

　まるで柄がらにもないことを言ってしまったかの様に、めぐみんが必死になって中二病を発はつ症しようさせ慌あわてる中、

「子供が欲しくなったら俺はいつでも協力する用意があるからな」

「この男、こんな小さな子の前で今とんでもない事を口走りましたね！」
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　その日の夜。

「シルフィーナ。今日は二人に遊んでもらったと聞いたがどうだった？　一体何をして遊んでいたんだ？」

　あの後遅おそくにアクアを連れ帰って来たダクネスが、カエル肉のステーキにフォークを入れつつ優やさしく尋たずねた。

「はい、お二人にはおままごとで遊んでいただきました」

　アクセルの名物料理には慣れないのか、ステーキに四苦八苦していたシルフィーナが楽しげな笑え顔がおを見せる。

　そんな、まるで母子というよりも姉妹の様な二人を見ながら。




「で、お前は一体何やってんの？」




　俺は床ゆかに正座したまま反省させられているアクアに尋ねた。

　それを受けて、アクアが待ってましたとばかりに騒さわぎ立てる。

「聞いてよカズマ！　ダクネスってば、ちょっと冒ぼう険けん者ギルドや色んなところで話を広めたぐらいで大変な怒おこりようだったのよ？　ダクネスに捕つかまった後折せつ檻かんされる端はしからヒールで癒いやして平気な顔してたら、お家うちの権力を使って私にお酒を売らないように圧力をかけるって脅おどされたの。私は見たままを話しただけなのに、酷ひどくないですか？」

「冒険者ギルドに入った瞬しゆん間かんおめでとうを言われた身にもなってくれ！　酔よっ払ぱらい冒険者には冷やかされるわ、ギルドの受付嬢じようにはなぜか妬ねたまれるわで散々だったのだぞ！　それに、父親は誰だれかと聞かれるし……」

　と、それを聞いたシルフィーナが申し訳なさそうに俯うつむいた。

「私のせいでごめんなさい、ママ……。久しぶりに会えたから、嬉うれしくて、つい……」

「あ、違うんだシルフィーナ！　私は子供は好きだし、お前の事は迷めい惑わくだなどと思ってはいない！　父親が誰だと勝手な予想をされ、からかわれただけで……」

　そこでなぜか俺の方をチラチラ見てくるダクネスに、

「本命予想がカズマさんで、二番がどこかにいなくなっちゃった熊くまみたいな領主のおじさん。それでなんだっけ。そうそう、ダークホースが、なんとかいう金きん髪ぱつのチンピラの人だったわ！」

「俺が自分で言うのもなんだけど、お前ロクでもない男との噂うわさしか立てられてないな」

「うるさいぞ、本当にお前が言うな！」




　──夕食を終え、皆みんなでシルフィーナを囲んで今までの冒険話をしたり、アクアが宝物として大事にしていたゲーム機を持ち出し遊んでやったりと、ひとしきり穏おだやかな時間を過ごした後……。

　俺が、アクアから取り上げたゲーム機で遊んでいると、部屋のドアが叩たたかれた。

「カズマ、起きていますか？　中に入ってもいいですか？」

　ドアの外から聞こえてきたのは、どことなく上うわ擦ずっためぐみんの声。

「まだ起きてることは起きてるけど、入ってくるのはよろしくない。こういう時間帯にお前が来ると、大たい概がい手玉に取られてからかわれた挙げ句、俺の気持ちだけ昂たかぶらせてそのまま帰っちゃうんだもん」

「何なんですか、人を性しよう悪わるな痴ち女じよみたいに言わないでください！　別に手玉に取ったりからかったりなどはしていませんよ！」

　だとしたら、お前は相当な悪女だと言いたいが。

　俺はプレイ中のゲーム機はそのままに、ドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせているめぐみんを、布ふ団とんの中からチラリと見ると、

「で、どうしたんだ？　一人じゃ眠ねむれないから添そい寝ねでもして欲しいのか？」

　そう言って、再び視線をゲーム機に向けて、そのままプレイを再開すると、




「そうですよ。今夜は一いつ緒しよに寝ようかと思いまして」




　さも当然とばかりに言ってきためぐみんの言葉に。

　思わずフリーズした俺の視線の先では、アクアが大事に育てていたゲームキャラが、モンスターに惨ざん殺さつされていた。
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「いい加減お前のそういった誘さそいには騙だまされないぞ。俺は学習能力を持たないアクアとは違うんだからな。いくら俺が思春期の童どう貞ていだからって、そうホイホイ甘い言葉に惑まどわされると思うなよ」

　そう、俺にはみんな大好きサキュバスさんが付いてるのだ。

　昨日はこいつに、仲間以上恋こい人びと未満の関係になりたいとか言われ眠れない一夜を過ごしたが、俺だっていい加減馬ば鹿かじゃない。

　こうして何度も同じ事をやられれば、さすがに、

「何を言っているんですか、今夜は一緒に寝ようと言い出したのはカズマの方ではないですか。シルフィーナとのおままごとで言ったのを忘れたのですか？」

　呆あきれた様なめぐみんの言葉に俺はゲーム機を取り落とす。

　言った。

　そうだ、俺言ったよ、確かに言った！

　……いや待て、まだ慌てる時間じゃない！

「な、何ですか、どうしてそんなに警けい戒かいしているんです？　ここ最近はカズマだってまんざらでもなかったクセに、一体何を拗すねているのですか」

　戸惑った様子のめぐみんが、そう言いながらこちらに近付いてくるが。

「拗ねてなんかいねーよ、毎度毎度おあずけ食くらって三流ラブコメの主人公みたいで頭にきてるだけだよ！　こっちはやりたい盛りの年とし頃ごろなんだからな。お前といいダクネスといい、ピュアな童貞からかって一体何が楽しいんだ。一度その気になった男の子はな、アレがああなると辛つらいんだぞ」

「あ、あの、私としては単に好意を伝えたり、スキンシップを深めていただけだったのですが、苦しめていたとは知りませんでした。そ、その辺は謝ります……」

　俺の突とつ然ぜんの逆ギレに、困惑の表情を浮うかべためぐみんが汗あせを垂らしながら弁解する。

「それが分かったのなら出て行って。お前が変な事言うからアクアが大事に育ててたキャラがお亡なくなりになったんだ。今夜中に同じとこまで育てておかないと、朝っぱらから泣なき喚わめかれるハメになる」

「いえ待ってください、今夜はちゃんと大事な話をしに来たんですよ、お願いですから追い返さないでください！　というか、何気にゲームより扱あつかいが悪いというのが頭にきますよ！」

　しつこく食い下がるめぐみんに、俺はベッドの上から身を起こし。

「なんだよ、一緒に寝るとか添い寝とかならもういいぞ。アレはムラムラするし、モヤモヤするし、若い男の子にとってはある種の拷ごう問もんなんだからな。寸前でおあずけ食らうぐらいなら俺はひとり寝を選せん択たくする」

「……いつも中ちゆう途と半はん端ぱに期待させていた私が悪いのですが、ここまで拗こじらせてしまいましたか。いえ、それじゃあ一緒に寝るというのは別にいいので、ちょっとお話ししませんか？」

　…………。

「それはそれで、ちょっと勿もつ体たいない様な、寂さびしい気が……」

「カズマも大概面めん倒どくさいですね！　とにかくお邪じや魔ましますよ！」

　後ろ手にドアを閉めためぐみんが、有う無むを言わせず俺のベッドの端はじに腰こしかけた。

　それまで威い勢せいが良かっためぐみんが、急に顔を俯かせて黙だまり込む。

　何かを言おうとしている様だが、その顔がみるみる内に赤くなっていき……。

「おいやめろよ、何赤くなってんだよ。言いたい事があるんならさっさと言えよ、ここ最近のお前らって、どうしてそう心臓に悪い行動ばっか取るんだよ！　そういうのが俺をモヤモヤさせるって言ってるんだよ！」

「ま、待ってください、そう急せかさないでくださいよ！　まずは世間話とかあるじゃないですか、色々と！　慌あわてずに、まずは普ふ通つうの会話から始めましょうよ」

　赤くなった顔を上げられないままめぐみんが言ってくる。

「お前は、本当なんなんだよ！　夜に人の部屋にやって来ておいて、なんでいきなり世間話なんかしなきゃなんないんだよ」

　さすがに馬ば鹿かな事を言っている自覚はあったのか、めぐみんが赤い瞳ひとみを泳がせながら、

「そ、そうです、そういえば！　アイリスとは結局どうなったのですか？　こめっこの事でうやむやになってしまいましたが、何がどうなって私達より城への滞たい在ざいを選んだのかが気になりますよ」

　こいつ、せっかく終わった話を蒸むし返しやがって。

　あの時は、記き憶おくを失うポーションのせいで細部まで思い出せないからまた後日と、そう言って細かい部分は言わずに逃にげたのだが……。

「それはまあアレだよ、俺としては妹だと思っていたアイリスが泣きながら縋すがりついてきてな。そんで瞳を潤うるませながら、お兄様大好き、愛しています、城に残ってくれなきゃアイリス死ぬと言われたら、それはまあ心動かされたりもしちゃうだろ」

「相変わらず、どうしてこんなにチョロいのでしょうこの男は。というか、愛していますだの残ってくれなきゃ死ぬだの、あの子がそこまで言ったのですか？」

　記憶を失うポーションのせいで細部は脳内で良い感じに修正されてるかもしれないが、まぁ大体はそんな感じだったはず。

　……ていうか。

「ああああああああ、しまったあああああああ！」

　俺はある事を思い出し、ベッドの上から飛び起きた。

「なな、何ですか急に、こんな時間に騒さわぐのは感心しませんよ!?　誰だれか来たらどうするんですか！」

「いや、アイリスだよ、アイリスの事を忘れてた！　記憶を失うポーションを飲まされる寸前にアイリスに言われたんだ。私の事を思い出したら手紙をください、ずっとずっと待ってますって！」

　大変だ、早く出さないと。

　アイリスが世を悲観して思い切った行動に出ないとも限らない。

　俺は慌てて手紙を書こうと机に向かい、

「待ってください」

　ベッドに腰こし掛かけていためぐみんに、服の裾すそを摑つかまれた。

「なんだよ、お前との世間話のおかげで大事な事を思い出したんだ。急用が出来たから邪じや魔ましないでくれ」

「部屋に年とし頃ごろの女の子がいるのに、目の前で他ほかの子への手紙を書こうとするそんなところは、ある意味本当にすごいと思いますよ！　というか、ですね……」

　服の裾を摑んでいためぐみんが、意を決して顔を上げ。

「昨日、私の言った事を覚えてますか？」

　赤い瞳をいつも以上に輝かがやかせ、顔を耳まで赤くして真っ直すぐこちらを見つめてきた。

「仲間以上、恋こい人びと未満がどうとかってやつ？」

　それは忘れるわけがない。

　あんな事を言い出してくれたせいで、こっちはなかなか寝ねられなかったのだ。

　俺の上うわ擦ずった声にめぐみんが赤い顔のままコクコク頷うなずき。

「そうです、その、仲間以上恋人未満になりたいというやつです。今夜は、その返事を聞きに来ました」

　……あれっ。

「昨夜のアレって、俺に対するアプローチみたいなもんだったのか？　俺の返事を待たず、言い逃にげして放置プレイっていう、悪女なお前の新しい遊びか何かと思ったんだけど」

「カズマの中の私はどれだけ性しよう悪わる女なのですか！　人の心を弄もてあそんだりなんてしませんよ！」

　そう言い張るのなら、いい加減気軽にくっついたり、アプローチするだけしておいて終わりにするのはやめてほしい。

「で、どうなんですか？」

　めぐみんはそう言って、紅あかい瞳を輝かせながら顔を近づけ……！

「おい、近い近い！　顔が近い、え、何これ、じゃあ俺が付き合うって言ったら、俺とめぐみんは恋人になるの？　ていうか仲間以上恋人未満てなんだよ、それなら普通に恋人でいいじゃん！　なんでそこをボカすんだよ、一番大事なとこだろ！」

「いえ、恋人となりますと、ほら、皆みんなの前でどう接したらいいのかわからなくなるじゃないですか。いきなりイチャイチャするとかじゃなくてですね、こう一歩一歩、焦あせらずじっくりというか……」

　今いま更さら自分の言葉に照れたのか、めぐみんが恥はずかしそうにモジモジしだす。

「なんなんだよ乙女おとめみたいな反応しやがって、変な汗あせが出てくるから止やめろよ！」

「乙女ですよ！　年ねん齢れい的にも誰がどう見ても、乙女以外の何者でもありませんよ！　今までどういう目で見ていたのですか!!」

　今までがド直球すぎて、急にこんな態度を取られても調子が狂くるう。

「……お前ひょっとしてちょっと焦ってんの？　まさかとは思うけど、アイリスに対たい抗こう心出してるんじゃないだろうな？　冷静に考えろよ、いくら俺でもあそこまで小さな子に手を出すほどクズじゃないぞ」

「私達を放って城に残っておきながら、一体どの口が言うのですか。そうですよ、焦ってますよ。こうして落ち着いた今だから言いますが、あなたが帰ってこないと言い出した時は結構泣きそうになったんですからね。何度でも言ってやりますとも、あまり心配させないでくださいよ」

　感情が昂たかぶってきたのか、めぐみんの瞳が未いまだかつてないぐらいに紅く輝く。

　こいつの紅い瞳は今までに何度も見てきたが、ここまで鮮あざやかなのは見た事がない。

「それに自分がポンコツ魔ま法ほう使つかいな事ぐらい、いい加減分かってますからね。そこにまともな子が、しかも自分とキャラが被かぶってて、とびきり強い上に一いち途ずな子が現れれば、それは……！」

　めぐみんはそう言いながら、興奮した様にこちらの胸むな元もとを摑んでくる。

　これはいけない、攻こう撃げき色だ！

「わ、わかった、俺が悪かった！　その件に関しては本当に俺が悪かった、謝る、ほんとごめん！　ごめんなさい！」

　腰が引けた俺がめぐみんに謝るも、真っ赤に輝く瞳の色は変わらない。

「で、どうするんですか。私と仲間以上恋人未満の関係になるんですかならないんですか？」

　真しん剣けんな表情のめぐみんが、幾いく分ぶん怒おこった様に言ってくる。

　なんだろうこれ、かつてこんなにも色気のない告白があっただろうか。

　告白というよりもむしろ脅きよう迫はくに近い口調で、こちらに顔を近づけ詰つめ寄るめぐみん。

　ここで返事をする前に、俺としては確かく認にんしておきたいことがある。

「仲間以上恋人未満て、どこまでがオッケーなんだよ？　ほら、あるじゃん色々と。わかるだろそういうの」

　俺の言葉にめぐみんは、耳まで赤くし顔を俯うつむけ。

「わかりますよ、わかりますとも。そういえばまだ、そういった事はしたことがありませんでしたね。いいでしょう、やりましょうか。今は時間も時間ですから、明日あしたの朝一番に！」

　時間も時間？

　明日の朝？

「いや、こんな時間だからこそ、そういった事が出来るんじゃないのか？」

「……待ってくださいカズマ、お互たがいの考えに差がありませんか？　カズマはどういった事を聞きたかったんですか？　この間もこんな事があった気がしますが、一応何をする気だったのかをせーので言ってみましょうか」

　せーの。




「子作り」

「デート」




　なるほど、そういやまともにデートなんてしたことねえや。

「おい」

　真顔でツッコむめぐみんに、俺は納なつ得とくの表情を浮うかべてポンと手を打つ。

「そうだな、まだまともにデートなんてしたことなかったな。これをすっ飛ばして恋人なんて色々と間ま違ちがってるよな」

「何ですか、子作りですか！　いいですよ、昨日のお母さんの言葉じゃありませんが、ちゃんと責任取ってくれるのなら！　というかもう、できちゃった婚こんとかでなし崩くずし的に一緒になる方が私達らしいのかもしれません……」

　めぐみんが、何かを悟さとったかの様な表情で、ため息混じりに言ってくる。

「……なんだろう、出来婚なんて言葉を聞くとそれはそれで重く感じる」

「ちょっと待ってください、この前はどこかの宿で私と一線を越こえようとした時、俺もめぐみんの事が好きだと思うと言ってくれたではないですか！」

　そういえばそんな事もあったな。

　あの時は色いろ香かに惑まどわされ、めぐみんと抱だき合いながら責任を取るみたいな事も考えていたっけ。

「あれはあれ、これはこれだよ。昨夜はお前のせいで色々とあって寝られなかったから、シルフィーナとのおままごとが終わった後、ちょっと出かけてきたんだ。それで、特別料金まで払はらって昼寝してきたんだよ」

「昼寝と今の言動に、一体何の関係があるんですか!?　ちょっと何言ってるのかわかりませんよ！」

　男の子には賢けん者じやタイムというものがある。

　俺の名は佐藤和真。

　一時の色香や感情に流されたりはせず、そう簡単に重い責任を背負ったりはしない男だ。

「めぐみんは今幾いくつだっけ。もうすぐ15歳になるぐらいじゃなかったか？　その、いきなり子作り、結けつ婚こん！　とかじゃなく、まずは清いお付き合いからスタートした方が良いと思うんだ。冷静になって考えてみたら、俺達まだデートすらした事ないのに、その場の勢いだけで子供作って出来ちゃった婚とか、子供のためにもイケナイ事だと思います」

「あなたが言い出したんですよ、子作り云うん々ぬんの話は！」

　めぐみんがそんな事を言い激げつ昂こうするが。

「いや待てって、凄すごくクリアな頭でお互たがいの将来の事を考えてみたんだ。よく考えてみたら俺達って、まだお互いの事を殆ほとんど何も知らないだろ？　ほら、めぐみんはよく言ってるじゃないか、私はもう大人ですよ、って。好きになった、子供を作って結婚しよう！　だなんて、いくらなんでもそれは子供の考えだと思うんだ」

「だから、それはあなたが言い出したんですよ！　どうしたんですか本当に、カズマだって満まん更ざらでもなかったじゃないですか！　いつもおかしいですが今日は特に……！」

　と、こんな状じよう況きようにも拘かかわらず冷静沈ちん着ちやくな俺を見て、さすがにめぐみんもどういう事かを察した様だ。

　その表情がみるみるうちに冷めたものになり、俺を見る目が……、

　それは、そう、屋や敷しきを薄うす着ぎでウロウロしているダクネスをジッと見ている俺に送る時の、虫けらを見るようないつもの視線だ。

「ど、どうしましょうこの男……。性欲がなくなっただけでここまで冷めてしまうとは。予想外です、ここまでどうしようもない男だとは思ってませんでした……。私とあれだけ色んな事したクセに、あれだけ盛り上がっていたクセに、あれらは全すべてやりたいだけだったのですね！　欲望が絡からまない時だけこんなにも冷静になるだとか……！」

「おいちょっと待て、まだ一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったり布ふ団とんの中で抱だき合ったりしただけで、あれだけ色んな事したと言われるのはおかしい。そんな風評被ひ害がいを受けるのなら、実際に色々やらないと言われ損じゃないか！」

「よし、それ以上くだらない事を何か喋しやべる気なら私にも覚かく悟ごがある」

　おっと、ゴミでも見るような目ですね。

　やがてめぐみんは、深いため息を吐はきながら。

「そういえばあなたはこういう人でしたね。そんなところも嫌きらいになりきれないのがまた、自分はどれだけチョロい女なのかと頭を抱かかえたくなりますよ……」

　そんな事を言いながら、未いまだ険しい表情ながらも俺を見るめぐみんの視線は、ゴミを見る目から胡う散さん臭くさい物を見る目ぐらいに和やわらげられた。

「で、その……。もう告白もへったくれもない空気ですが、これからどうします？」

　めぐみんが疲つかれた様に肩かたを落とし、俺の言葉を待つかの様に、真っ直すぐ俺を見み詰つめたまま動かなくなる。

　しかし、これからどうするだとか言われても。

　正直、めぐみん達とは長い付き合いだが、出会った当初は誰だれかとこんな関係になるだなんて思わなかったし、そもそも自分の本当の気持ちが分からない。

　付き合った事はおろか、ロクに女性とデートした事もない俺には、好きになるだとか、恋こい焦こがれるだとか、そんな気持ちがいまいち……。




　……………………。




　あれっ。

　何だろう、軽く将来の事を想像してみたのだが……。

　いきなり結婚、子持ちになるのは重いなとは思ったが、別にめぐみんと付き合うとか、そういうのはちっとも構わない気がする。

　むしろ色々な諸もろ々もろがスッキリ解消している今なのに、これからめぐみんと一緒にデートとかするのも結構楽しみだったりもする。

　何をするでもなく一緒にグダグダとダベって、おいめぐみん、暇ひまだから弁当持って、景色のいい湖に行って、爆ばく裂れつ魔ま法ほうで波でも起こして遊ぼうぜとか言って。

　……あれっ。

　何だろう。

　何だろう、これ。

「お、おいめぐみん、大変だ！　俺、本当にお前の事が好きかもしれん！」

「最低です！　あなたは最低です！　本当に本当に最低ですよ！　私の事が本当に好きかもしれんだとか、それは告白してくれているんですか!?　もう少し言葉を選べないんですか!!」

　童どう貞ていにそんな高度な事を求められても。

　俺が変な汗あせをかきながら困り顔でオロオロしていると。

　そんな、オタオタした俺にめぐみんが、

「……はあ。本当に、肝かん心じんな時には締しまらない男ですね、全く……。以前、あなたのそんないい加減なところも好きですよと言ってしまった手前、怒おこるに怒れないのがまた……」

　何かを諦あきらめた様な、それでいてちょっとだけ、面おも白しろい物でも見るような表情で、呆あきれた様に言ってくる。

　そんなめぐみんの顔を見て、安心した様にホッと息を吐くと、即そく座ざにジロリと睨にらまれた。

　ご、ごめんなさいっ！

「……それで、これからどうします？　その……。そ、その……これからの、関係……と、いうか……」

　めぐみんが、少し不安気な表情で。

　そしてちょっとだけ頰ほおを赤くしながらボソボソと。

　ええっと……。

「ど、どうしようか。本音を言うと、俺は今までの人生の中でロクに浮ういた話もなかったのに、唐とう突とつに女の子と付き合うとか言われても、正直何をしたらいいのか分からないと思う。だからさっきお前が言っていた、仲間以上恋人未満の関係なら、俺もそこまでうろたえたりはしないと思う。ぶっちゃけると俺だってそりゃあ嬉うれしいよ、お前、いろいろ変なとこはあるけど見てくれは美少女なんだしさ。……えっと、まあ、そんな関係でいい……のか……な……？」

　そんな俺の言葉にめぐみんが。

「……い、いいです……。とりあえずは、それで……。……そ、それに、この方が皆みんなとも気まずくならずにすみますし……」

　照れながら。

　美少女呼ばわりとか色んな事に照れながら、少しだけ、安心した様にホッと息を吐き、めぐみんが小さな声で言ってきた。

　そんなめぐみんを見ながら、俺も何だか照れてくる。

　何だこれ、初うい々ういしいバカップルみたいだ。

　ヤバイ、何これヤバイ、なんか新しん鮮せんで甘あま酸ずっぱくてドキドキしてきた！

　あれっ、つまりコレって、ダクネスやアクアにはどうすんだ。

　言った方がいいのかコレ。

　どんな関係になるんだろう。

　恋人未満……。

　恋人未満って事は、恋人っぽいことはしてもいいんだろうか。

　恋人っぽいというと、大体どこらへんまでが……。

　そんな事を悩なやむ俺に、めぐみんが。

「ではとりあえずは、ちゃんとした恋人に昇しよう格かくするまではダクネスとアクアには内緒の方向で。……あと、内緒の方向なので、もちろんえっちな事はお預けですよ」

「えっ」
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「返してよ！　私が大事に育ててきた、シュナイダーを返してよこのクソニート！」

「同じとこまで進めてやったんだからこれで我が慢まんしろよ、死んじゃったもんは仕方ないだろ！　シュナイダーも今いま頃ごろ異世界で元気にやってるさ。なんなら魔ま王おうを倒たおして勇者としてチヤホヤされているかもな」

　翌日。

　俺達の憩いこいの場である広間にて、案の定というかなんというか、育てていたゲームのキャラを失ったアクアが泣き喚わめくといういつも通りの朝を迎むかえていた。

「……本当？　シュナイダーは異世界で元気にやってるのかしら」

「やってるやってる。なんなら美少女ハーレム作って幸せに暮らしてるよ。だからあいつのことはもうそっとしといてやれ」

　アクアを適当にあしらっているとやがてめぐみんが起きてきた。

「二人ともおはようございます。今朝はずいぶん早いですね？」

「まあね。今朝はダクネスのお子さんと二人でゼル帝ていと遊んでいたのよ。ドラゴンに餌えさをあげるのは初めてだったみたいで、緊きん張ちようした様子が可愛かわいらしかったわ」

　簡単な事ですぐ死ぬひよこを扱あつかうから、それで緊張したんだと思うんだが。

「そういえば、そのシルフィーナの姿が見えませんが、どこに行ったのですか？」

「あの子ならダクネスに連れられて出かけて行ったぞ。なんでも、これからこの街に住むにあたって同年代の子達と遊ばせるとか言ってたな」

　あれでダクネスもあの子の事を色々と気にかけているらしく、本当の母親のように甲か斐い甲が斐いしく面めん倒どうを見ている。

　それを聞いためぐみんが、どこか嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「そうですか、あの子も早くこの街に馴な染じむといいですね」

　そんなめぐみんをよそに、ソファーにだらしなく寝ねそべったアクアが言った。

「ところで、めぐみんが早起きなのはわかるんだけど、カズマさんてば今日は一体どうしたの？」

　と、いつもは鈍どん感かんなんてレベルじゃないくせにこんな時だけ目め聡ざといアクア。

　まさかめぐみんとの初デートがちょっと楽しみで、朝早くから目が覚めただなんて本人もいるのにとても言えない。

「ていうか、めぐみんもなんだかいつもより早起きなのよね……」

　続くアクアの言葉に、めぐみんがビクリと震ふるえ目を泳がせる。

「な、なに言ってるんですか私はまぁ大体こんなもんですよ、アクアやカズマはいつも起きてくるのが遅おそいからそう思うだけで、それに今日は絶好の爆ばく裂れつ日和びよりですからね、それは早起きだってしたくなりますとも、ええ！」

　早口でまくしたてるめぐみんに、アクアはキョトンと首を傾かしげる。

　……あれか、これはもしかしてめぐみんも俺と同じく、今日のデートを楽しみにしていたのだろうか。

　そう、デートである。

　生まれて初めての女の子とのデートである。

　過去にもダクネスと二人きりでアルカンレティアの街を回ったり、めぐみんとも何度も爆裂魔法を撃うちに行ったりしたこともあるが、あれはムードもへったくれもないのでノーカンだ。

　と、俺とめぐみんが互たがいにチラチラと見合っていると、

「ははーん……。分かったわ、そういう事なのね二人とも」

　いつもは全力ですっとぼけた方向にいくクセに、こんな余計な時だけ勘かんがいいのか、アクアが何かを察した様にニヤニヤしてきた。

「な、なんですかアクア、なんですか！」

「お前、そのニヤニヤ笑いはやめろよ。でないと二秒で泣き顔に変わることになるぞ！」

　俺とめぐみんがそう言うも、アクアはにやける口元に手を当てたまま……。

「昨日のカエルステーキが余ってたから、それを目当てに早起きしたのね！　でも残念でした。あれなら今朝一番に早起きした私が全部食べちゃったのでした！」

　いつも通りのアクアだった。

　……いや、ちょっと待て。

「お前ふざけんなよ、あれは俺がわざと残しておいたんだよ！　今朝サンドイッチを作って持って行こうと思って、夜中の内に仕込んでおいたのに、なんでそう余計な事しかしないんだよ！」

「何よ、食べちゃったもんは仕方ないじゃない！　そんなに怒おこんないでよ、サンドイッチ作りなら私も手伝ってあげるから」

　夜中に仕込んでおいたと聞いてさすがに悪いと思ったのか、アクアは素す直なおに謝りながら……。

「ていうか、サンドイッチなんて持ってどこ行くの？　二人で遊びに行くのなら、私も一いつ緒しよに行きたいんですけど」

　…………。
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「『エクスプロージョン────ッッッッ!!』」




　アクセルの近くの湖に、爆裂魔法が撃ち込まれた。

　凶きよう悪あくな破は壊かいの力が湖の中空へと炸さく裂れつし、衝しよう撃げき波はが湖表面を波打たせる。

　巻き上げられた水が霧きり状じようになって辺りに降りそそぎ、それらが日の光を反射して、鮮あざやかな虹にじを作り出した。

「今日の爆裂は九十五点！　威い力りよくはもちろんのことだが、爆裂魔法によって生み出された霧状の水が、爽さわやかな朝の空気をより一層味わい深くし、虹という芸術まで付け加えている。惜おしむらくはここで実用性もあったならば、更さらなる追加点を与あたえていたところだ」

　俺が下した採点に、めぐみんが満足そうな笑えみで倒れこんだ。

「実用性だけはモンスターでもいないとどうしようもありませんからね。これは久しぶりの高得点です、今日は良い一日になりそうです！」

　満足気なめぐみんの下もとに近づいた俺は、最低限動けるレベルの魔力をドレインタッチで分け与え。

　ふとある事に気が付いた。

「ちょっと待て。今の衝撃波で魚が何なん匹びきか浮ういてるぞ！　ちょうどいい、あいつらを捕つかまえてここで焼き魚にしよう。カエル肉のステーキサンドイッチは減ったけど、野外での焼き魚というのはこれでなかなか乙おつなもんだ。やったなめぐみん、よくやった！」

「と、いうことは……」

　魔力を分け与えられ身を起こしながら、めぐみんが期待に満ちた目でこちらを見てくる。

「今日の爆裂九十八点！」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　目の端はしに涙なみだを浮かべ、何度もお礼を言うめぐみんに、俺も釣つられて涙ぐみながらうんうんと深く頷うなずいた。

　……そんな俺達を眺ながめながら。

「二人ともちょっといい？　ひょっとして今まで私がいなかった間に、いつもこんなアホなやり取りをしてたの？」

　作りたてのサンドイッチを頰ほお張ばりながら、アクアがそんな失礼な事を言ってきた。

「失礼だぞアクア、アホな事とはなんだ。これは爆裂ソムリエの俺にとってはとても大事な儀ぎ式しきなんだよ」

「そうですよアクア、最近ではこの点数によって、その日の気分や体調、その他に色々影えい響きようまで出るのです。遊びじゃないんですよ爆裂は！」

「何言ってるのかちっともわからないしわかりたくもないけどわかったわ。これは触ふれないでおいた方がいいやつね」

　最近学習能力というものを身につけ始めたアクアが言った。

　しかし……。

「なあめぐみん、これがデートってもんなのか？」

　俺がめぐみんにヒソヒソと囁ささやきかけると、

「どうなんでしょうか。私もデートというものはよく知らないので……。好きな人と一緒に景色のいい所へお弁当を持って行き、好きな事をする。これは、デートと言ってもいいのではないでしょうか……？」
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　そうか、これがデートだったのか。

　なんだかいつもとあまり変わらない様に思えるのは多分気のせいだ。

　今日はアクアがいるからそんなムードにならないのかもしれない。

　いきなり二人きりでデートというのも何だか気き恥はずかしかったので今日はアクアも誘さそってしまったが、きっとこれからは……！

「サンドイッチ、美味おいしかったわね。この焼き魚を食べたら昼寝でもする？　それにしても、今日は中々のピクニック日和ね！　今度はダクネスや、あのシルフィーナって子も連れて来てあげたいわ！」

　そう言いながら、湖から魚を拾ってきたアクアが木の枝を使って焼き魚を作る準備を始める。




　……ああ、これ違ちがうわ。

　デートじゃなくて家族で行くピクニックだ。
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　家族で行くピクニックからの帰り道。

　アクセルの街に帰ってきた俺達は、門番のおじさんに声を掛かけられた。

「おいあんた達、冒ぼう険けん者だろ？　さっき緊きん急きゆうの呼び出しがかかってたぞ。冒険者ギルドに行ったらどうだ？」




　──冒険者ギルド。

　それはこの街の中心に位置する、対モンスター戦においての管かん制せい塔とう。

　冒険者達の砦とりでにして最も信しん頼らいを寄せるべき所。

　門番のおじさんに言われるがまま、俺達はここに集まったのだが……。

　その、冒険者ギルド前には。

「さあ冒険者の皆みなさん、こちらに並んでくださいね。緊急です。緊急のお呼び出しです。申しわけありません冒険者の皆様方」

　日ひ頃ごろ受付をしているギルド職員のお姉さんが、そんな事を言いながら冒険者達を並ばせていた。

　……はて、緊急クエストの報を聞いてすぐに屋や敷しきに戻もどった後、装備を整えてやってきたんだが。

　緊急とか言いながら、俺達をこんな所に並ばせる意味はあるのだろうか？

　そんな事を疑問に思っていると、ギルドの職員と、更さらには街の公務員と思われる人達が、ズラリと並ぶ俺達冒険者の外側にまるでバリケードを作るかのごとく……。

　というか。




　まるで、俺達を逃にがさない様に立ち塞ふさがっていた。

　そんな、何だかキナ臭くさい雰ふん囲い気きに居並ぶ冒険者達がざわめきだす。

　……何だこれ。

「おい、何か変な感じだぞ。逃げた方が良くないか？　俺の第六感が、とっとと逃げろと訴うつたえかけてるんだが」

「奇き遇ぐうねカズマ、何だか私も嫌いやな予感がするの。女め神がみの勘かんかしら」

　アクアの言葉に俺は益ます々ます不安になる。

　そんな俺達二人に近付いてくる影かげがあった。

　それは、朝早くからシルフィーナをどこかに送って行ったはずのダクネスだった。

「二人とも心配ない。別に、犯罪行こう為いが行われるわけでもなければ、非道な行いがなされる事もない。安心しろ」

　ダクネスは、一人腕うでを組みながらそんな事を。

　……っていうか。

「お前、これが何の緊急クエストか知ってんの？」

　俺は、一人腕を組んで立っているダクネスを……。

　他ほかの冒険者達が重武装に身を固めている中、一人だけ普ふ段だんの服装である、黒のシャツにタイトスカート姿のダクネスを見ながら尋たずねていた。

　だがダクネスは、それに何も答えない。

　やがて、そこかしこで交かわされる不安気な小さな囁ささやき。

　それと共に辺りに広がる不ふ穏おんな空気。

　……だが、俺達冒険者は知っている。

　冒険者ギルドは、冒険者のために作られた国の機関。

　俺達を支し援えんするために存在する、そんな組織だ。

　俺達は、彼らから貰もらう仕事を誠実にこなしてきたし、彼らもまた、俺達が困った時は助けてくれた。

　言ってみれば、冒険者と冒険者ギルドというのはまず敵対しえない関係なのだ。

　俺達に敵対する理由もなければ、俺達がギルドを嫌きらう理由もない。

　そんな内容の囁きがそこかしこで交わされて、居並ぶ冒険者達の間の緊張した空気が若じやつ干かん和やわらいだ、その時だった。

「皆さんに、緊急のお願いがございます。そう、緊急のクエストです。というのも、本日で年度末から丁度一ヶ月となりました。……そう、今日が納税の最終日です」

　ギルドの前に並ぶ俺達の、一番前に立っていたお姉さんが、そんな事をにこやかに言ってきた。




「この冒険者の中に、まだ税金を納めていない人がいます」




　その場にいた冒険者達の顔が引きつった。

「どど、どういうこった？　どういうこった！　おいアクア、これって何が……！」

「おおおお、落ち着いて！　カズマ、落ち着いて！　落ち着くの！　ほら、今お姉さんが何か言うわよ！」

　そのギルド職員の言葉を聞いて逃げようとする冒険者達を、壁かべの様に周囲を取り囲んでいたギルドの職員と公務員達が押し留とどめていた。

　逃げようとする者、泣く者、怒おこる者。

　その表情は様々だが、唯ただ一つ共通して言えるのは、その場の冒険者達は皆悲痛な叫さけびを上げている事。

「ええ、もちろん今までは、こんな事はお願いしてきてはおりませんでした。当然です。冒険者の皆様は、基本的に貧びん乏ぼうです。ええ、ですので、今までは免めん除じよ、ではなく。温情、という形で見み逃のがしてきただけなんです」

　それは、冒険者達から離はなれていた公務員とおぼしき男。

　彼は、更に淡たん々たんと言葉を続けた。

「この冒険者ギルドは、もちろんこの街の皆様の血税で賄まかなわれております。そして、そのギルドから出る報ほう酬しゆうも。モンスターを退治しているからといって、本来は特別扱あつかいはなされません。それでも温情として見逃されていたのです。そんな中、今年度は皆様には大きな収入があったはず。……そう、大物賞金首の賞金です。……今までは、温情で税金を見逃してきてもらったのですから、大金が転がり込んだ時ぐらいはきちんと義務を果たしませんか？」

　その言葉に、逃げようとしたり抵てい抗こうしようとしていた冒険者達が押し黙だまった。

　それもそうだ、こんな話は今初めて聞かされた。

　今までは、冒険者というだけで税を見逃すという特別扱いをしてくれていたのだ。

　金が入った今、真っ当な税金を支し払はらってもいいだろう。

　俺達だってこの街で暮らしているのだ、義務ぐらいは果たさないと。

　そんな中、ある一人の冒険者がぽつりと言った。

「えっと、税金って幾いくらぐらい取られるんスか？」

　それに、先ほどの公務員が。




「収入が一千万以上の方は、今年度までに得た収入の半額が税金と……」




　その場の全すべての冒険者達が、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した。




　　　　４




「アクア、どうすりゃいい!?　半額だとかバカ言ってんじゃねえって感じだぞ！　俺、何億税金取られるかわかんねえ！」

「私なんてもうお金ないわよ、だって全部使っちゃったもの！　税金の場合、自己破産も通用しないわ！　私、また借金を背負うだなんて絶対嫌よ！　逃げましょう！　カズマ、遠くに逃げるの！　この世界の税の方式は単純でね、毎年、収しゆう穫かくの秋の最初の月に税金を払うの。毎年、それまでに得た収入から税金が算出されて、その額を秋の最初の月の終わりまでに払わなきゃいけないのよ！」

　悲鳴を上げる俺に、アクアが言った。

「分かり易やすいな！　ていうか、秋口の最初の月って今日が最終日じゃねえか！　で、逃げてどうする。今日中にそれを払わなかったらどうなるんだ」

「税は免除よ。最終日の、それも、役所の営業時間を過ぎたらそれまでの税は免除されるわ！」

　なんて豪ごう快かいな。

「いや、それっていいのか？　遡さかのぼって税金払えとか……」

「何言ってるの！」

　俺の戸と惑まどった声に、アクアが言った。

「この世界の法律なんて貴族の人達が作るのよ？　貴族の人達が自分達に都合の良い様に法律を作っているに決まってるじゃない！　低所得の庶しよ民みんなんかは旅行に行って逃げたりするより、払った方が安上がりな額だから、わざわざ逃げもせずに真ま面じ目めに支払うわ。でも、大金持ちや貴族達は毎年この時季になれば旅行に行くのよ。そして、月が変わったら帰って来るの」

　なんて無法な。

　いや、日本みたいな文明国ですら汚お職しよくが何だと言っていたのだ。

　この世界の貴族なんて……！

「なんて肥え太った豚ぶたなんだ貴族って連中は！　ズルい！　俺達だって同じ事してやる！」

「ま、待て……！　その、中には善良な貴族もいるんだ、皆みんな一いつ緒しよにしないでくれ……！」

　と、俺とアクアに、困った様に言ってきたのはダクネスだった。

　というかダクネスは逃げないのか？

　そう、お前だって高額を納税しないといけない貴族だろうにと言おうとして、俺はダクネスが、手に何かを持っているのに気が付いた。

　抵抗して怪け我がを負わせると流石さすがにマズイのか、冒険者達は皆、ただ闇やみ雲くもに逃げ回っている。

　そんな状じよう況きようだというのに、ダクネスが持っている物がどうしても気になる。

「それって何を持ってんの？」

「これか？　……これは、こうする物だ」

　言って、手にしていた鎖くさり付きの鉄製の枷かせをダクネスは自分の右手にガチャリと嵌はめた。

　それは日本でいえば手て錠じようみたいな物なのだろうか。

　ド変態な事はもう十分知ってるし、今いま更さらな感じではあるのだが。

「お前は何をやってんの」

　そんな呆あきれた様な俺の言葉に、だがダクネスはどこ吹ふく風だ。

　というか、今はダクネスの性せい癖へきに構っている暇ひまはない。

　要するに、今日を逃にげ切れば罪にも問われず合法的に脱だつ税ぜいが出来るという事か。

　俺はアクアとめぐみんに、逃げようと促うながそうと……。




「はい、めぐみんさんですね。ええっと、どれどれ……。めぐみんさんは所得が非常に少ないので、税は免めん除じよですね。ご協力感謝します！」




　……めぐみんは、いち早く納税の手続きを済ませていた。

　こちらの視線に気付いたのか、俺達を見て勝ち誇ほこったドヤ顔をしてくる貧びん乏ぼう娘むすめ。

　くそう、となると残りは、俺とアクアとダクネス……。




　ガチャッ。




　…………。

「お前は何をやってんの」

　俺はダクネスに、先ほどと同じセリフを言っていた。

　この変態は何をトチ狂くるったのか、自分の右手に嵌めた鎖付きの枷の反対を、事もあろうに俺の左手首に嵌めている。

　この非常時にバカなのだろうか。

　こいつは、たまにアクア並みのバカをやらかす脳筋だから困る。

　ダクネスは、俺にとても爽さわやかで清すが々すがしい笑えみを浮うかべると、まるで散歩にでも誘さそう様な気軽さで。

「納税は市民の義務だ。さあ行こうか、この街一番の高額所得冒ぼう険けん者よ」




　……そういやこいつ、この街を治める側じゃないですかヤダー！




「はっ、放せ！　畜ちく生しよう、この……っ！　お前ってやつは、お前ってやつはっ！」

「はははは、私達の仲じゃないか、まあそんなに邪じや険けんにするなカズマ！　ほら、アクアも一いつ緒しよに行こう！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんのギルド前。

　あちこちで冒険者が捕つかまって連行されていく中、俺の腕うでを取ったダクネスが、アクアの腕も取り言ってくる。

「いやあああああー！　ダクネスお願い、見み逃のがして！　カズマさーん！　カズマさーん！　何とかしてー、何とかしてー！」

　アクアが泣きながらダクネスの手をペシペシ叩たたき喚わめいているが、ダクネスは手を放そうとはしない。

　俺はアクアにすかさず叫さけんだ。

「おい、支し援えん魔ま法ほうを頼たのむ！　筋力と速度が上がるやつだ！　あれで強化して、鎖で繫つながったコイツごと連れてっちまおう！　俺とお前の二人がかりなら、ダクネスぐらい簡単に抱かかえていける！」

「むっ……」

　ダクネスが、そんな俺の叫びを聞いて、摑つかんでいたアクアの腕をスッと放した。

「……アクア、お前は見逃してやろう。そのまま何処どこへなりとも逃げるがいい。既すでにこの街の中には色んな所に徴ちよう税ぜい官がウロウロしている。それから逃げ切れるなら、後は好きにしたらいい。……だが、見逃す代わりにこの男に支援魔法は掛かけないでくれ」

「ああっ、卑ひ怯きよう者！　おいアクア、これは俺達二人に対する分断工作だ！　聞くな！　そして、俺に支援魔法をくれ！」

「…………」




　俺の言葉に、アクアが無言で後ずさる。

　そして……。




「……ご、ごめんねカズマ、一人でも私より足が遅おそい人がいてくれた方が、私の逃げ切れる確率が増えると思うの……。それにカズマに逃げられると、この街で二番目に納税額の多い冒険者は多分私になるわ。私の方に回される徴税官の数が増えると思うの……」

　本当に、なぜこんな時にだけ知ち恵えが回るんだコイツは。
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「よし分かったアクア、支援魔法を掛けてくれたら、お前一人なら絶対に逃げ切れる方法を教えてやる。これでどうだ」

「……ついこないだまで、私達を捨てて城で暮らしてたカズマの言う事を、ホイホイ信じろっていうの？」

　なんて正論だ。

「よ、よし、先にその方法を教えてやる。それで納なつ得とくがいったら、筋力増強か速度増強、どちらか片方だけでもいい、支援をくれ！」

「う……、分かったわ、どんな方法？」

　おそるおそる近付くアクアに俺はそっと耳打ちする。

　すると……。

「カズマ！　お互たがい無事に逃げ延のびたら、また屋や敷しきで会いましょう！　支援は両方掛けてあげるわ！」

　言いながら、アクアは両方の支援魔法を掛けてくれた。

　そして、自らにも魔法を掛けると未いまだあちこちで揉もみあっている包囲をかい潜くぐり、街中を駆かけ抜ぬけて行った。

「何を教えたのかはしらないが、随ずい分ぶんと自信満々で駆けて行ったな」

　俺とアクアのやり取りを、邪じや魔まもしないでずっと聞いていたダクネスが言ってくる。

　こいつの余よ裕ゆうは何なんだ。

「お前、随分と余裕だな。筋力が強化されている以上、お前に力負けする事もないぞ。このままドレインタッチで気絶させるなり何なりして、お前を荷物よろしく運んで行くからな」

　そんな俺の言葉にダクネスが、

「そんなセリフは、この私を持ち上げてから言うんだな」

　言いながら、不敵な笑みを浮かべてバンザイし、さあ抱え上げてみろという体勢を取った。

　俺は素す直なおに、そのダクネスを抱だきかかえようとして……。

「あ、あの、ダクネスさん、公衆の面前でこういうのって……。ちょ、ちょっと緊きん張ちようするんですが……」

「そ、そういう事を言うな、こちらも緊張してくるだろう……！」

　お互いに顔を反対側に向けながら、俺は真正面からダクネスを抱だきしめ、持ち上げようと……。

「ビクともしねえ」

　そんな俺の言葉にダクネスは、勝ち誇った様に言ってきた。

「フッ、今回の計画は、実は以前から綿密に計画されていたものだ。本来はこの月に入った時点で決行するはずだったのだが……。ここ最近、やたらと街を出る事が多かったからな。しかもようやく落ち着いたと思ったら、お前が帰らないと言い出した時は頭を抱えたものだ」

　なんてこった、俺はこいつを舐なめていた。

　甘っちょろいお嬢じよう様さまだと、こいつの覚かく悟ごを舐めていた。

「だがこうして最終日になんとか間に合い……！　そして、この計画を立てた時からお前が逃げようとする事は予想していた。そんな高額所得者のお前の妨ぼう害がいをするのがこの私だ。お前に逃げられない様、私はこの日のために……！」

「この日のために……！　お、お前、この日のためにわざわざ太ったのか！　腹筋硬かたいの気にしてたもんな、腹に肉をあぶあっ!?」

　セリフを最後まで言い終わる前に、俺は途と中ちゆうで引ひっ叩ぱたかれた。

「重りだ！　見ろこれを！　服の下にたくさんの重りを仕込んでいるのだ！　ほらっ！　ほらっ!!」

　ダクネスが言いわけする様に慌あわててシャツをまくり上げると、そこには鉛なまりか何かの小さな塊かたまりが大量に取り付けられていた。

　……というか、こいつはこんな状態でここまで歩いて来たのか。

　しかしヤバイ、本当にヤバイ！

「ちっ、畜ちく生しよう！　受付のお姉さん、あんたは俺達の仲間だと思ってたのに！」

「ごめんなさい、実は私達も公務員なんです！　これを達成しないと、夏のボーナスが出ないんです！　ごめんなさい、ごめんなさい！」

　あちらこちらでそんな声が聞こえ、俺の見知った冒ぼう険けん者達も捕つかまっていた。

　ギルド前には席が設けられ、納税を終えた冒険者達はそこでグッタリと座り込んでいる。

　めぐみんは、我関せずとばかりにそこでのんびりと、職員にお茶を貰もらって寛くつろいでいた。

「畜生、なんでこんな回りくどい事するんだよ！　金持ってる奴やつの家にでも乗り込んで、直接私財をむしればいいのに！」

「すいません、それは出来ないのですよ。衝しよう撃げきを与あたえると爆ばく発はつするポーションをわざと家に置いて、強制徴ちよう税ぜいに来た者にそれを触さわらせ、高価な私財が被ひ害がいを受けたと逆に訴うつたえて抵てい抗こうを図はかる輩やからが続出しまして……」

　そこかしこで職員達に食って掛かかる冒険者も、その数を段々と減らしていっている。

　これはマズイ、そろそろ列の後ろの俺の方にも……！

「……テコでも動かないといった顔だなダクネス。説得は無理か？　お前の事だ、賄わい賂ろ贈おくるから見み逃のがしてって言っても動かないんだろうな」

　俺の言葉に、ダクネスがキッと眉まゆ根ねを寄せた。

「バカにするなカズマ。ダスティネス家は何者にも屈くつしないし、どのような不正にも応じない。さあ観念して……」

「『スティール』」

　何か言い掛けたダクネスから、俺はスティールで重りを一つ盗ぬすみ取る。

　それを道みち端ばたに、ポイと投げる俺にダクネスが。

「……おいカズマ。お前のスティールは高確率で下着を剝はぐ。こんな往来で、そんなシャレにならない真ま似ねは止やめろ。無む駄だな抵抗は止めて、とっとと納税」

「『スティール』」

　おっとハズレ。

　むしり取ったのはダクネスの穿はいていた黒タイツでした。

　俺がゴソゴソとポケットにしまい込むタイツを見ながら、ダクネスが小さな声で。

「……………………ほ、本気？」

「本気だよ。お前を全ぜん裸らにしてでも軽量化して、そしてお前ごと運び去る」

　…………。




「高額所得者のサトウカズマさんですね？　どうぞこちら……ああっ!?　逃にげた！　引き止め役のはずのダスティネス卿きようまでっ!?」




　俺はダクネスを引き連れて、職員達の包囲をくぐり抜ぬけた！




　　　　５




「ああっ、逃げてしまった……。私は我が身可愛かわいさに逃げてしまった……！　自己を犠ぎ牲せいにしてでもこの男から税を徴収すべき立場なのに……っ！」

　街の路地に逃げ込んだ俺の隣となりで、ダクネスは身に着けていた重りを外しながら泣きそうな顔でブツブツ言い続けている。

　こんな重りだらけでも走れるダクネスは大たい概がいだが……。

「ほれっ、いつまでもメソメソしてないで一いつ緒しよに来い。出掛ける前に屋敷の庭に手て錠じようの鍵かぎまで捨ててくるとか、本当にバカなのかお前は。このまま街の郊こう外がいに出るぞ」

「……鍵を持っていると、運の良いお前の事だ、スティールで一発で持っていかれそうな気がして……。というか、門の前には既すでに見張りがいるぞ。もう諦あきらめたらどうだ、大金を持っている今よりも借金を背負っていた頃ころのカズマの方が男前だぞ」

「うるさい、余計なお世話だ！」

　俺はダクネスと鎖くさりで繫つながれたまま、路地をコソコソと進んでいった。

　何というか、この状態は目立つ。

　表通りはとても歩けない。

　そもそも緊きん急きゆうクエストだなんて呼び出しをされたせいで、あの場の冒険者のほとんどが重装備で馳はせ参じてしまった。

　あの格好では誰だれが見ても一発で冒険者だとバレてしまう。

　クソ、ギルド職員と徴税官め、考えやがったな。

　畜生、俺はなんでこんな街に帰って来たんだ。

　正確には送り返されたわけなのだが……！

　覚えてろよ白スーツ、そして待ってるんだ俺の妹……！

　ああ、アイリスの顔が見たい。

　こんな世せ知ち辛がらい街で、なんで俺はこの女と繫がれたままで逃げ回らなきゃあ……。

　何にしても、人気の無いところで時間を稼かせがないと。

　アクアは逃げ切れただろうか。

　めぐみんは、のんびりと寛いでいるのだろう。

　そしてコイツは……！

「ふう……」

　俺があれこれと考えていると、ダクネスは、いかにも疲つかれて動けない風を装い、その場に屈かがみ込んでいる。

「おいこら、お前は俺より体力がある鉄女だろうが。こんな程度でヘタるわけないだろ、さっさと立てよ」

「誰が鉄女だ。……ララティーナ、お嬢じよう様さまだからもう歩けなーいあうっ!?」

　普ふ段だん使わない甘えた口調で舐なめたことを言い出したダクネスを、手首に繫がった鎖を思い切り引っ張り無理やり立たせる。

「……素す直なおに立ってちゃんと走る。だから今の、鎖を思い切り引っ張って無理やり連れて行こうとするのをもう一度……。手首に枷かせが食い込んで、その……」

「お、お前って奴はこんな時ですら……」

　頰ほおを染めてモジモジするダクネスを見ながら、俺はもう諦めて税金払はらってしまおうかと心が折れかけていると。

「いたぞ！　あそこだ、ダスティネス卿が足留めしている！　相手はアクセルの鬼き畜ちく男だ、人を呼べ！　絶対逃すなー！」

　遠くから、そんな叫さけびが聞こえてくる。

「ああクソ、行くぞダクネス！　いいか、足引っ張るなよ！　邪じや魔ましようとしたら即そく座ざにスティールの刑けいだからな!?」

　そんな俺の警告に。




「……カ、カズマ、この公衆の面前でお前に剝むかれてしまうかもとか想像したら、何だかそれも悪くない気がしてきた私は、もうダメなのだろうか……」

「お前は出会った時からダメだったよ！」




　職員達が、俺達に向かって走って来た──！




　──時刻はそろそろ夕刻だろうか。

　お役所仕事な人達が、そろそろ終業となるはずだ。

　今俺がいるのは冷たい石の床ゆかの上。

　そして俺の向かい側には、憮ぶ然ぜんとした表情のダクネスが、こちらは柔やわらかいクッションを敷しいた椅い子すの上に座っている。

　ダクネスが、小さな声で呟つぶやいた。

「……お前はズルい……」

　ズルくて結構。

「頭が良いと言ってくれると何かと助かります」

「お前はズルい！　なんて卑ひ怯きよう者だ！　なんかこう、真正面から堂々と、知略を尽つくして逃げるとかこう、何かあるだろうが普ふ通つうは……！　どうするんだ、多分これを聞いた他ほかの貴族達が、上う手まく逃げられなかった際に同じ手を使うぞ！」

　ダクネスが憤いきどおりながらそんな事を言ってくる。

「それはお前の国の勝手というか……。そもそも、ちゃんと法整備をするなり部署を同じにするなりして、上手い事対策考えたらいいじゃないか」

　俺は憤るダクネスに、膝ひざを抱かかえて座ったままで言ってやる。

　現在俺とダクネスは、この街で最も安全と思われる場所で保護されていた。

　この街の中で最も権けん威いがあり、正義の名の下もと犯罪者を取り締しまる市民の味方。

　そう、警察署の留置場の中である。




「役所が違ちがえば仲が悪いってのは、どこの国も一いつ緒しよなんだなー」

「お前はズルい！　お前はズルい！　本当にズルい！」




　徴ちよう税ぜい官に追われていた俺は警察署に駆かけ込むと、その場にいた婦人警官にスティールを唱えてみた。

　罪状は窃せつ盗とうと猥わい褻せつ行こう為い。

　何を盗とったかは伏ふせておく。

「……うう、警察の連中も頭が固い……。あいつらの給料も税金で賄まかなわれているんだぞ……。手て枷かせを貸すのは快く承しよう諾だくしてくれたのに、どうしてこういった融ゆう通ずうは利きかないんだ……！　大体お前、こないだは被ひ害がい者しやぶってアクアを通報しておいて、脱だつ税ぜいのためには軽犯罪を起こして自らワザと捕つかまるとか、その辺はどうなんだ……！」

　ダクネスがそんな事を悔くやしそうに呟つぶやいた。

「いやあ、お前が一緒に繫つながれていて助かったよ。おかげで今日の夜には帰れそうだ」

「やかましいわ！」

　警察に逮たい捕ほされた俺は、徴税官達の抗こう議ぎも虚むなしく留置場に拘こう留りゆうとなった。

　徴税官と警察の人がしばらく押し問答をしていたが、俺の身み柄がらの引ひき渡わたしは行われないらしい。

　一緒にいるダクネスの恩おん恵けいか、初犯というのもあり、取り調べが終われば帰してくれるという事だ。

　取り調べはもう終わり、現在は書類だのなんだのを作っている。

　それらが終わる今日の夜には帰れるとの事。

　お互たがい鎖くさりで繫がれた状態のため、犯罪者でもないダクネスも、待たい遇ぐうは椅い子すを用意されたりと良いものではあるが俺と一緒に牢ろうに入れられていた。

　やがて時が経たち、すっかり日も暮れる頃ころ。

　俺とダクネスに声が掛かけられた。

「出ろ。釈しやく放ほうだ、迎むかえも来てるぞ。……ダスティネス卿きようには不自由をさせました……。どうぞこちらへ」
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「ただいま。……なんだ、アクアは逃にげ切れなかったのか？」

　俺とダクネスが屋や敷しきに帰ると、そこには屋敷のソファーで泣くアクアをめぐみんが慰なぐさめていた。

　せっかくアクアにしか実行できない完かん璧ぺきな潜せん伏ぷく手段を教えてやったのに。

「ああ、お帰りなさいカズマ。いえ、時間ギリギリで何とか耐たえ切ったらしいんですけれど……」

　アクアの頭に手をやってヨシヨシと慰めていためぐみんが困った様に言ってくる。

　そんなアクアは泣きながら。

「うっ……、うえっ……！　カズマが言う通り、浄じよう水すい場じように向かおうとしたんだけどね……っ！　途と中ちゆうで見づがっで……！　仕方ないがら、街の農業用水の小さい池に隠かくれだの……！　ぞじだら……！」

　俺が教えたのは、この街の浄水場の大きな貯水池の底に、夜まで沈しずんでいるという作戦だった。

　一応水の女め神がみのアクアは、水の中でも呼吸が出来るし不快感も感じない。

　貯水池の中ならば誰だれも手出しは出来ないと思ったのだが……。

「なんでも、農業用水の池に、職員の人達が炎ほのお系の魔ま法ほうを撃うち込みまくってアクアを茹ゆでようとしたらしく……。幸い、その作業の途中で終業時間になり諦あきらめたみたいですが、よほど怖こわかったらしくて、ずっと泣いてまして……」

　この国の徴税官は容よう赦しやないな。

　……良い作戦だと思ったんだが、悪い事したかなあ。

「……おや？　その手首の枷はまだ外せてないのですか？」

　めぐみんが、俺とダクネスの手を見て言ってきた。

　そう、警察の人から借りたこの枷。

　警察からの帰りに、捕まったついでに、丁度良いとばかりにこれを外してもらおうとしたのだが。

「なんでも、鍵かぎが奪うばわれても簡単に外せない様にと、鍵はそれぞれの枷につき一つ一つ違うらしくてな……。そして、枷の鍵はその……」

　恥はずかしそうに口ごもるダクネスの後を、俺が引き継つぐ。

「このバカは、俺に枷の鍵をスティールされそうだって理由で、その鍵を捨てたらしい。この屋敷の敷地内に適当にポイしたらしいんだけど、こうも遅おそくなると俺の暗視の性能じゃあ小さな鍵なんかは探せないし。明日あしたの朝、コイツ自身に探させる事にするよ」

　言いながら、バカな事をしたとばかりに恥ずかしそうにしているダクネスを小こ突づいてやると。

「……ほう、すると二人は、今晩はお風ふ呂ろも一緒、トイレも一緒、寝ねるのも一緒と言うわけですか。仲良しですね」

　めぐみんが、そんな事を…………。

　そんな……事……を……。




　…………。




「「…………」」




　俺とダクネスは、無言でお互いの顔を見た。
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　カチャカチャと鳴る食器の音。

　不器用なクセに、普ふ段だんの食事の時は上品に音も立てずに食べるダクネス。

　そんなダクネスだったが、今日は緊きん張ちようでもしているのか、珍めずらしくナイフとフォークをカチャつかせていた。

　現在は、皆みんなでテーブルを囲んでの夕食の最中である。

「カズマさーん、醬しよう油ゆとってー」

「お、おう……」

　俺は手近にあった醬油を空いていた左手で取り、それをアクアに渡わたしてやろうと……、

「あっ……！」

　渡してやろうとして、俺はダクネスの小さな声で、左手がダクネスの右手と繫つながれていた事を思い出す。

　醬油をアクアに差し出した際に、釣つられてダクネスの右手も引っ張られていた。

「わ、悪い……」

「い、いや……」

　謝る俺に、小さな声で返事するダクネス。

「ありがとー」

　アクアが、そんな俺達の様子を気にも留めず、醬油を受け取り礼を言う。

　今日の夕方頃ごろ、徴ちよう税ぜい官達に茹ゆでられ、先ほどまで泣いていた様子はもう見受けられず。

　既すでにそんな事は忘れたかの様にアクアは晩飯をぱくついていた。

　こいつの気楽さがちょっと羨うらやましい。

　鎖くさりで繫がれていたのがコイツだったなら……。

「……ご、ご馳ち走そう様さま……」

　緊きん張ちようしているのか半分以上も食事を残し、ほんのりと赤い顔をしているダクネスが、小さな声でポソリと言った。

　そんなダクネスにめぐみんが。

「……二人共、今いま更さらなにを緊張してるんです？　長い付き合いの中、一いつ緒しよに寝ねるなんて今更でしょうに。そんなに二人きりが心配だというなら、私やアクアも一緒に、皆みんなで仲良く寝れば良いではないですか」

「「ぜ、ぜひ……！」」

　不覚にも、俺とダクネスは返事がハモった。

　それを聞きダクネスの眉まゆがピクリと動く。

「……おい、女である私がめぐみんに一緒に寝て欲しいと頼たのむならともかく。……男であるお前が、なぜそんな事を言い出す。一応私も女の端はしくれ、多少なりとも不ふ愉ゆ快かいなのだが」

　そんな面めん倒ど臭くさい事を言い出したダクネスに。

「いやお前、どうせ色気のある展開になんてならない事ぐらい分かってるしさ。あらぬ誤解を招くぐらいなら、めぐみん達にも一緒に寝て欲しいじゃないか。怪かい力りきキャラなお前の事だ。どうせ、寝ぼけて隣となりに寝てる俺に抱だきついてきて、そのまま締しめあげて背骨をへし折るとかそんなオチだろ」

「バッ、バカにするな！　どこの世界にそんな寝ぼけ方をするやつがいる！」

　変に緊張して寝られないよりはめぐみんやアクアにも一緒に寝てもらった方がいい。

　まあ、皆で野宿したり馬小屋で寝たり、ぶっちゃけ一緒に寝るぐらいは今更って気もするのだが。

「ほうほう。そう言えば、屋や敷しきの中で皆で寝るとか初めてかもしれないわね！　それじゃ、寝る前に私がとっておきの怖こわい話をしてあげるわ！」

「い、いえそれはちょっと止やめてほしいのですが……」

「だ、だな……。ここは元幽ゆう霊れい屋敷なのに、怪談とかシャレにならん」

　この屋敷を手に入れた時の悪あく霊りよう騒さわぎを思い出し、俺とめぐみんが怖おじ気けづく。

　……と。

「まったく、仮にも冒ぼう険けん者が怪談を怖がってどうする。そんなだからここ最近、冒険者達が腑ふ抜ぬけになったと当家に陳ちん情じようがくるのだ。もっとしっかりして欲しいものだ」

　ダクネスが、呆あきれたようにそんな……。

　……そんな……。

「……そういえば、こないだも冒険者が腑抜けになっただの言ってたな。……ていうか陳情って、そういやお前ん家ち今、代理領主やってるんだもんな」

　俺の疑問にダクネスは。

「この街の冒険者が小金を得たせいで、討とう伐ばつクエストをちっとも受けなくなったのは知っているだろう。塩しお漬づけクエストはどうにか全部片付いたものの、怠なまけ癖ぐせはそうそう抜ぬけたりはしない。現に街のすぐ近くですらモンスターが蔓延はびこるようになりだした。だがこれで、皆少しは働くと……」

「おい待て。それってつまり、この街の冒険者がニート化してきたから？　……ひょっとして、今日の緊急の呼び出しで、今までは見み逃のがしてくれていた税金をわけも分からずいきなり払はらえとか言い出したのも……」

　ダクネスが、フッと笑った。

「よく分かったな。今までの様に街を守ってくれていたならともかく、ニートと化した冒険者達にわざわざ税の優ゆう遇ぐう措そ置ちをしてやる必要などないだろう。今回の緊急な徴税は、ニート対策も兼ねた特例措置だ。ギルド職員達も、コレだと大喜びしていたな。税収は増えるし懐ふところが寂さびしくなった冒険者達は働くだろうし。今後は街周辺のモンスターも駆く除じよされる様になるだろう。だが安心しろ、今回徴収した税金は全すべて冒険者のために……」

「待てやあああああああああー！」

　俺は立ち上がり、手に繫がっていた鎖を引っ張った。

　当然、ダクネスがたたらを踏ふみながら立たされる。

「じゃあ何か!?　今日の騒さわぎは金持ってて働かない連中を働かせようと、そんなくだらない理由で追い掛かけ回されたのか！」

　初犯のため処分保留になったとはいえ、俺が前科持ちにならざるを得なかった原因を作った犯人が身近にいた！

「たわけ！　くだらないとは何だ、納税と労働はこの国の国民の義務だ！　労働しない相手から、本来払うべき正規の税金を取り立てて何が悪い！　我が国にニートは要いらん、害悪としかならないニートなどゴミ処理場にでも捨ててしまえ！」

「俺の今までの人生を全否定するパーティーメンバーがここにいた!!」

　俺とダクネスがそのまま摑つかみ合いの喧けん嘩かを始めると、そんな姿を見ていためぐみんが、呆れたように言ってきた。

「……どう見ても間ま違ちがいなんて起こり得ない感じですし。今日はいっそ、二人で寝てください。そして、もうちょっと仲良くなってくださいよ……」
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　晩飯を終えたなら、次はもちろん……。

　そう、日本人なら風ふ呂ろである。

「お前ふざけんなよ！　日本人はな、毎日風呂入らねーと死ぬんだよ！　お前らみたいな風呂嫌ぎらいの、香こう水すいとかで匂においを誤ご魔ま化かす貴族連中とは違うんだよ！　分かったら邪じや魔ますんな！」

「ふざ……！　ふざけるな貴様、貴族だって風呂ぐらい毎日入る！　風呂嫌いとはどこの国の貴族だそれはっ！　……ただ、今日はこんな状じよう況きようだから風呂は控ひかえて湯で体を拭ふく程度に留とどめておこうと……っ！」

　そんな俺の主張に、ダクネスが真っ向から反対していた。

「今日はあれだけ走り回って汗あせかいたんだ、風呂入らなきゃ死ぬ。別に、お前も一緒に風呂入れなんて言わないよ、俺が湯船でゆったりくつろいでる間、お前は適当に濡ぬれタオルかなんかで体拭いていればいいよ」

「いや、風呂に入るという事は、裸はだかになるという事で……！　私が半はん裸らで体を拭く隣では、お前が全裸で……！」

　俺とダクネスがぎゃあぎゃあ騒いでいる中。

「私のターン。マジックカード、泥どろ沼ぬま魔ま法ほう。アクアのモンスター達は三ターン行動不能です」

「……うう。また何も出来ないわ。パス」

　言い争う俺とダクネスを放置して、居間のテーブルの上でアクアとめぐみんはカードゲームに興じている。

　もはや、喧嘩する俺達を止めようともしない。

「俺は別に、裸の一つや二つ見られても気にしないから大だい丈じよう夫ぶだよ。むしろ、ある意味御ご褒ほう美びとも言えるからお気になさらず」

「私が気にすると言っている！　誰だれがお前の羞しゆう恥ち心しんを問題にしている、お前の裸を見せつけられる私の事を考えろと言っているんだ！」

「私のターン。マジックカード、爆ばく裂れつ魔法。相手は死ぬ」

「わああああああーっ！　めぐみん、さっきからマジックカードの使い方がいやらしいわ！　私、これで三回も何も出来ないまま負けたんですけど！」

　マイペースに遊んでいる二人は放っておき、俺はなおも何かを喚わめき続けるダクネスを連れ、着き替がえを持って風呂へと向かっていった。




　──アクア達が晩飯を作っていた間に、既に風呂は沸わかしておいた。

　俺は手早く服を……。

「……これどうしよう。手て枷かせがあるから上着を脱ぬげないじゃないか。……切るか。この服も随ずい分ぶんボロボロだし」

　言いながら、そろそろ捨てようと思っていたシャツをダガーで切り……。

「……お前は、隣に私がいても何の迷いもなく全裸になるというのはどうなんだ」

　ダクネスのそんな抗こう議ぎを聞き流しながら、俺は手枷とタオル一丁の姿になる。

　ダクネスは、タオルを持ったまま足元だけ裸足はだしになった状態だ。

　俺が風呂に入る隣で、体だけは拭くつもりらしい。

　嬉き々きとして浴場に入っていく俺の後を、ダクネスが恥はずかしそうに付いてくる。

　風呂に浸つかる前に体を洗う俺の背後で、背中合わせ状態になったダクネスは、シャツやスカートは脱がないまま、タオルを湯に浸ひたし、恥ずかしそうにシャツの下にタオルを突つっ込んで体を拭いていた。

　俺は手早く体を洗い終えるとそのまま湯船に。

　もちろん鎖に繫がれたままのダクネスも、湯船の際きわまで付いてきた。

「ふいー……。風呂に入ると、色々あった今日の事も、何となく水に流せてしまう不思議……」

「……妙みよう齢れいの貴族の娘むすめの前で、堂々と全裸で風呂に……。いや、もうお前のやる事にかんしては何も言うまい」

　ダクネスは鎖くさりで繫つながれた右手を湯船の中に入れ、そのまま縁ふちに寄り掛かかるように濡ぬれた床ゆかにペタンと座る。

　風ふ呂ろに浸つけた右手を、湯を搔かき回すようにチャプチャプと動かしながら。

「……なあ、冒ぼう険けん者達は私を恨うらんでいるだろうか？」

　ダクネスは深々とため息を吐つきながら。

　唐とう突とつに、そんな事を言ってきた。

「……？　知らんがな。そもそもお前の指示だって知らないんじゃないのか？　まあ今までは非課税にしててくれたんだろ？　なら、皆みんなそこまで恨んじゃいないんじゃねーの？　もっとも、俺は逃にげ切れたからそんな他人ひと事ごとで済んでるんだけれど」

　湯船で寛くつろぐ俺にダクネスが、はあと呆あきれたように再び息を吐く。

「……私だってこんな事はしたくは無かったのだが。正直に言って、エルロードに金を借りに行くぐらい、この国の財政は厳しいのだ。いずれ、今回彼らから徴ちよう収しゆうした税金は彼らの為ために、倍以上になって還かん元げんされる時が来る。……冒険者達がキチンと働いてくれるなら、こんな事はするつもりもなかったんだが……」

　理り不ふ尽じんな。

「労働は義務だとか言うけどな、働かなくてもいいだけの金があって、なんでまだ働かなきゃいけないんだよ。しかも、よりによって冒険者稼か業ぎようなんて危険な仕事をさ。俺の国にも納税と労働は国民の義務だとかあったが、俺みたいなニートと呼ばれる上級職はたくさんいたぞ。好きに仕事を辞やめる自由も寄よ越こせよ」

「それでよく滅ほろばないなお前の国は。……何と言ったか。確か……、漫まん画が？　お前の国では、そう呼ばれる娯ご楽らくがあるんだろう？　お前がたまに言っていたじゃないか、絵が上う手まければ、漫画でも描かいて一山当てて遊んで暮らすのに、だとか。……例えば、その漫画という物を描いている者がいるとする。で、その者が売れて大金を手にしたとする。金を手にしたからもう遊んで暮らす。完結なんて知るか、続きは描かない、などと言い出したら困るだろう？」

　……それは困るな。

　……凄すごく困るな。

　具体的には名前は出さないが、続きが気になっている物がたくさんある。

「仕事には責任が付いて回る。ここは駆かけ出しの街。駆け出しの冒険者達を育てるために、様々な支し援えんが為されている。それらは、いずれは民たみや国を守ってくれると、駆け出し冒険者に期待しているからこそ行っている優ゆう遇ぐう措そ置ちだ。中ちゆう堅けんやベテラン達ならば、大金を手にしても冒険者としての役割や義務をちゃんと認にん識しきしているのだが、いかんせんこの街の駆け出し達は……。どういう事だか、最近おかしな考えが蔓まん延えんしていてな」

　……？

「おかしな考え？」

　風呂でゆっくり足を伸のばしながら、何気なく聞く。

「ああ。……なんだか冒険者達の間で、働いたら負けと言うバカな言葉が流行はやり出していて……」

「…………」

　流行らせたやつには心当たりがある。

「……どうした、急に黙だまり込んで。心当たりがあるようだな。ん？　まだ何か文句があるのか？　ほら、何かあるなら言ってみろ」

「……な、何でもないです……」

　俺が普ふ段だんから他ほかの冒ぼう険けん者に言っていた事じゃないですか。
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　風呂から上がると、半泣きのアクアがめぐみんにすがっていた。

「もう一回！　次で最後だからもう一回！」

「もうダメですよ。何度やっても同じです、アクアでは私には勝てません。それじゃ約束通り何か一つ、私の言う事を聞いてもらいますよ？」

　どうやらめぐみんにカードゲームでボコボコにされたらしい。

　めぐみんはボードゲームにカードゲームなど、頭を使うゲームに関しては無敗と言っていい。

　流石さすがは知力が高い紅こう魔ま族ぞくと言いたいが、その知力をもっと建設的な事に使って欲しい。

「さて。早いが、もう寝ねてしまおうか。早く寝て、早く起きて。そして、夜明けとともに鍵かぎを探す。朝一のトイレの前に鍵を探して欲しいしな」

「……そ、そうだな」

　俺の言葉にダクネスが恥ずかしそうに同意した。

　先ほどトイレを済ませてきたが、ダクネスが用を足している間、音が聞こえない様にとなぜか大声で歌わされた。

　なんか、以前この屋や敷しきで悪あく霊りよう退治をした際に、めぐみんと一いつ緒しよにいた時も同じ事をさせられた気がする。

　音を聞かれたくないなら、ダクネスが自分で歌えと抗議したが、結局俺がアカペラで歌わされた。

　何となく理不尽な物を感じたので、歌っている途と中ちゆう何度も無言になってやったりして邪じや魔ましてやると、俺が用を足す際、ダクネスにジッと無言で背後に立たれ、用を足している最中後ろから肩かたを摑つかまれ揺ゆらされたりした。

　案の定その後再び摑み合いの喧けん嘩かになったが、こんなバカな事はもうたくさんだ。

　今日はとっとと寝て、明日あしたはもよおす前に鍵を探してしまいたい。

「それじゃ俺達は寝るけど、本当にめぐみんとアクアは一緒に寝てくれないのか？」

「今日は二人で寝てください。先ほどからの様子だと、間違いなんて起こらないでしょう。というか、間違いの一つでも起こりかねない程度に仲良くなって欲しいですよ。二人共、ちょっと大人になってください」

　喧嘩ばかりしていた俺とダクネスを呆れた表情で見ながら、めぐみんがそんな事を言い出した。

　大人になれとか言われると、違う意味を考えてしまうのは俺が煩ぼん悩のうに塗まみれているからだろうか。

　仲間以上恋人未満の関係なのに、めぐみんはそれでいいのだろうか。

　……と、隣となりのダクネスを見ると、煩悩に塗れているのは俺だけではなかったらしい。

　赤い顔でダクネスがまた良からぬ事を想像している風だったので、手枷を引っ張り妄もう想そうを中断させ、部屋へと向かった。

　ちなみに今の俺は、手枷と鎖くさりのせいでシャツが着られない。

　なので、上半身は裸はだかの状態。

　屋敷の中で暖かいし、布ふ団とんをしっかり被かぶっていれば風か邪ぜをひくこともないだろう。

　寝るのは俺の部屋のベッド。

　俺が左手、ダクネスが右手を枷に繫がれているので、ベッドでは俺が右手側となる。

　俺は早々とベッドに寝転び。

「……俺が上半身裸でセクシーな裸ら体たいを晒さらしているからって、寝ている間にいたずらするなよ」

「するか！　セクハラが皮を被って歩いている様なお前こそ、私が寝ている間に色んなとこをこねくり回すつもりだろう」

　そんな難なん癖くせを付けてくるダクネスに、ゴロンと背を向け。

「おやすみー」

「おっ、おい！　なんだ、本当に寝てしまうのか？　……ね、寝るのか……」

　そんなダクネスの声を聞きながら、俺は頭から布団を被った。
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　……一体どれほど眠ねむったのだろうか。

　俺はいつの間にかダクネスの方へと寝返りを打ち、そちらへ向いて寝ていたらしい。

　目を開けると、すぐ近くには目を閉じた状態の整ったダクネスの顔。

　俺はそのダクネスと、おでことおでこをピタリとくっつけ合っていた。

　その、ダクネスの顔が凄く間近まで迫せまっている。

　……というか。

「……お前何しようとしてんの？」

「ッ!?」

　眼前まで顔を寄せていたダクネスに、何の気なしに尋たずねていた。

　俺の言葉にダクネスが、ビクッと震ふるえて目を閉じたまま動かなくなる。

「…………スー……スー……」

「おい、寝たふりすんな、お前今……」

　言いながら、俺は自分の首筋に違い和わ感かんを覚え、そこに何となく右手を置くと……。




　そこが、なんとなく湿しめっていた。




　これはつまり……！

「お前……！　吸ったな！　俺の寝ている間に、俺の首筋を吸ってねぶって体中をまさぐったんだな！」

「ちちちち、違ちがー！　まだそこまではしていない！　待ってくれ、違うんだ！　これは本当に違うんだ！」

　俺の言葉にダクネスが頰ほおを染め、目に涙なみだを浮うかべながら跳はね起きた。

　俺は未いまだ湿った首筋に手をやりながら。

「何が違う、この首筋の湿りは何だ！　お前が性欲を持て余しているのは知っているが、俺が寝ている間に本当に、俺の無む垢くな体にいたずらするとは……！」

　ダクネスが、それを聞いて必死に口の前に人差し指を当て、

「こ、声が大きい！　違ちが……！　ほ、本当にまだ何もしていない！　その、目が覚めたらお前の首筋に顔を埋うめていたんだ！　それで、お前の首に私のヨダレが垂れてて……！　拭ふかなきゃと思ったんだが、手て枷かせと鎖くさりで繫つながれた無防備な寝ね顔がおを見せているお前に、何だか凄すごくいけない気持ちが……、背徳感が湧わいてきてしまい……！　それで、何だかどんどん盛り上がってきて……ッ！」

　やっぱりいたずらしてたんじゃないか。

　俺はムクリと上体を起こし、自分の体を触さわってみる。

「……なんだ。まだベルトも付いたままじゃないか……。本当にまだ何もしていないのか……」

「ど、どうしてちょっと残念そうなんだお前は……」

　一体何をどう盛り上がっていたのか、ダクネスは肌はだをほんのり赤く染め、軽く息が荒あらくなっていた。

「……お前ってヤツは、エロい体を持て余したドスケベ女なのは知っていたが、まさか本気で寝込みを襲おそうとは思わなかったぞ。以前俺に薬を盛ろうとした時も最後までいくつもりだったんだろ。お前本当にそろそろ痴ち女じよネスとか呼ぶからな」

「そ、それは止め……！　……ん……くっ！　……こ、こんな状じよう況きようでお前に怒おこられながら、ドスケベだの痴女だのと罵ののしられて、少しドキドキする私は、もう本当にダメなのだろうか……」
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「今いま更さらそんな心配しなくても、お前は出会った時からぶっち切りでダメだったよ」

　俺は言いながら、乱れた布ふ団とんを直し、ベッドへとモソモソ寝直した。

　そんな俺の隣となりにダクネスが恥はずかしそうにしながらも横たわる。

「……思えば、出会った時はこんなバカな事を言い合う間あいだ柄がらになるとは思いもしなかったな。あの頃ころは、私はもっと何も言えなかったものだ。もっと、意思の疎そ通つうがヘタだったものだ。……そして、もっとお前とも距きよ離りを置いていたものだ……」

　暗く静かな部屋の中。

　ダクネスがそんな事を言ってきた。

「まあお前はお嬢じよう様さまだし、ホイホイと誰だれとでも距離を縮めてたらそれはそれで問題だろうよ。……出会った当初のお前は、もっと無口で真ま面じ目めで、俺に説教なんてせず、もちろん俺と喧けん嘩かなんてしない様な、エロくて変なところはあったけど、もっと大人のイメージだったんだがなあ……」

　仰あお向むけに寝転びながら言う俺の言葉に、ダクネスが可笑おかしそうに含ふくみ笑いをしながら。

「私は、出会った当初のお前は素す直なおじゃないところがあるが、もっと勤勉な働き者で、悪事には手を染めない様な、誠実で真面目で優やさしいやつだと思っていたよ」

　そんな事を、ベッドの上でこちらにゴロンと向きを変え、俺の横顔を見ながら言ってきた。

「何だか、今は不誠実で不真面目で簡単に悪事に手を染める鬼き畜ちくな男みたいに聞こえるじゃないか」

「そう言ったつもりなんだが？」

　俺の言葉に、ダクネスが可笑しそうに笑いながら。

「……なあ。カズマ」

　世間話でもするかの様に。

「？」

　寝転がった体勢で、何気なくダクネスの方に首だけを向けた俺に。




「……お前は、めぐみんの事が好きなのか？」
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　外は曇くもっているのだろう。

　ついこないだまで満月だったはずだが、今、窓から射さしているのはとても淡あわい月の光だ。

　そんな淡い光のためか、ダクネスの細やかな表情までは覗うかがえない。

　だが……。

「……す、すまない、おかしな事を聞いてしまったか」

　そんな事を照れながら言うダクネスの、滑なめらかな白い肌はだがほんのりと赤く染まっていくのはよく分かった。

　いきなりこんな流れで、そんな事を言われても……。

「いや、そりゃ嫌きらいなわけはないだろ。好きだよ、そりゃあ。もちろんアクアの事も。当然、お前の事も」

　俺の言葉にダクネスが、シンと静まり……。

「……それは私の事を。……異性として、ではなく。……仲間として、好きなのだろう？」

　暗い部屋の中そんな事を、少しだけ寂さびしげに、ポツリと言った。

　……あれ、なんだこれ。

　ヤバイ雰ふん囲い気きだ。

　凄くヤバイ雰囲気だ。

　童どう貞ていで女性と付き合った事がない俺でもそれぐらいは分かる。

　この会話は続けたらいけない気がする。

　絶対にマズイ気がする。

　なぜだろう、俺、まだ童貞で生乳すら拝んだこともないのに、先日のめぐみんとの事といい、どうしてこんな状況になるんだろう。

　なぜだろう、俺、まだキスもした事無い人間なのに、なぜこんなリア充じゆうが陥おちいるような悩なやみに直面しているんだろう。

　俺が答えに窮きゆうしているとダクネスが、自分の右手に付いている枷の鎖を少しだけ引っ張った。

　ほんの、少しだけ。

　当然、それに釣つられて枷が付いた俺の左手が引き寄せられる。

「なあ……。お前は、めぐみんの事が……。異性として好きなのか？」

　ダクネスはそう言いながら、引き寄せた俺の左手を両手で包み込むようにして握にぎりしめた。

　ほんのりと温かく柔やわらかい手の感かん触しよくを感じながら。

　俺は酷ひどく緊きん張ちようしつつ、なんて答えればいいのかを考えていた。

　今のめぐみんとの関係は、仲間以上恋こい人びと未満。

　アクアやダクネスには内ない緒しよにって話だが、ダクネスには勘かん付づかれてしまったのだろうか。

　……俺はめぐみんの事を……。

「……わ、分からない。正直言って、自分でもよく分からない。でも、嫌いじゃない。多分、異性としても好きなんだと思う。一緒にいるとなんか落ち着くし、何ていうか……。……あいつといると、妙みように自然体でいられる」

　何となく、そんな言葉が口から出ていた。

　それはきっと今の正直な気持ちだったのだろう。

　普ふ段だん特に意識はしていないが、ちょこちょこからかわれる度たびに、そして色んな事件がある度に、段々自分の中で存在が大きくなっていったのは感じている。

　暗い部屋の中ダクネスと見つめ合い、俺はそんな今の気持ちをそのまま伝えていた。

　なぜだろうか。

　自分でも分からないが、俺は誤ご魔ま化かしたり茶化したりする事もなく。

　ただ、そのまま伝えていた。

「……そうか」

　そう一言呟つぶやいて、両手で握っていた俺の手を、そっと俺の胸に押し戻もどし。

　ダクネスは、そのままゴロンと反対側を向いてしまった。

　…………。

　ダクネスは、そのまま何を言うでもなく静まり返る。

　……いい加減、俺が何かを言おうとしたその時。

「このままがいい」

　ダクネスが、そんな事を呟つぶやいた。

　何が、とか。

　どう言う意味だ、とか。

　俺がそんな事を聞く前に、ダクネスが背を向けたまま。

「……このままがいい。アクアが何かをやらかして泣き、お前がそれを、しょうがねえなーとか言いながら尻しり拭ぬぐいする。めぐみんが魔ま法ほうを放って物を壊こわし、お前がめぐみんと一緒に謝りに行く。私がバカな事を言い出したら、お前が怒ってくれて……」

　そんな、意味の分からない独白を、ダクネスは背を向けたまま並べていく。

「めぐみんの日課に付き合って、今朝お前達が行ったみたいに、皆みんなで弁当を持って湖へ行ったり。私とお前が、くだらない事で取っ組み合いの喧嘩になったり。アクアが唐とう突とつに、どこかへ旅行にでも行きたいとか駄だ々だを捏こね出して、それをお前が、何だかんだ文句を言いながらも皆で旅行に行く計画を……」

　そんなダクネスの声が少しずつ震ふるえ声になっていく。

「それで、たまにはのんびりしたいとか言うお前の言葉とは裏腹に、そんな旅先では……また、何か問題が起こって……っ」

　俺は、ダクネスの肩かたに手を伸のばし、

「お、おい。どうしたんだよ、ちょっと落ち着けって」

　言いながら、こちらを振ふり向かせようと力を入れるが。

「……でも、お前が誰かと結ばれたら、きっと今の関係は変わってしまう。きっと、このままではいられなくなる……。このままじゃダメか？　ずっと、このまま変わらずに……。借金返済のために、お前があの手この手を使って、金を工面しようと色々やったり……。それで、予想外の強敵に出会って、皆で命からがら逃にげ帰ったり。……あの頃のままじゃダメか？」

　頑かたくなにこちらを向こうとしないダクネスは、そんな独白を続けていた。

　……そして。

「恋こい人びとが欲しいのか？　……それは、めぐみんじゃないとダメなのか？」

　こちらを向こうとはしないまま、ダクネスが静かに言った。

「い、いや……。恋人が欲しいって言うか……」

　俺がそこで言葉に詰つまると。

「……ただ女が抱だきたいというのなら、私でいいじゃないか。私なら、お前の望みに何だって応こたえてやれる。どんな事だって受け入れてやるぞ」

　このバカ女は何を言い出すんだ。

「お前は俺をバカにしてんのか、さすがに怒おこるぞ。そんなんじゃねーよ、あれだ、その……」

　俺は再び言葉に詰まる。

　俺はどうしたいのだろう。

　……と、ダクネスが肩かたを震ふるわせているのに気がついた。

「……お前、今日はおかしいぞ色々と。どうしちゃったんだよ、本当に。一いつ旦たん寝ねろ。今日は寝て、また明日あした……」

　俺がそこまで言い掛かけた時。

　ダクネスが、バッとこちらを振ふり向いて。

「……ッ」

　その顔を見て息を吞のむ。

　泣いていた。

　ダクネスは、ポロポロと涙なみだを溢こぼし。

　そのまま、ダクネスの肩を摑つかんでいた俺の右手をギュッと握にぎると。

「私じゃダメか……？　……なあ、私じゃ、ダメか……っ？」

　泣き顔でそんな事を言ってきた。
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　俺は、子供の様に泣き続けるダクネスの、その肩に手を置き続けたまま掛ける言葉も思いつかず。

　一体どれほどの時が経たったのだろう。

　泣いていたダクネスは、俺の手をそっと手に取り、自分の肩から引き離はなし。

「……みっともないところを見せたな」

　ダクネスは、まだ鼻をグスグス鳴らしながら、赤い目で恥はずかしそうに呟つぶやいた。

　女性に泣かれるとか、ハードル高過ぎてどうしたら良いのやら。

　いつもアクアを泣かせているのとはわけが違ちがう。

　こんな時、気の利きいたセリフが思い浮うかばない。

　というか、なぜいきなり泣き出したのかの明確な理由もいまいち分からないからこそ、俺は未いまだに童どう貞ていなのだろう。

　ダクネスが、泣いた後の赤い目でジッと見てくる。

　何か、俺の言葉を待っている様な、そんな顔で。

　どうしよう、何を言ったらいいんだろう。

　俺が何も言えず、狼狽うろたえながら黙だまり込んでいると、ダクネスが俯うつむき、ぽつりぽつりと独白を始めた。

「……私は、本来ならばあの領主の物になっていた身だ。でも、それをお前が救ってくれた。助けてくれて、自由をくれた。……今の私が望むのは、お前に貰もらったこの幸せな生活を守る事。皆みんなで変わらずにこのままでいられるなら、そのためなら私は……」

　…………。

「だからって、自分がその身を差し出すってか？　お前はバカなのか。あの領主の時もそうだったな、自分の身を差し出して何とかしようとか。俺を見くびるなよダクネス、俺は別にその、そういった事がしたいから恋人が欲しいって言ってるんじゃないし、恋人になってくれるなら誰だれでもいいと言ってるわけでもない。……その。……以前めぐみんに、告られたんだ。それから、何か……。俺の中でも段々と、あいつの事が気になりだして。で、何かその……、ああ、俺もめぐみんの事が好きなんだな……って、最近になって意識する様になって……」

　自分でも何が言いたいのかよく分かっていない、そんな俺の言葉を、ダクネスが俯きながら無言で聞いていた。

「……私も」

　ダクネスが、俯いたまま。

「……私も、お前の事が好きだ」

　唐とう突とつに、そんな事を言って……。

　なんとなくわかっていたその告白に、俺は戸と惑まどいながら息を吞む。

「……最初はただ漠ばく然ぜんと、好みのタイプの男だと思っていた。……お前は……。外見はパッとせず、スケベで、出来るだけ楽に人生送りたいと人生舐なめてるダメなやつで。働きもせずに朝から酒を飲んでみたり、しまいには借金まで作って。……フフッ」

　こいつの好みのタイプの男って、そういやそんなろくでなしだったな。

　少なくとも、こいつが全く俺を褒ほめていない事はよく分かった。

「その借金の原因に、お前も絡からんでいた事を忘れるなよこら」

　そんな俺の言葉に、ダクネスがくすりと笑う。

「なら、借金分を今こそ体で返そうか？」

「すいません、もう言いません、すいません」

　すかさずヘタれる俺の言葉に、ダクネスが可笑おかしそうに肩を震わす。

　ダクネスは、顔を伏ふせたままで尚なおも続ける。

「……そんなお前が、色んな強敵を相手どり、次々と倒たおしていったのには胸がすく思いだった。お前よりも強くて経験もある魔ま剣けん使い。遥はるかに格上の魔王の幹部。数え上げたらキリがないが、お前はいつだって私を驚おどろかせてくれたな。……あの領主の前で金をぶちまけた時なんて、堪たまらなかったぞ」

　…………。

　今度は一応褒めてくれているらしい。

「……最初はどうしようもなかったお前は、ドンドン変わっていったな。どんな相手でも、どんな強敵でも。最弱職のお前は、特別強力な装備に身を固めるでもなく。初心者でも使える簡素な弓と、おかしな名前の片手剣一本を携たずさえて、どんな難題でも解決してきた。そして、いつの間にかあんな莫ばく大だいな借金までどうにかしてしまって……」

　ダクネスの言葉を聞いていると、何だか自分が凄すごい人間に思えてくるから不思議だ。

「お前はいつの間にか、私の好みとはかけ離れていったな。最近でこそ仕事もせずにゴロゴロして、昼間から酒を飲んだりもしているが。……いつの間にか、私の好きなダメな男のタイプからはかけ離れていった」

　なんだろう。

「……お前が好きだ。最初は、お前が私好みのタイプのダメ男だったから、惹ひかれていった。だがいつの間にか……。私の好きなタイプは、お前自身になっていた。もう、お前がどんな人間に変わろうとも、きっと、私はお前の事が好きなのだろう」

　なんだろう、ヤバイ。

　嬉うれしい。

　凄く嬉しい。

「お前が好きだ。……そしてお前は、めぐみんが好きだと言う。だがそれでも、私はお前が好きだ。……私は、めぐみんも好きだ。アクアも好きだ。今の、皆の関係を壊こわすぐらいならばと、ずっと胸の内に秘ひめておくつもりだった。でも……」

　ダクネスが、顔を上げた。

　そして、俺の顔を真っ直すぐ見る。

「先日、めぐみんの母君が言っていたあの言葉。めぐみんがこう言ったそうだな。仲間以上の関係になりたい、と」

　泣いて、赤くなった目で。

　涙の跡あとが残るその顔で。

「私は、あまり我が慢まん強く、強い女では無かったらしい。私はめぐみんの事も好きなのに。……お前をとられてしまうのが、辛つらいし、怖こわい」

　大切な何かを失う事を恐おそれている、まるで怯おびえる少女の顔で。




「……なあカズマ。……私じゃ……ダメか……？」




　返事を聞くのを怖がるように、恐る恐る言ってきた。

　ああ、ヤバイ。

　嬉しい。

　ダクネスに、好きだと言って貰えるのが凄く嬉しい。

　……こんなにも、嬉しいのに。

　ヤバイぐらいに胸が痛い。

「ダクネス……。その……」

　胸が苦しい。

　本気で苦しい。

「ダクネス、俺もお前が嫌きらいじゃない。と言うか、俺の今までの人生振ふり返ってみて、お前みたいな綺き麗れいな年上の人に好かれるなんて、まずなかった」

　苦しい。

　言ってて苦しい。

　畜ちく生しよう、なんでこの世はエロゲーみたいな世界じゃないんだ。

　俺は胸の痛みに泣きそうになりながら、泣いた後の顔でジッとこちらを見上げているダクネスを、至近距きよ離りで真っ直ぐ見み詰つめ。

「……俺はさ、もとの国じゃ、色恋沙ざ汰たなんて全く縁えんがなくってさ。まあ、ずっと思ってたよ。このまま一生誰とも付き合うことなく終わるんだろうなあ……って。女の子とロクに会話もせずに、一生を終えるんだろうなあ……って。そんな俺がお前に好きだと言われてる。嬉しくないわけがない」

　俺の言いたい事、俺の真意を読み取ろうと、ダクネスが不安そうな顔でジッと俺を見ていた。

　……胸が苦しくて、泣き出しそうだ。

　ラノベみたいに、ゲームみたいに。

　ハーレム系の漫まん画がみたいに。

「……でも。……ごめん。俺は、既すでに誰だれかが気になってる状態で、別の誰かに告られたぐらいで臆おく面めんもなく好きだとか言えないし、二ふた股また掛かけられるほど経験に長たけてるわけでもなきゃ、そこまでのクズでもない。俺は、お前とは付き合えない」

　異世界なんだから、一夫多妻制とかになればいいのに。

　都合良く、誰かを選ぶ事なく丸く収まってくれればいいのに。

　そんな俺の想おもいも虚むなしく。

　ダクネスは、スッと目を閉じ顔を伏ふせた──




　──お互たがい無言のまま、一体どれだけの時間が過ぎたのだろう。

　やがてダクネスがポツリと呟つぶやく。

「……ありがとう、真しん剣けんに答えてくれて。……困らせて、悪かったな」

　ダクネスは、そう言いながら。

　そのままベッドの上に身を起こし、何か吹ふっ切れた様に笑えみを浮うかべた。

　それは、いつもの自信に満ちたダクネスの笑み。

　穏おだやかさを兼かね備え、それでいて芯しんの強さも秘ひめた笑み。

　吹っ切れた様なダクネスは、スッと両手で、顔の前に掛かかっていた髪かみを払はらうと、そのまま立ち上がり、清すが々すがしそうな顔で腕うでを組んだ。

　そして、自信と慈じ愛あいに満ちた顔でもう一度笑い掛けてくると。

　俺にクルリと背を向けて、堂々とした背中を見せた。

「……ではな、カズマ。また明日あした。……やはり私はお前が好きだ。いくらでも上う手まい誤ご魔ま化かし様はあるのに、こうしてちゃんと私の心にケリを付けてくれた、お前の事が……」

　言いながら、ダクネスがそのまま部屋から……。

　おい、ちょ！

「待っ……！」

　ジャラリと鳴る鎖くさりの音。

　場の雰ふん囲い気きで熱くなっていたせいか、お互いが繫つながれている事をすっかり忘れ、格好良い締しめのセリフを言いながら退出しようとしたダクネスは。

「ハブッ!?」

　俺の左手に繫がれた鎖に、思い切り右手を引っ張られ。

　寝ねていた俺の上体を引っ張りながら、繫がった右手を軸じくに半回転し、ベッドの縁ふちに顔面から突つっ込んだ。

　…………。

　ダクネスは、痛かったのか、そうじゃないのか。

　顔面からベッドの縁に突っ込んだまま動かない。

「……お、おい、大だい丈じよう夫ぶか……」

　その言葉にダクネスは、顔を俯うつむかせて俺に顔を見せないで、そのまま絨じゆう毯たんの上に三角座りした。

　そして、そのまま顔を膝ひざに埋うずめる。

　見れば、微かすかに肩かたが震ふるえている。

　そして、僅わずかに覗のぞく耳の部分が恥はずかしさのためか、真っ赤に染まり……。




「……………………ぶふっ！」

「ッ!?」




　俺が思わず噴ふき出してしまったのは、これはもう仕方ないんじゃないだろうか。
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「ぶっ殺してやるっ！　そして、お前を殺して私も死ぬ！」

「そして朝になったら、二人仲良くアクアに蘇そ生せいされるんですね、分かります！　笑ったのは悪かった！　でも仕方ないだろうが、お前も悪い！　緊きん張ちようした後にあんな事されたら笑わないわけねーだろ！」

　こんな深夜に現在チェーンデスマッチ中。

「私はあれで本気だったのだ！　女が勇気を出して告白し、その後どんな失敗をしたとしても、それを笑う行こう為いは殺されたっておかしくはない！　……ああ、そうだ……。コイツは、この男はこういうやつだった……っ！　おい、せめて一発殴なぐらせろ！」




　理り不ふ尽じん！




「お前、だってだって……！　あんな真ま面じ目めな顔して立ち去ろうとしておいて……！　ふっ……、ぶはっ……！」

「ぶっ殺してやる！」

　先ほどの状じよう況きようを思い出し、再び笑ってしまった俺にダクネスが摑つかみかかってくる。

「わ、悪かった！　分かった、分かったよ！　俺が悪かった、確かにあそこで笑ったのは悪かった！　一発な！　一発殴らせてやるからそれで許してくれ！」

　俺の言葉にダクネスが、振り上げていた拳こぶしをスッと下ろし。

「……分かった。なら、その場に立って目を閉じろ」

　ハアハアと荒あらい息で、俺を睨にらみつけながら言ってきた。

　怖こわいんですけど。

　超ちよう怖いんですけど！

　畜ちく生しよう、怪かい力りきのダクネスのパンチでも、一発ぐらい耐たえられるだろう！

　耐えられる……！

　耐えられる、はず……！

「いくぞ。覚かく悟ごはいいな？」

　絨毯の上に立ち、目を閉じた俺の前にダクネスが身構えた。

　俺は覚悟を決めて。

「ど、どんと来い！」

　そう言った、目を閉じたままの俺の顔に何かが触ふれた。

　触れられた瞬しゆん間かんにビクリと身を竦すくませるが、それは俺の頰ほおを撫なでるダクネスの手。

　それに気が付いたその瞬間、俺の唇くちびるに柔やわらかい物が押し付けられた。

「……!?」

　キスなんてした事もなかった俺だが、押し付けられたそれが何なのかは、目を閉じていてもなぜだか一発で分かってしまった。

　目を開けると、怒おこった様な表情ながら、その顔を耳まで赤く染めたダクネスが、左手で俺の頰を撫でている。

　そして、俺からそっと離はなされるダクネスの唇の隙すき間まから、チロッと舌先が見え、俺の唇と触れ合った部分をペロッと舐なめた。

「おっ……、お前……っ！」

　何かを抗こう議ぎするべきなのだろうが、何をどう言えばいいのか。

　俺が言葉に詰つまっていると、ダクネスが鎖に繫がれた右手を引き、俺の左手を引き寄せる。

　そのまま俺の手首を摑むと、俺の耳元に口を寄せ。

「……先ほどまでは大人しく諦あきらめるつもりだったが、もう止やめだ。私はお前やめぐみんより年上であり、しかも貴族の身。明日からはちゃんと分をわきまえるし距離も置く。だが、最後に……」

　そんなゾクゾクする事を囁ささやくと、俺の手首を摑んだまま、ベッドに倒たおれ込むように押し倒してきた！

「おい、ど、どうしたダクネス！　待て！　マズイ、この流れはマズイって！　何がマズイって凄すごくマズイ！」

　ベッドの上に押し倒され、そのままダクネスにのしかかられながら、俺はこの状況をどうしたらいいかを考えた。

　そんな俺にダクネスが、頰を染めながら荒い息で言ってくる。

「お前はいつも言っていたではないか、私の事を痴ち女じよネスだのエロネスだの、人を散々エロいエロいと……！　ああ、私はエロい！　もう開き直ってやる！　今夜はお前を寝かせない。朝まで散々嬲なぶってやる！」

「よし分かった落ち着け。こ、こんな流れでお互い初めてを失っちゃうってのはあんまりにもあんまりだと思うんだ、まあ落ち着……けっ!?」

　言いながら起き上がろうとした俺の、左手を。

　ダクネスがしっかりと右手で摑み、そのまま体重を掛けるようにベッドの枕まくら元もとへと押さえつけた。

　当然俺は、上体が完全にベッドに横たわる体勢となる。

　ダクネスは、そのまま俺の左手を枕元に押さえつけたまま、俺の腰こしの上へとマウントを取るように跨またがってきた。

　これはイケナイ。

　この体勢は本格的にイケナイ。

「おい待てダクネス、本気で落ち着け！　止めろって、マズイマズ……！」

　尚なおも説得しようとする俺の顔のすぐ右脇わきに、ハアハアと上気した荒い息を吐はきながら、ダクネスが左手を添そえて撫でてくる。

「いつか、私の実家でお前に押し倒された事があったが……。今夜は立場が逆になったな……！」

　これはイケナイ、本当に。

　何がイケナイかと言えば、具体的にはアレがああなる。

「……？　……あっ」

　腰の上に跨がっていたため、それに気が付いたのだろう。

　ダクネスが、恥はずかしそうに小さな声で呟つぶやいた。

　だが、アレがああなった後だというのにダクネスはその場から降りようとしない。

　ダメだ、流されるな、こんなエロゲーみたいな展開に流されるな！

　冷静になれ佐藤和真、お前はめぐみんを裏切るのか？

　昨日だぞ！

　俺とめぐみんが、仲間以上恋こい人びと未満の関係になったのは昨日の事だ！

　このまま流れに身を任せれば、健けな気げに尽つくしてくれためぐみんの気持ちを裏切る事に……！

　そうだ、いかにダクネスに無理やり襲おそわれ、抵てい抗こうが出来なかったという大義名分があるとはいえ……！

　ダクネスが、若じやつ干かん恥ずかしそうにしながらも、俺の頰ほおに左手を付けてそっと撫なでながら顔を寄せる。

「や、止やめろお！　こんな事は止めろダクネス！　くそ、なんて事だ……！　最弱職の俺の筋力では、上級職のお前には力負けしてしまう……っ！」

　俺は必死にダクネスに呼び掛かけながら、空いた右手で……！

　……空いた右手？

「おいダクネス、右手！　俺の右手が空いてる！　お前の空いた左手で、俺の右手を摑つかんでおかないと俺に抵抗されるだろうが！　俺はドレインタッチなんて厄やつ介かいなスキルを持ってるんだ、気を付けろ！」

「えっ？　あっ……！」

　俺のそんな指し摘てきに、ダクネスがハッとしたように慌あわてて俺の右手首を押さえてきた。

　なんて事だ、これで俺は両手の自由を奪うばわれてしまった。

　クソッ、俺にはめぐみんがいるのに、ここでむざむざと好き放題されてしまうわけには……！

　俺が必死になってダクネスの下でもがいていると。

「……おい、どうしたダクネス。なぜ止まる？」

「……えっ？　い、いや、お前を押さえつけるのに両手が塞ふさがってしまったから、これからどうしようかと……」

　俺の両手首を摑んで押さえ込んだ状態で、ダクネスがそんなくだらない事を言ってくる。

「バカ、お前の口は何のために付いてるんだ！　既すでに俺の上半身は裸はだかなんだぞ、その口でやりたい放題出来る状じよう況きようじゃないのか!?」

「あっ！　そ、そうか……」

　ダクネスが、狼狽うろたえながらも俺の首筋に向けてその舌先を……！

　……と、こんな段階になって怖おじ気けづいたのか、舌先が触ふれるか触れないかのところで、逡しゆん巡じゆんするかのように戸と惑まどうダクネス。

　そんなダクネスに、俺は悲痛な声を上げた。

「クソッ、そんな、じらしプレイだなんて流石さすがエロネス、だが俺は屈くつしない！　でも、躊ちゆう躇ちよしてないで早くやってください！」

「あっ、ああ！　では、い、いくぞ……！」

　ダクネスが、言いながらその舌先を……！

「あっ、ちょっと待って！　何かもう下がパンパンに！　先にちょっとだけベルトの方を緩ゆるめてくれ！　いいか、ちゃんと『口では嫌いやだと言っていても、体は正直じゃないか……！』とか言いながらベルトを緩めるんだぞ！」

「あっ、ああ、分かった……！　口では嫌だと言っていても、体は正直じゃないか……！」

　言いながら、ダクネスが俺の手首から両手を離はなしてベルトに手を……！

「バカ、両手を離すやつがあるか！　ちゃんと俺が抵抗出来ない様に摑つかまえておけ！」

「あっ！　す、すまないっ！」

　俺の鋭するどい叱しつ咤たに、ダクネスが反射的に謝った。

「こう、残念だが俺の上からちょっと降りて貰もらってだな、寝ねている俺に対して横側からのしかかるように……。そうそう、それで、お前の右みぎ腕うでの二の腕の辺りで俺の左手首を、そして、そのまま更さらに右手を伸のばして俺の右手首を摑む。……そうそう、そうすればお前の左手が空くだろ？　ああ、そのまま俺が起き上がれないように、お前の巨きよ乳にゆうを俺の腹とか胸に押し付けながらだな……！」

「こ、こうか……！　よ、よし、空いた左手でベルトを……！」

　俺の悲痛な声での指示により、ダクネスが抵抗もできない無力で哀あわれな俺のベルトを……！

「いだだだだだだ！　締しめてどうする！　外すんだよ！　ベルトを外すんだ！　そして、『ふふっ……、随ずい分ぶんと苦しそうじゃないか……！』とか言いながら、少しずつベルトを外すんだぞ！」

「は、はいっ！　ぶ、不器用ですまない……っ！　ふ……、ふふっ、随分と苦しそうじゃないか……！　ここは既すでに、嫌だなんて言ってはいないな……！」

「いいぞ、ナイスアドリブだ！」

　抵抗できない俺に対してダクネスが、左手でベルトをゴソゴソと……。

「あ、あれっ？　あれっ？」

「おい、早くしろよ！　頑がん張ばれ！　もっと頑張れよ！　後、ベルトを外す際は、口が空いてるんだからな、ちゃんと空いた口で無抵抗な俺の裸ら体たいに対して、どうする事が出来るかをよく考え……！」

　と、その時突とつ然ぜん、バンとドアが開けられた。

　開けられたドアの前に立っていたのは、不ふ機き嫌げんそうな表情のめぐみんと、グッタリと疲つかれた顔のアクアの姿。

　それを見て、俺はすかさず悲鳴を上げた。




「助けてえ！　この女に犯おかされる！」

「ああっ!?」
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　アクアが手にした鍵かぎを使い、カチャカチャと手て枷かせを外していく。

　アクアが、全すべての闇やみを見通すと自じ称しようする、夜でも昼間の様に見えるという、暗視で見つけた枷の鍵。

　わざわざそんなアクアを叩たたき起こしためぐみんは……。

　先ほどカードゲーム勝負で手にした、アクアになんでも言う事をきかせる権で、ダクネスが庭に捨てたという枷の鍵を探させていたらしい。

　なぜそんな事をしたかと言うと……。

「全く、こんな夜中に近きん所じよ迷めい惑わくな……！　二人共、仲良くと言ったんですよ！　誰だれが夜中に騒さわいで喧けん嘩かしろと言いましたか！」

　そんなめぐみんの説教を聞きながら。

　ダクネスは、部屋の絨じゆう毯たんの上に正座していた。

「……す、すまない……」

　仁に王おう立ちで腕組みしているめぐみんに、ダクネスが正座したまま頭を下げた。

「私、もう眠ねむいんですけど。鍵探すの頑張ったし、もう寝たいんですけど」

　眠そうに言うアクアに向けて、めぐみんがご苦労様ですと告げてやると、アクアはそのままフラフラと部屋を出て行った。

　枷を外された俺はと言えば、ベッドの縁ふちに腰こし掛かけて、足をブラブラさせてめぐみんの説教を聞いていた。

　めぐみんに頭を下げるダクネスに。

「まったく、とんだ女だよお前は。寝ている俺の体に欲情していたずらしたばかりか、激しく抵抗する俺にあんな事を……！」

「あっ！　き、貴様というやつは……！」

　俺がそんな事を言うと、ダクネスが正座したままこちらを睨にらんだ。

　……めぐみんも。

「…………」

　なんだか、全て分かっているとでもいう様なめぐみんの視線に堪たえかねて、俺はベッドから降り、ダクネスの隣となりに自ら正座した。

「……俺も何となく正座しときますね」

「良い心がけだと思います」

　めぐみんのそんな返事に、ダクネスが俺を横目で見ながらざまあみろとばかりにほくそ笑えむ。

　……このやろう。

　そんな俺とダクネスを見て、めぐみんがため息を吐ついた。

「まったく。一晩一いつ緒しよにいればお互たがい少しは素す直なおになるかと思ったのに……。……ダクネスは、ちゃんと言いたい事を伝えられたんですか？」

「「!?」」

　めぐみんの言葉に、俺とダクネスは二人揃そろってギョッとする。

　こいつはどこまで見み越こしてるんだろう。

　紅こう魔ま族ぞくの知力侮あなどり難がたし。

　本当に、こいつはなぜ普ふ段だんからこの知力の高さを活いかしてくれないんだろうか。

「そ……その……。めぐみん、すまない……」

　ダクネスが、正座したままシュンとなる。

　そんなダクネスに対し、めぐみんが、

「何を謝るんですか？　私がどうこう言える問題ではありませんよ。自分の気持ちは大切にすべきです。まだカズマとちゃんとした恋こい人びとになったわけではありませんし、この落ち着きのない男が誰だれを選ぼうが私がとやかくは言えませんよ。ダクネスは自分の想おもいを伝えられましたか？」

　そんな大人な意見を言いながら、ダクネスに優やさしく微笑ほほえみ掛けた。

　そんなめぐみんに、シュンとしていたダクネスが、両手の拳こぶしをギュッと握にぎったまま正座した膝ひざに置き、めぐみんを見上げてコクコク頷うなずく。

　それを見て、めぐみんは一層嬉うれしそうに微笑んだ。

　その姿は、俺には何だか、一人で何かをやり遂とげて、それを母親に報告する子供と、それを優しく見守る母親を思わせた。

　めぐみんの方が年下なのに。

　なんだろう、そんなめぐみんを見ていると、少しだけ胸が苦しくなる。

　アレか。

　これは、少しは妬やいて欲しいとか、そんな感情なのだろうか。

　俺が誰を選ぼうがとやかく言えないって言葉が地味に痛かったのかもしれない。

　俺は自分でも、なんて面めん倒ど臭くさいヤツだと思う。

　そんな複雑な心境の俺に、めぐみんが、そんな俺の気持ちも全すべて分かってるとでもいう様に笑い掛かけてきた。

「甲か斐い性しようの見せどころですね。愛あい想そ尽つかされない様に。たまには、派手にモンスター退治する格好良いところも見せてくださいね」

　そんなめぐみんの言葉に、ダクネスが追従するようにコクコクと頷く。

　そういやダクネスは、昔は、働かないダメな男が良いとか言っていたクセに。

　それが今回の徴ちよう税ぜい騒そう動どうといい、一体どんな心変わりだ。

　俺は苦く笑しようしながら二人に言った。

「しょうがねえなあ……」

　そんな俺の言葉に、ダクネスとめぐみんが嬉しげに笑い。

　やがて……。

「そう言えば。一応聞いてはおきますが、どうせ何も無かったんですよね？」

　めぐみんが、ちょっとだけソワソワしながらそんな事を聞いてくる。

　……あれっ、ちょっとは妬いてくれてたりするんだろうか。

　そんなめぐみんに、

「ああ、この男は激しい抵てい抗こうを見せて私に何もさせなかった」

　ダクネスは、しれっとそんな事を言いながら、俺に対してイタズラっぽい視線を投げ掛かけてきた。

　なんだろう、何だか手玉に取られているみたいだ。

　それを聞き、どこかホッとした様なめぐみんと、ちょっと勝ち誇ほこった様にチラチラこちらを見てくるダクネス。

　そんな二人になんとなく。




「……そういや、さっき目を閉じてる時にダクネスに不意打ちでされたアレって、俺、ファーストなんたらってヤツでした」

「「!?」」




　めぐみんの顔が引きつり、ダクネスがバッと顔を伏ふせた。







[image: 第四章　この孤児院に愛の手を！]
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　翌朝。

　昨夜はあんな事があったせいか、あれから悶もん々もんとして結局朝まで寝ね付つけなかった。

「お、おはようカズマ……。今朝は早いな……」

　腹が減ったので広間で早めの朝食を摂とっていた俺に、同じく寝不足そうな顔のダクネスがおずおずと挨あい拶さつしてきた。

「早いんじゃない、お前のせいであれから眠ねむれなかったんだよ。めぐみんといいお前といい、なんでお前らは思春期の男の子を挑ちよう発はつしといておあずけすんの？　お前らは本当に俺が好きなの？　ひょっとして俺を悶々とさせて苦しめたいの？」

「そ、そんな事は……！　い、いや、それはもういい。昨夜は悪かった、私もちょっとどうかしていた。年下のめぐみんにあんな風に気を遣つかわせるなどと……。これでは貴族失格だな……。どうかあの事は忘れてほしい……」

　そう言って、何かを後こう悔かいするかの様に俯うつむくダクネス。

「忘れられるわけないだろ、年上の貴族令れい嬢じように手て錠じようで拘こう束そくされた挙げ句、半はん裸らに剝むかれてファーストキスを強ごう奪だつされたんだぞ。こんな体験そうそうあるかよ」

「そっちじゃない！　いや、その事ももちろん忘れてほしいのだが！」

　顔を赤くしたダクネスが、バンバンとテーブルを叩たたいていると、珍めずらしく早起きしていたアクアが言った。

「朝っぱらから何を興奮しているの？　この男と一晩一いつ緒しよにいたから興奮してるの？　ダメよダクネス、血迷っちゃ。アレな趣しゆ味みを持ってるのは仕方ないけど、もっと自分を大事にしなさい」

「おっとアクア、また随ずい分ぶんだな。でも俺は知ってるんだぞ、今の俺みたいな状じよう況きようのやつがこれからどうなるのかを。俺はこのままめぐみんとダクネスにどっちを選ぶのと取り合いされ、イチャコラしながら暮らすんだ。それで、一人仲間外れになったお前が、何だか突とつ然ぜん寂さびしくなり、やがて自分の本当の気持ちに気付くんだよ」

　朝食のパンを頰ほお張ばりながら、ふんふんと俺の話を聞いていたアクアが言った。

「もっと早めにこのクソニートを更こう生せいさせれば良かったって？」

「違ちがう！　今まではただの同居人だと思っていた俺に対しての、内に秘ひめていた淡あわい想いに気付くんだ。でもごめんなアクア。俺お前の事だけは、どうしても異性として見られないんだ。ゼル帝ていとかちょむすけに抱いだく様な、そんな気持ちしか持てないんだよ」

「あんたちょっと待ちなさいよ、なんで私が勝手に振ふられた感じになってるのよ」

　朝っぱらから馬ば鹿かな事を言い合っていた俺達に、いつもの女教師みたいな私服姿のダクネスが言ってきた。

「二人とも、今日は帰りが遅おそくなる。私の分の食事はいいから、皆みんなで先に食べていてくれ。今夜は実家に泊とまるから……」

　どことなくぎこちない態度のダクネスは、そう告げると出て行った。

　……何だろう、この空気。

　あいつひょっとして、昨夜の事を気にしてるのか？

　いや、俺が振った形になったわけだし、気にしない方がおかしいとは思うのだが……。

　……そうだ、俺はキスをしたわけだ。

　今までみたいな、布ふ団とんの中でくっついていたり、手を握りあったりとかそんなんじゃなく、とうとう異性とキスしたわけだ。

　いや、まだ中学生の恋れん愛あいみたいな感じだな。

　しかし、これで俺もそんじょそこらの童どう貞ていとは一線を画したわけだ。

「カズマったらどうしたの？　いつにも増して締しまらない顔して」

　アクアが気味の悪いものでも見るような目で失礼な事を口走る。

「お前は相変わらず節穴な目をしているのな。ちゃんとよく見ろ、これがモテる男の顔ってやつだ」

「後頭部の寝ね癖ぐせが素す敵てきですねカズマさん」

　と、そういえば。

「暇ひまなら冒ぼう険けん者ギルドに行かないか？　どうせやる事もないんだろ？」

　無む性しように冒険者ギルドに行きたい。

　そして、誰だれと、とは言わないが、キスを済ませて大人になった事を自じ慢まんするのだ。

「人を暇人みたく言わないでちょうだい。今日はゼル帝を連れて街の外にモンスターを倒たおしに行くの。幼いうちからモンスターを倒させて、経験値を稼かせがせるのよ。今から英才教育を施ほどこしておけば、来年あたりには魔ま王おう城も一口でパクリね」

「お前とひよこがカエルにパクリといかれる未来しか見えないんだが。ていうかめぐみんはどこ行ったんだ？」

「めぐみんなら、朝早くからどこかに行ったわよ。何でも、ゆんゆんに女としての勝利宣言をしてくるって言ってたわ」

　あいつ、俺と似た様な事やってんのか。

　勝利宣言って言っても、俺とあいつはまだ恋こい人びと未満じゃなかったのか？

　しかも、アクアやダクネスには内ない緒しよでゆんゆんは別にいいのか。

　と、俺の意見にしばらく悩なやんでいたアクアは、手の上のゼル帝を自らの目の高さまで掲かかげて目線を合わせ。

「そうだわ、こんな時こそ冒ぼう険けん者ギルドよ。ねえカズマ、やっぱり私も一緒に行くわ。暇そうな人を捕つかまえて、ゼル帝のレベル上げを手伝ってもらうの」

「ひよこのレベル上げに付き合ってくれる奇き特とくなやつがいるとも思えないんだが……。まあいい、それじゃあ冒険者ギルドに行くか！」
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　俺達が冒険者ギルドに入ると、そこは先日に比べて中の空気が一変していた。

「カエルの討とう伐ばつクエスト、魔ま法ほう使つかい職があと一名空いてます！」

「こっちは前衛職が二人足りない！　金属鎧よろい限定で誰だれかいないか!?」

「森の近くでゴブリンの姿が目もく撃げきされたそうです！　報ほう酬しゆうのおいしいゴブリン、みんな大好きゴブリンですよ！　念のための初心者殺し対策として、通常より多めの人数を募ぼ集しゆうしてます！　お金に困っている方はふるってご参加ください！」

「カエルと戦えない人は、私達と一緒にダンジョンに潜もぐりませんか？　戦せん闘とうは避さけて宝箱探しをする方針です！　盗とう賊ぞく職の方は優ゆう遇ぐうします、報酬にも色を付けますよ！」

　いつもならギルドに併へい設せつされた酒場でくだを巻いているはずの冒険者達が、今日はいつになくやる気に満ち溢あふれていた。

　まるで先日、こめっこが焚たき付けた時の焼き直しの様な光景だ。

　俺は知り合いの冒険者を捕まえると。

「なあ、これって一体どうしたんだ？　なんで皆みんなこんなに働いてんの？　こんなのいつものお前らじゃないだろ」

　というか、こんなに皆に働かれると俺が堂々とサボれなくなる。

　テスト前に他ほかのやつらが真ま面じ目めに勉強しているのを見ると、なんだか焦あせってくるあの心理だ。

「なんだカズマか、どうしたもこうしたもあるかよ。ほら、昨日の税金だよ税金。ここにいる連中は、軒のき並なみ税務署の職員に捕まったからな。稼かせぎの半分持ってかれたせいで、皆財さい布ふがすっからかんなんだよ」

　鼻に傷のある冒険者がため息混じりに言ってくる。

　なるほど、冒険者とは基本金かね遣づかいが荒あらいものだ。

　ここにいる連中は、ここ近年の稼ぎですっかり宿暮らしなどの贅ぜい沢たくを覚え、今いま更さら生活水準を落とせなくなってしまったのだろう。

　ギルド内の冒険者達は皆バタバタと、おいしい仕事がないか必死に依い頼らいを探していた。

　この分であれば、ダクネスや冒険者ギルド職員が危き惧ぐしていた、街周辺のモンスターの増ぞう殖しよく問題も早々に解決されそうだ。

「カズマさんカズマさん、この分だとゼル帝のレベル上げを手伝ってくれる人いるのかしら。皆とっても忙いそがしそうなんですけど」

「それは金額次し第だいだと思うけど。っていうか、お前金持ってんのか？」

　アクアは俺にゼル帝を預けると、自らの財布を取り出し……。

「アクシズ教会に持って行くと、私が無料で懺ざん悔げを聞いてあげるチケットがあるんだけど、これで請うけてくれる人いないかしら」

「その場で破かれると思うから止やめておけ。皆、金がなくてピリピリしてるからな」

　しかし、これは困った。

　暇を持て余している遊び友達連中に、ここ最近のリア充じゆうぶりを自じ慢まんしたかったのだが……。




　と、その時だった。




「あっ、カズマだ！　おい、税務署の連中から話は聞いたぞ！　この急な税金徴ちよう収しゆうはララティーナが考えたんだってな！」

　ギルドの入り口で立ち尽つくしていた俺達に、突とつ然ぜんそんな声をかけてきたのは俺の馴な染じみの冒険者。

　おそらくはこいつも昨日捕まったのだろう、税金を毟むしられた怒いかりを隠かくそうともせず、俺に文句を言ってきた。

「おいおい、俺とアクアもダクネスに追い回されたんだ。それに文句を言うのは筋すじ違ちがいだろ？　なんか本人いわく、働かなくなった冒険者にやる気を出させるため、後は切せつ迫ぱくしたこの国の財政改善のためらしいぞ」

　そんな俺の言葉に不満を隠すこともなく。

「確かにここ最近はちっとも働かなかったけどよ。でも、塩しお漬づけクエストだって片付けたんだし……」

　そんな言葉に同調する様に、付近の冒険者達が不満をこぼす。

「大体、財政改善のためって言ったって、俺達から毟った税金を一体何に使ってるんだよ？　俺、知ってるんだぜ。ララティーナがここ最近、小さな男の子を連れて何かを教えてるって噂うわさを聞いたんだ」

　と、突然とんでもない爆ばく弾だん発言をした男に向けて、

「ダクネスったら、今度はショタコン属性までつけようっていうの!?　あの子ったら一体どれだけ貪どん欲よくなのよ！」

　いや、さすがのあいつも子供に手を出すっていう、越こえちゃいけない一線だけは守るだろ……多分……。

　それに、昨夜俺に見せてくれた、あいつのひたむきさはどうだ。

　断った俺ですらちょっと泣きそうになったのに、あれで陰かげではショタっ子を相手にイタズラしてたとか言われたら、さすがの俺もエリス様の下もとへと行きかねない。

　と、憤いきどおっていたアクアが突然辺りを見回すと。

「ねえカズマ、これはいい機会だと思うの。見なさいな、この冒険者ギルドにいる人達の欲よくにまみれて濁にごった瞳ひとみを」

　そう言って、辺りの冒険者達に憐あわれむ様な目を向けた。

「おいアクアさん、こないだアイスを買おうとして、溝みぞになけなしの百エリスを落として泣いてたあんたには言われたくないぞ」

「お黙だまりなさいなそこの無礼者。根も葉もない悪評を広める気なら、朝起きるとシーツがしっとりしてる罰ばつを与あたえるわよ。……そんなことより」

　静まり返った冒険者達に、アクアが言った。

「ここんとこ、ダクネスの様子がおかしいの。保護者たる私としては、あの子の悩みを解決する必要があるわ」

　アクアは胸に抱いだいていたゼル帝を、誇ほこらしげに両手で掲げると。

「普ふ段だんあの子が何してるのか、前から気にはなっていたのよね。ねえ皆、ダクネスが普段何をしてるのか、気にならない？」




　──アクセルの街の外れにある小さな孤こ児じ院いん。

　そこは、エリス教会の人間が食事を持ってきたり、裕ゆう福ふくな街の人達が、余った身の回りの品々を持ち寄ったりする、そんな場所。

　俺やアクアを始めとした冒険者達が、今、そんな孤児院の前にやってきていた。

「ねえおじさん、本当にこんなところにダクネスがいるの？」

「ああ、間ま違ちがいないよアクアさん。ララティーナが、ここでエロイ服装して子供達を見てニヤニヤしてる姿を皆が見てる。俺は噓うそなんかついちゃいないさ」

　子供を見てニヤニヤというのはよくわからんが、エロい格好というのがあまりにも説得力が有りすぎる。

　意を決した俺が、孤児院のドアを叩たたこうとした、その時だった。




『ララティーナ様、こんなのダメだよ……。僕達にはまだ、こんなの早いよ……』




　ドアの向こうから、そんな幼げな子供の声が聞こえてきた。
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　声を聞いた限りではまだ変声期前の少年の声。

　その少年の声には、申しわけない想おもいがいっぱいに込められていた。

『何を言うのだ、早いに越こした事はない。それに、どうせ大人になれば遅おそかれ早かれ知る事なのだ。ほら、遠えん慮りよはいらない……』

『で、でも、ララティーナ様……』

　おいおい。

　何かの間違いかと思ったが、これは紛まぎれもなくダクネスの声。

　動どう揺ようする自分を抑おさえ、孤児院のドアに張り付き耳を当てると、他ほかの男性冒険者達も鈴すずなりにドアに耳を当て群がった。

　いや、訂てい正せいしよう。

　若じやつ干かん名めいの女冒険者まで興味津しん々しんでドアに耳を当てている。

『ふふっ、口ではそんな事を言いつつも、本当はコレが気になるんだろう？　遠慮なく触さわってみるといい』

　おいおいおいおい！

　何だか、昨夜俺を押さえつけている時に言っていたのと似た様な事言ってる！

　くそっ、なぜこの世には盗とう撮さつなんてスキルがないのだろう、中の様子が凄すごく知りたい！

　……いや待て、諦あきらめるのはまだ早い。

　千里眼なんてスキルがあるのだ、世間には透とう視しスキルなんてものがあるかもしれない。

　今度誰だれかに聞いてみよう。

　ゴクリという唾つばの音は、一体誰の喉のどが鳴ったのか。

　それはもしかしたら俺だったのかもしれない。

『ほら、触さわってみるといい。これはもうお前のものだ』

『ぼ、僕の……』

　ダクネスのその言葉に、少年の遠えん慮りよがちな声に背徳的な響ひびきがこもる。

　あいつ、何がお前のものだ、だ。

　昨日は俺の事がどうたら言っていたクセに！

　……ひょっとして、俺に振ふられたから自じ暴ぼう自じ棄きになっているのか？

　なんだろう、この胸のチクチクは。

　これはもしや、どこの誰とも知らない、しかも年下の子供にダクネスを取られた事による、ひょっとして嫉しつ妬とってやつなのだろうか。

　いや、親しい女友達に彼氏が出来れば、誰だってこんな気持ちになるのではないか？

　そう、たとえ自分が付き合わないとしても……。

『どうだ、触ってみた感想は……』

『思ったよりも硬かたいです。それに、すべすべで滑なめらかで……』

　少年の言葉を聞いて、今どんな状じよう況きようかが分かってきた。

　というか、どこを触らせているのかが分かってきた。

　すべすべで滑らかで、思ったよりも硬いといえば……。

『触るだけじゃなく、匂においも嗅かいでみたらどうだ？』

　おっと、それは俺もまだ嗅いだ事がないな。

　何だろうこの謎の興奮は。

　ひょっとして、これが寝ね取られ？

　俺にそんな属性はなかったはずだが……。

「ねえ皆みんな、開けないの？　私はここに立ってるのも嫌いやだし中に入っちゃうわね？」

　そう言って、空気を読まないアクアが孤こ児じ院いんのドアを無造作に、

「ちょっ、お前！　待っ……！」

　俺が慌あわてて止めるも間に合わず、ドアが開けられたその先には……。

「どうだ、出来たての本というのは独特のいい匂いがするだろう。私はこのインクの匂いが好きなんだ」

「僕もこの匂い、嫌きらいじゃないです、ララティーナ様……」

　開けられたドアの向こうでは、どこかで見たような懐なつかしい光景……。

　そう、まるで学校の教室の中の様な場所で、ダクネスから本を手て渡わたされた少年が、幸せそうに匂いを嗅いでいた。




　──俺を始めとした冒ぼう険けん者達が呆ぼう然ぜんと立ちつくす中、少年に教科書と思われるものを手渡していたダクネスが、こちらを見て固まった。

「お、お前達、どうしてここへ……」

　それはこっちのセリフだと言いたい。

　いや、というか何なのだろうこの状況は。

　俺の目には、貧しい孤児院の子供達に、スーツ姿の女教師が教科書を配っているようにしか見えないのだが。

「ねえダクネス、これって一体何してるの？　なんか学校みたいに見えるんですけど」

　相変わらず空気が読めていないアクアの言葉に、

「あ、ああそうだ。以前カズマも話していたが、ある国では学校や学舎という、子供達が無む償しようで勉強を教えてもらえる施し設せつがあると聞く。そこで、アクセルの街では以前から、こうして試験的に家庭教師を雇やとえない子供を対象に知識を学ばせているのだが……」

　そんな説明を聞く俺達の視線の先では、子供達が冒険者の姿を見て目をキラキラと輝かがやかせている。

　こういった子供達にとって、モンスターと戦う冒険者というのは憧あこがれの対象なのかもしれない。

　先日はこめっこの憧れの眼まな差ざしに鼻の下を伸のばしていた男達が、今もまた、皆みなだらしなく頰ほおを緩ゆるめていた。

「じゃあダクネスってひょっとして、ずっと昔からこんな事をやっていたのか？」

　というかタイトスカートやワイシャツが、まさに女教師という感じで似合っている。

　……いや、見ようによってはとても教育に悪いとも言えるのだが。

「そうだな。まあ、昔からといえば昔からだ。ちなみに普ふ段だん私が愛用しているこの服も、ある国から伝わった女教師の制服らしくてな。まずは形から入っているのだが……」

　おっと、まさかの同郷人の仕し業わざでしたか。

「前々から、子供達へのこの教育システムを父が聞いていたからな。この街での試験的な政策として、ダスティネス家の自費により、執とり行っていたのだ」

　そういえばダクネスの家の父ちゃんは、確か腕うで利ききの政治家みたいな事を言っていた。

　この国には紅こう魔ま族ぞくの里以外に学校がないと聞いていたが、この世界に来た日本人達から知識を吸収し、既すでに実じつ践せんしていたというわけか。

　俺がそんな風に感心していると。

「というか、私は正直言ってあまり教えるのが上う手まくないので、皆にこんなところを見られるのは恥はずかしいのだが……」

　ダクネスはそう言って、照れくさそうに居並ぶ冒険者達を見回し。

「ところで、皆はここに何しに来たんだ？」

　ここに何をしに来たって、それはお前……。

　……言えない。

　ダクネスが小さな男の子を金で買うため税金を掠かすめ取っているのではと、ゲスな考えを持って覗のぞきに来ただなんて、とても言えない。

　そう思ったのは俺だけではないのだろう。

　その場にいた冒険者達が、皆一いつ斉せいに目を逸そらすと、お前が何とかしろよとばかりに俺の隣となりにいた冒険者がそっと背中を突ついてきた。

「いやほら、先日税金騒そう動どうがあっただろ？　それで、俺達の税金がどんな風に使われているのかが気になって、こうして見学に来たってわけさ！　いや、俺達の稼かせいだ金が子供達のために使われると知って、また明日あしたから頑がん張ばろうって気持ちになってくるよ！　な？　お前ら、そうだろ？」

「そうだな、さすがだぜララティーナ！」

「ララティーナの名前は伊達だてじゃないな！」

「ララティーナ、格好良いいよ！」

「かわいいよララティーナ！」

「うるさい、ララティーナと呼ぶな！　引ひっ叩ぱたかれたいのか貴様らは！」

　赤くなって怒おこるダクネスの隣では、先ほど教科書の匂いを嗅いでいた少年が、大事そうに本を胸に抱だきながらも、申しわけなさそうな表情をしているのに気がついた。

　同じくそれに気付いたダクネスが、少年の前に屈かがみ込む。

「どうしたんだ。何も遠慮する事はないんだぞ？」

「で、でも、この孤児院のご飯や服やこの本も、冒険者の人達のお金で買ってるって聞いてるから……」

　…………。

　その少年の言葉を聞いて、その場の冒険者達がシンと静まり返った。

　そんな少年に、ダクネスが優やさし気な笑えみを浮うかべると、

「そうだな、彼らは日ひ頃ごろモンスターと戦い、お前達を守ってくれている。しかも稼いだお金の一部を、こうして親を失ったお前達に分け与あたえてくれている。だから、毎日彼らに感謝をし、この本も大切に使うんだ。……いいな？」

「……うん、わかった。おじさん、ありがとうございます！」

　そう言って笑う少年と、そして同じく、俺達にお礼を言ってくる孤児院の中の少年少女達の姿に、俺を含ふくめた冒険者達が、思わず涙なみだぐんで洟はなをすする。

　と、そんな子供達に。

「私はこの人達と話があるから、皆は教科書を読んで勉強しているといい」

　ダクネスはそう言って、俺達に向け外へ出るようにと合図をしてきた──
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「──皆には恥はずかしいところを見られたな」

　孤児院の外に出るなり、照れくさそうなダクネスがはにかみながら言ってくる。

「なあダクネス。この孤児院って、本当に俺達から巻き上げた金で成り立ってるのか？」

「巻き上げたとか人聞きの悪い事を言うな。冒険者から徴ちよう収しゆうした金は、冒険の最中に不具合になった者の老後の手当てや治ち療りようなどに充あてられる事になった。なにせ、今までは冒ぼう険けん者の先行きはとても不安だったからな。これで、年を取って冒険できなくなった者も、最低限食べていける程度の年金はもらえるぞ？」
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「そ、そうなのか。でも、さっきあの子供達は……」

　そう、あの子達は俺達冒険者のおかげだのなんだのと言っていた。

「基本はダスティネス家があの子達の養育費など払はらってはいるが、その、恥はずかしながら少しだけ資し金きん繰ぐりに困っていてな。先日、お前達から徴ちよう収しゆうした金で、一時的に補ほ塡てんさせてもらったから、その事を先ほど、な……。といっても誤解するなよ!?　ちゃんと返済するつもりだからな！　先日の塩しお漬づけクエストで怪け我が人が多数出たから、その治ち療りよう費に出費がかさんでな……」

　ヤバい、なにこれどうしよう。

　恥ずかしながらとか言ってるが、俺達の方がこいつの顔を見ていられない。

　ふと周りに視線をやれば、他ほかの連中も顔を赤くして俯うつむいていた。

「その……」

　そんな冒険者達に、ダクネスが。

「それで、お前達から集めた税金の使い道だが……。納なつ得とくのいくものだっただろうか……？」

　申しわけなさそうな顔でおずおずと尋たずねてきて……。

「俺達はほら、ララティーナが子供達に何かを教えてるみたいなことを聞いたからさ！　それがこんな風に俺達の金が使われてるって聞いたから、そりゃあなあ、お前ら！」

「そうそう、ララティーナの事だ、どうせまた、何か一人で大変な事を抱かかえ込んで頑がん張ばってるんじゃないかって思ってよ！」

「だよねだよね、そう思って心配してきてみたら、ララティーナちゃんはやっぱりこんなふうに無理してるし！　ね、ね！」

「俺達は冒険者仲間じゃねえか。お嬢じよう様さまだって関係ないぜ！　なんならガキどもの登下校の見回りぐらいはしてやるぞ？」

　なんて華か麗れいな手の平返しだ。

　俺が言うのもなんだけど、こいつらもここまでくるとすがすがし過ぎるだろ。

　そんな冒険者達に向け、

「いや、今のところは特に困ってなどいないさ。その気持ちだけで十分だ、ありがとう。ここの孤こ児じ院いんの子供ではない、普ふ通つうの家庭から通っている子供の通学も、奇き特とくな魔ま道どう具ぐ店のバイトが勝手に見守ってくれているからな」

　ダクネスが、そう言って無む邪じや気きな笑えみを浮うかべながら。

「それにしても……。お前達がそう言ってくれるだけで私はまた頑張れる。本当にありがとう。てっきり、先日の税金の事で恨うらまれているものだとばかり……」

「何言ってんだよララティーナ！」

「そうよララティーナ、水みず臭くさいじゃない！」

「俺達がお前を疑うわけねーだろララティーナ！」

「その、そう言ってくれるのは嬉うれしいが、いい加減ララティーナはやめて欲しいのだが……」

　恥ずかしそうに頰を搔かくララティーナを冒険者達が必死に誤ご魔ま化かそうとする中で、

「ちょっと、ここに来る前と言ってる事が違ちがうじゃないの？　ねえ、ダクネス聞いて！　カズマをはじめ、皆みんなここに来る前まではね……」

　相変わらず空気の読めないアクアが、大変な事を口走る前に近くの冒険者達に取り押さえられた。

「ちょっと何すんのよ！　やめて！　やめて！」

　取り押さえる冒険者達の手をバシバシ叩たたき、激しい抵てい抗こうを見せるアクア。

　俺はそんなアクアからダクネスの注意を逸そらそうと、

「っていうか、お前ただの変態貴族かと思ってたらこんな立派な事もやってたんだな。どうしていつもそんな風にちゃんとしていられないんだ。そうすれば行き遅おくれる事もなく、今いま頃ごろいいお母さんをやっていられたのに」

「お前は何を言っている、私は行き遅れているのではなく自ら結けつ婚こんするのを拒きよ否ひしているだけだ！　その気になれば、相手なら腐くさるほどいる！」

　激げつ昂こうするダクネスに、ある冒険者がポンと手を打つ。

「そういえばララティーナ、お前カズマとの間に子供が出来たんだってな！」

　その言葉を受けてダクネスが噴ふき出す中、

「そういえばそうだった！　おめでとうララティーナ」

「これからは変な一人遊びをするんじゃないぞララティーナ」

「でもよかったね、ララティーナちゃんが収まるところに収まって。意外と抜ぬけてるところがあるお嬢様だから、変なのに引っかかるかと心配したよー」

「俺は、嬉き々きとしてモンスターの巣穴に棲すみついたりしないかを心配したよ。何にせよ、これで安心だな」

「カズマもこれで将来安あん泰たいじゃねえか。貯金が尽つきても喰くっていけるな！」

　その場の皆が口々にそんな事を言って俺達を祝福する。

　だがその口元がにやけている事から、皆本気では言っていない。

　皆、昨日の件のちょっとした仕返しに、ここぞとばかりにダクネスをからかっているのだろう。

「お前達、昨日あれだけ説明したのにちっとも理解していないじゃないか！」

　からかわれている事にも気付かずに、ダクネスが顔を赤くして弁解する。

「分かってる分かってる、貴族にはあるんだろう色々と。認めたくないのも分かってる分かってる」

「いつか堂々と、カズマさんと幸せに結婚を報告出来る日が来るといいね！」

「分かってない、お前らはちっとも分かってない！」

　ダクネスが必死に反論する中で。

「で、本当のところはどうなんだよカズマ。お前らって何かあったのか？」

「カズマだぞ？　実際には何かがあるわけねぇだろ、なあ？」

「そうだよねえ、鋼のチキンハートで有名なカズマさんだもんねえ」

　おっと、俺が冒険者ギルドに行こうとした本当の理由を思い出した。

「この、冒険者なんて荒あらくれ稼か業ぎようをやってるクセに、未だ童どう貞ていや処女やってる連中は俺にひれ伏ふせ。いつまでもこの俺を、お前らと同じ土俵に立つ人間だと思うんじゃない。昨夜だって一線を越こえたのさ！　な、ダクネス！」

「馬ば鹿か、お前は何を言っている！　こんなとこで言うやつがあるか！」

　本人は誤ご魔ま化かすつもりだったのだろうが、盛大に墓ぼ穴けつを掘ほったダクネスに、

「み、認めた……、噓うそだろ、ララティーナが認めたぞ！」

「ちょっとマジで!?　ララティーナちゃんやっちゃったの？　ねえ、どこまでやっちゃったのよ、お姉さんに詳くわしく！」

「アクアさんの言う事だから、子供が出来た云うん々ぬんはどうせまたいつもの勘かん違ちがいだと思ったのに……！」

「違う！　違う!!」

　真っ赤になって慌あわてふためくダクネスに、俺がさらなる追い討うちをかける。

「何が違うってんだよ、俺を拘こう束そくした挙げ句裸はだかに剝むいてあんな事やこんな事までしたクセに。しかも俺の初体験だったんだぞ、お前俺を噓うそ吐つき呼ばわりするつもりかよ」

「いや、それに関しては悪かったと思うが！」

「初体験ってのが女の子にだけ大切なものだと思うなよ？　俺達にだって初めてを大事にしたい気持ちだってあるし、それをまるで事故みたいに扱あつかわれるのは不ふ愉ゆ快かいだな！」

「ち、ちが、そういうわけでは……！　すまなかった、私が悪かった！　でも、あの時は私もどうかしていたんだ、あの事はお互たがい忘れるという事で、どうか一つ……」

　そんな俺達の会話を聞いた連中が、本気を感じ取ったらしく、俺に憧あこがれや嫉しつ妬との視線を向けてくる。

「俺は多くは語らない。だが、何があったかはご想像にお任せします」

「お前というやつは！　違う、私たちはまだ……」

　いよいよ追い詰つめられたダクネスが、実際には何があったのかを言おうとしたその時。




「そういえば、中にララティーナちゃんに似た金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女の子がいたよ。ひょっとしてあの子が二人の子供？」




　興味津しん々しんといった表情で、女冒険者の一人がぽつりと言った。

　それにより、とうとう我が慢まん出来なくなった連中が、孤こ児じ院いんのドアを再び開けて……！

「お前ら、いい加減に……！」

　泣きそうなダクネスが、とうとう拳こぶしを握にぎり締しめ殴なぐり掛かかろうとしたその時。

　ドアを開けた孤児院の向こうでは、先ほどまではあれほどに元気だった子供達が、ぐったりと倒たおれ込んでいた。




　　　　５




「──フハハハハハハハ！　わんぱくなガキどもよ、今日も健すこやかに励はげんでいたか？　我わが輩はいが迎むかえにきてやったぞ！　さあ、我が仮面に触さわらせてほしい者はきちんと並び……。おや、これは？」

　混乱する孤児院に、高笑いと共にまた面めん倒ど臭くさいやつが現れた。

「ちょっとあんた、こんなところで何やってんのよ。今はあんたなんかに構っている暇ひまはないの、今日のところは見み逃のがしてあげるからあっちへ行って！　向こうの路地裏は人通りが少ないから、そこで一人で笑ってて。今は見ての通り子供達の危険が危ないの！」

　冒険者達が慌ただしく毛布を運び、その上に子供を寝ねかせる中、一人アクアは孤児院の中に巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんを描かいている。

「これは一体どうした事だ。今まで平和だった孤児院がなぜ突とつ然ぜんこんな事に……。貴様は行く先々でトラブルを起こさなくては気が済まんのか？」

「何でもかんでも私のせいにしないでちょうだい。なんかしんないけど、この子達が急に倒れちゃったのよ。あんたの方こそこの子達になんかしたんじゃないでしょうね？」

　アクアに言いがかりを付けられたバニルが口元を歪ゆがめてそれに反論する。

「何を吐ぬかすか厄やく病びよう女め！　日ひ頃ごろ子供達に人気の我わが輩はいがそのようなことをするか！　我輩が呪のろいをかけるのは汝なんじら忌いまわしい宿敵にアクシズ教徒と相場は決まってる」

　と、その時。

「しかしこれは厄やつ介かいだな。まさかコロリン病に感かん染せんするとは……」

　高熱を発している子供の額に手を当ててフリーズをかけていた俺の耳に、そんなバニルの呟つぶやきが飛び込んできた。

「おいバニル、お前この子達が倒たおれた原因を知ってるのか？　なんなんだよそのコロリン病って可愛かわいらしいのは」

　俺の言葉にその場に居合わせた全員がバニルへと目を向ける。

「このわんぱくなガキどもはコロリン病に感染している。……これは極きわめて特とく殊しゆな病でな。キャリアとなった者を媒ばい介かいにし、しばらくの間はひっそりと潜せん伏ぷくするのだが、やがて時期が来るとこのように、周囲に即そつ効こう性の毒素をばら撒まき出す。我輩が見通したところ……そこの娘むすめがキャリアのようだ」

　言ってバニルが指さす先には、シルフィーナが倒れていた。




「──治ち療りようの方法は二つある」




　アクアが作り出した魔ま法ほう陣じんが淡あわい光を放つ中、床ゆかにあぐらをかくバニルが言った。

　魔法陣には癒いやしの力があるのか、子供達の表情は先ほどに比べ和やわらいでいる。

「まずはキャリア以外の子供だが、これはまあ簡単だ。回復魔法と解毒魔法を掛かけ続ければすぐに元気になるだろう。だが……」

　そう言って、ダクネスに抱だきかかえられたままぐったりとしたシルフィーナに。

「キャリアとなった者には解げ毒どく魔法は効かぬ。回復魔法で体力を補って保もたせ、その間に特効薬を作るしかないな」

「その、特効薬はどこにあるんだ!?　どうやって作る!?」

　その言葉にダクネスが声を上げると、バニルは指折り数えていく。

「材料は五つある。一つはカモネギのネギ、一つはマンドラゴラの根、一つはゴーストの涙なみだ、一つは……」

　それらの材料の名前を冒ぼう険けん者達がメモしていく中、

「そして最後に。これが大変だとは思うが……高位の悪あく魔ま族の爪つめがいる」

「ゴッドブロー！」

　バニルが最後の材料を言い終わると、アクアがバニルに殴なぐり掛かり体の一部を土に変えた。

「貴様、この非常時に何をするか！　床が土塗まみれになったではないか、遊んでいる場合ではないぞ！」

「そうよ、遊んでる場合じゃないからあんたに襲おそい掛かってるのよ！　ゴーストの涙はなんとかするわ、家に帰ってお涙なみだ頂ちよう戴だいの冒険話をすれば多分簡単に手に入るもの。それよりあんたの生なま爪づめ寄よ越こしなさいな！」

　なるほど、バニルも悪魔である事には違ちがいない。

　だがアクアの言葉にバニルはゆっくりと首を振ふり、

「この我輩は仮かり初そめの体を使ってこの世にいる。仮面以外のこの体は全すべてはただの土くれだ」

　その言葉にアクアがポンと手を打つと。

「それじゃあ、例のお店のあの子達にお願いしてくるわね。ちょっと生爪剝はがすけどごめんねって言って」

「たわけ、『高位』の、と言ったであろうが。あやつらの様な赤子同然の連中では意味がないわ」

[image: ]

　こいつらが言っているのはサキュバスのお姉さん達の事だろう。

　しかし、それがダメとなると……。

「仕方ありませんね、ここは一つ、我が使い魔を生いけ贄にえに紅こう魔ま族ぞくに伝わる悪魔召しよう喚かんの儀ぎ式しきを行って……」

「待てめぐみん、それはあんまりというか……！　バニル、他ほかに悪魔の知り合いはいないのか？　見通す力でどうにか出来ないのか！」

　怪あやしげな儀式を始めようとしためぐみんを止めながら、ダクネスが尋たずねると、

「……ふむう、まあこの街の近くに一人、知り合いの高位悪魔がいる事はいる」

　バニルは悩なやまし気に仮面をさすり、

「そ、それはどこに……！」




　はやるダクネスの言葉に、バニルが教えてくれたのは……。







[image: 第五章　この悪魔伯と饗宴を！]
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　アクセルの街の入り口で、ダクネスが急いで手配した馬車に乗った俺達を、心配そうに見つめるアクアとめぐみん。

　旅たび支じ度たくを終えた俺達を街に残る事になった二人が見送りに来ていた。

「お水はクリエイトウォーターでなんとかなるだろうけど、食べ物はちゃんと持った？　ハンカチと鼻紙は？　ねぇカズマ、テント組み立てられる？　枕まくらが変わると眠ねむれないって言うから、一応枕も持っていきなさいよ？」

「オカンかお前は、そんなに心配する事ないよ。俺達はベテラン冒険者だぞ？　レベルだって上がってるんだし、それほど過か酷こくな旅でもないし。そんなに心配する事ないよ。後、枕はいらん」

　子供を心配する母親よろしく、いつになく口うるさいアクア。

「そうは言っても、今回は私がいないんだからね？　怪け我がには気をつけなさいよ、モンスターにやられちゃっても蘇そ生せい出来ないんだから。変な物を拾って口に入れちゃダメよ？」

　そんなアクアにダクネスが若じやつ干かんむず痒がゆそうにしながらも微び笑しようを湛たたえ。

「アクア、私達もこれでエルロードに行ったりアルカンレティアに行ったりと、そこそこ旅にも慣れているのだから安心してくれ」

「世間知らずのお嬢じよう様さまと、温室育ちのクソニートだから心配してるんじゃないの」

　立場が逆なら一番心配されそうなアクアに、なぜこうまで言われなければならないのか。

「あとダクネス。旅先じゃあ特に気をつけなさいよ。襲おそわれないようにしなきゃダメよ？」

　なおも食い下がるアクアの言葉に、

「それこそ心配はいらない。私はクルセイダーだ。モンスターに襲われるのが仕事みたいなものなのだから、安心してくれ。カズマはちゃんと私が守るから……」

「違うわよ、何言ってんの。二人旅なんだからカズマに襲われないよう気をつけなさいって言ってんのよ」

「おい」

　アクアの言葉にダクネスが、何か言いたそうな、それでいてちょっとだけモジモジしながらチラチラと横目で見てくる。

「本当ですよ、襲われないように気をつけてくださいね」

　おいめぐみん、お前までそんな事言うのか。

　俺はどんだけ信用ないんだ。

「俺の方から女の子を襲った事なんてないはずだぞ。……いや、紅こう魔まの里ではまあちょっと手を握にぎったり色々した覚えはあるが……すいません何でもないです」

　何か言いたそうなめぐみんの視線に、過去の色々を思い出し、若干口調が弱くなる俺に、

「違いますよ、何言ってるんですか。二人旅なんだからダクネスに襲われないよう気をつけてくださいと言っているんですよ」

　なるほど、そっちか。

「めぐみん、人を痴ち女じよみたいに言わないでくれ！　私はどれだけ信用が……な、なんでもないです」

　俺と同じく過去の色々を思い出したのか、めぐみんにジト目で睨にらまれダクネスも肩かたを落とす。

　そうか、よく考えたら二人旅だ。

　なんだろう、急に緊きん張ちようしてきた。

　しかもここ最近、何かとお互たがいに意識しあい、妙みようにギクシャクしている俺達だ。

　これ大だい丈じよう夫ぶなのか。

　間違いとか起こらないのか？

　ていうか色々とヤバくないか、旅先だなんていつもと違う環かん境きようなんだ、本当に間違いとかあったらどうすんだよ、二人きりって事は邪じや魔まも入らないし誰だれも止めるやつはいないって事だぞ。

　俺が内心葛かつ藤とうしていると、めぐみんがふと何かを渡わたしてきた。

「なんだこれ？」

　これは何かの魔道具か？

　というか、昔どこかで見た事があるような……。

「それはウィズの店で処分価格で売っていた、旅のお供の簡易トイレだそうです。一応持っていってください」

　なるほど、旅の途と中ちゆうのトイレ事情は大変だからな。

　まあ基本的には空の下で野生児になるしかない。

「そういう事なら、有り難がたくもらっていくよ。……いや待てよ？　なあめぐみん、俺、これどっかで見た事あるんだがなんか欠けつ陥かんがなかったっけ」

「これは、トイレの音を誤ご魔ま化かすために、使用すると辺りに大音量で音楽が流れる機能が付いてるそうです。ですので、どちらかが襲おそってきたらこれを使用して音を鳴らし、威い嚇かくしてください」

　防犯ブザーかよ！

「……で、お前も受け取ってんじゃねーよ！　心配しなくても子供が苦しんでる最中に変な事考えたりしねーから！」

　そうは言いながらも、一応馬車の後ろに積み込んでおく。

「まあ、子供達の事は任せておいてください。アクアと私でどうにか保もたせてみせますから」

　めぐみんがそう言って、俺達二人に笑いかけた。

　アクアとめぐみんは街に残って子供達の治ち療りようにあたる事になった。

　なんでも、めぐみんは紅こう魔まの里で病を治療するポーションを作った事があるらしく、俺達が材料を取りに行く間に特効薬を作る準備をする事になった。

　街の薬屋や魔ま道どう具ぐ店で手に入る物は俺が金に物をいわせて買い叩たたき、他ほかの材料に関しては、あの時居合わせた冒ぼう険けん者達が自主的に手伝ってくれる事に。

　そして、後は悪魔の爪つめとやらを残すだけとなったのだが……。

「本来なら私が直接出向いて生なま爪づめを剝はがしてやりたかったんだけど、子供達の看病があるから我が慢まんするわ。ねえカズマ、材料を手に入れたらちゃんとトドメを刺さしてくるのよ？」

「お前バニルの話を聞いてたか？　相手は悪魔とはいえこの国の貴族なんだぞ？」

　そう、俺達が今から向かうのは、この国のとある貴族の城だった。

　なんというか、貴族社会に人間のフリをして高位悪魔が溶とけ込んでいるらしいのだ。

　それを聞いたダクネスがよろめいていたが、その辺りは子供達の治療が終わってからの話になるだろう。

　そして、俺とダクネスの二人が、その悪魔貴族の下もとに交こう渉しように行く事になったのだが……。

「カズマさんカズマさん」

「なんだよ、まだなんかあるのか？」

　馬車に乗り込む俺達に、アクアが何かを差し出して。

「ウィズの店に置いてあった試作品よ。昔、カズマが作ろうとした物をどうにか形にしてみたんだってさ。旅の間に何が起こるか分からないから、万が一のために一応持っていきなさい」

　俺は、昔自分が作りかけた避ひ妊にん具ぐモドキをペシッと地面にはたき落とした。
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　ダクネスが操あやつる馬車が街道の上にガラガラという音を響ひびかせる。

　手た綱づなを握にぎるダクネスの隣となりに座った俺は、先ほどから好こう奇き心しんがうずうずするのを抑おさえきれないでいた。

「おいダクネス、俺にもちょっと手綱握らせてくれよ」

　アクセルを出て一時間。

　景色を眺ながめるのにも飽あきてきた俺は、好奇心に負けダクネスに頼たのみ込んでいた。

「馬ば鹿かを言うな、御ぎよ者しやというのはコレでいて技術がいるのだ。歩かせる速度も体力配分を考えて、早過ぎず、遅おそ過ぎず……」

「さっきから見てると単に紐ひも握ってるだけじゃないか。なあ俺にもやらせてくれよ、暇ひまなんだよ」

　この世界に来ておよそ二年近くが経たつ。

　大した娯ご楽らくもないこの世界で、せっかくの馬車の御者をやるなんて機会を逃のがすわけにはいかない。

　そもそも俺は、この世界に冒険に来たのだ。

　いや、最近はもうすっかりニートと化してはいるが。

「しょうがない、少しだけだぞ。手綱を強く引いたりするなよ、基本は馬に任せればいい」

「分かってる分かってる、手綱握りながらたまにぴしぴしすればいいんだろ」

「ぴしぴしはするな、それは緊きん急きゆうの場合だけだ！　いいか、やるなよ？　これは前フリじゃないぞ、お前達のいつものやり取りじゃないからな？」

　しつこく念を押すダクネスに、俺は分かってる分かってると頷うなずきかけ、

「……サイドブレーキとハンドルが付いてないぞ。あと、クラッチはどこだ？」

「お前は何を言っている、突とつ然ぜんわけの分からない事を言うな！」

　慌あわてて手綱を奪うばい返そうとするダクネスに、俺は待て待てと手を広げた。

「なんだよ、異世界ジョークの分からないやつめ」

　二人きりだから気を遣つかって空気を和やわらげてやっているんだろうが。

　というのも、先ほどから今の今まで、ずっとダクネスの様子がおかしいのだ。

　いや、おかしいのは今だけじゃない。

　ここ最近……、というか正確には、俺がダクネスの告白を受けてからだが……。

「そもそも、その異世界ジョークというのは何なのだ。……どうせ隣となり街まちに行く道中は暇なんだ。今日はお前の事をじっくりと聞かせてもらうぞ。今まで気になっていたからな」

　こいつ、街を離はなれたら急に元気になりやがったな。

「で、まずお前の出身地はどこなんだ？」

　そんな俺の心配もよそに、俺と場所を入れ替かわったダクネスが、手綱を握るオレに尋たずねてくる。

「出身国は日本だよ。世界有数の経済大国で、俺みたいな黒くろ髪かみ黒目の人が多い国だ」

「ニホン……。ニホン……」

　俺の隣に大人しく座り、膝ひざに手を置きながらぶつぶつと考え込むダクネス。

「お前も聞いたことぐらいあるだろ？　お前らが変わった名前の連中って呼ぶのが大体日本からきた連中だよ」

　俺の言葉にダクネスが、ハッとしたように顔を上げる。

「そうだ、それだ！　お前のような髪色の連中は、皆みな何かしら凄すごい力を持っている。あの、ミツなんとかといった魔ま剣けん使いの男もそうだ。通常では考えられない強力な武器……。あんな物を一体どこで手に入れたのか……。他の者にしてもそうだ。歴史に名を残すような連中は、大体お前みたいな姿形だったという。と、いう事は……」

　ダクネスはゴクリと唾つばを飲み込むと、俺に期待の眼まな差ざしを向け……、

「……もしやお前にも、そういった凄い力や強力な装備が……」

「俺にそんなものは一つもないぞ。しいて言えば、生まれ持った幸運と高い知力、そして、ほんの少しの勇気と有り余る冒険心を持つってとこかな……」

　フッと前髪を指で払はらう俺に向け、ダクネスが尊敬の眼差しを……、

「つまり、お前は何の力も持たない平へい凡ぼんな男というわけか……」

　おっと、これは残念な人を見る目だな。

「おい、その平凡な男がどれだけ活かつ躍やくしてると思ってんだよ！　ガッカリした様なため息を吐はくなよ、むしろ平凡な男がこれだけやれるってのは凄い事だろ！　もっと俺を褒ほめ称たたえろよ、褒めて褒めて甘やかせよ！」

「なんというか、ここ最近お前もちょっと変わってきたな。アクアに似てきたというか、アクアが似てきたというか……。いや、昔からこんなもんだったか……」

　今、言ってはいけないことを言ったなこいつ。

「さすがに俺をあいつと一いつ緒しよにするなよ、毎日食っちゃ寝ねして酒好きで、日ひ頃ごろアホな事しかしないやつだぞ。それを俺と一緒になんて……」

「日頃のお前と何一つ変わらないじゃないか」

　俺は手綱の先で機き嫌げん良さそうに歩く馬に視線を向ける。

「馬って可愛かわいいよな。何ていうか、瞳ひとみが優やさしげでとても良い。猫ねこもひよこもいいけれど、俺は馬が一番好きかも」

「おい、こっちを向け。そして私の目を見ろ。……まったく、それよりも話の続きだ。確かお前は、国ではランカーと呼ばれていたんだったな？」

　……は？

　……ランカー？

　思わず、こいつ何言ってんだという視線を送る俺に向け、

「おい、なんて目で人を見るんだ！　以前お前が言ったんだろうが、俺は国ではランカーだったと！　いろんな通り名を付けられて、頼たよりにされていたと。戦友と一緒に砦とりでに攻せめ込み、大物のボスを狩かったりと、そんな日々を送っていたと……」

　言った。

　そういえば、俺確かに言ったよ、そんなバカな事！

　確か、そんなネトゲの話をしていたはずだ。

「まあそんな事もあったな。でもまあ、それは過去の事だ。俺の黒歴史みたいなもんだから、もうあまり触ふれないでくれ」

「なぜだ？　お前の輝かがやかしい過去だろう。戦友達との思い出だろう？　その功績は立派なものだ、堂々と誇ほこるがいい」

　一体何を勘かん違ちがいしたのか、ダクネスがクスクスと笑い出す。

「それともなんだ？　照れているのか？　日頃は、事あるごとに魔王の幹部をたくさん葬ほうむっただのなんだのと、皆に自じ慢まんしているクセに？」

　……ネトゲでの話なんですよと言っても、多分こいつには理解できないだろう。

　まあ本人が楽しそうだし、別にいいのだが……。

「なあカズマ。確かお前はもう国に帰れないと言っていたが……。家族に会えなくても寂さびしいと思う事はないのか？」

　自らの膝の上に握り締しめた両手を置きながら、いつになく神しん妙みような様子で尋ねてくるダクネス。

「ここに来て寂しいと思った事なんて一度もないな。つーか、お前らが騒さわがしすぎてそれどころじゃなかったよ。むしろ今の今まで家族の事も忘れてた……。って、ああああああああ！」

「な、なんだ、どうした!?　敵てき襲しゆうか!?」

　突とつ如じよ声を上げた俺にダクネスが、ビクンと震ふるえて辺りを見回す。

「違ちがう、思い出した！　思い出したんだよ！　俺、弟に五百円貸したままだった！　部活の道具を買うのにあと五百円足りないから貸してくれって頼たのまれたんだ、俺まだ返してもらってねーよ！」

　俺の言葉にダクネスが、おずおずと尋たずねてくる。

「ご、五百エン？　五百エンとはいくらぐらいの大金なんだ？」

「まあこっちの額に換かん算さんすると、五百エリスってところだな」

「くれてやれそんなもの、お前は今や大だい富ふ豪ごうだろうに！　聞いたぞ、お前が王都で送り返されそうになった際に、レインを金で買収しようとした事を。お前というやつは懲こりもせず、城で大暴れをしたそうだな。お前が記き憶おくを取り戻もどした事を手紙に書いたら、クレア殿どのとレインから涙なみだの滲にじんだ謝罪の手紙とお詫わびの品々が届いていたぞ。あまりにも悲ひ壮そう感が漂ただよっていたので、それは丁てい重ちように送り返しておいたが……」

　おいちょっと待て。

「お前、人の贈おくり物に何してくれてんだよ！　俺はまだあいつら二人を許してないぞ、今度会ったら絶対に女に生まれた事を後こう悔かいさせてやる！　お前ですらトラウマになるような目に遭あわせてやるからな！」

「……な、なあ、そのトラウマになるようなというのは、一体どんなレベルの、どんなものかを聞いてみても……」

「うるせえ、お前が本当に嫌いやがる事だよ！　頰ほお染めてんじゃねえ！」
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　こうして。

　俺とダクネスの二人旅は、特にモンスターに襲おそわれるような事もなく、特にトラブルもないまま順調に進んだ。

「しかし、アクアがいないだけでこうも順調にいくとはなあ。こうしていると、旅に出るのも悪くないもんだ」

「おいカズマ、アクアもアレで好きでトラブルを巻き起こしているわけではないと思うぞ。まあ、こうも順調だと気持ちは分かるのだが……。それよりも、そのオサムライサマという種族はどんな一族なんだ？　もっと詳くわしく頼む」

　あれから、やたらと日本に対して興味を持ったダクネスに、俺は先ほどから色んな事を教えてやっていたのだが。

「お侍さむらいさまにえらい食い付くな。まあ、さっき言った様にＫＡＴＡＮＡと呼ばれる恐おそろしく斬きれる武器を操あやつるんだ。そして、何かあれば腹を切る」

「腹を!?」

　ダクネスが驚おどろくが、こちらにはハラキリ的な文化はないのだろう。

「そうだ。主君の機き嫌げんを損そこねたら腹を切り、戦いくさに負けたら腹を切り、降こう伏ふくする際にも腹を切る」

「苛か烈れつ過ぎやしないか!?　というか降伏するのに腹を切ってしまっては、それでは降伏の意味がないだろう？」

　異世界人にとって、日本文化は不思議でいっぱいな様だ。

「お侍さまは誇ほこり高いからな。どのぐらい誇り高いかといえば、頭上に髪かみを結ゆい上げて相手を威い嚇かくするヘアスタイルを取るぐらい誇り高い。そして、戦になれば敵の頭部を集めて手て柄がらにする習性があるな」

「首くび狩かり族ぞくか何かなのか!?　しかし、そうもポンポン腹を切っていては一族が全ぜん滅めつしてしまわないのかが心配だが……」

　そりゃそうだ、もうお侍さまはいないからな。

「他ほかには？　先ほど言っていた、ニンジャについて教えて欲しい！」

　外国人だけでなく、異世界人も忍にん者じやは大好きな様だ。

「忍者は主に夜とかに行動する。闇やみに溶とけ込み音を立てずに襲しゆう撃げきする、そんな感じだ。あとは毒を使うとか聞いたかな」

「夜行性で奇き襲しゆうが得意、と。しかも毒まで持っているとは恐ろしいな……」

　微び妙みように認にん識しきにズレがある気がするが……。

「あと、漫まん画がやなんかだと、雷らい神じんの術だの火か遁とんの術だのといって、雷かみなりを操ったり火を噴ふいたりしてた」

「なんと、魔ま法ほうやブレスまで……。他にはどんな習性が？」

　やっぱりズレがある気がする。

「分身の術なんかはとても有名だな。何人にも分ぶん裂れつするんだ」

「話を聞くにとても恐ろしい存在だな。なるほど、ニンジャというモンスターは雌し雄ゆう同体性の生いき物ものなのか……」

　説明も面めん倒どうなので放っておこう。

　……まあ、旅に出る前の変なギクシャクした感じは無くなったかに思えた。




　──そう、これまでは。

「丁度いい洞どう窟くつが見つかって助かったな。これならわざわざテントを張る必要もない。馬は洞窟の奥に入れ、入り口に馬車を残しておけばバリケードにもなる。多少は安心して眠ねむれるだろう」

「そうだな」

　辺りはすっかり暗くなり、そろそろ夜は肌はだ寒ざむくなる季節。

　かといって、たった二人しかいない状じよう況きようで焚たき火びを燃やすというのは悪手である。

　モンスターの中には火を恐れないものもいる。

　そんな連中を相手に火を焚く行こう為いは却かえっておびき寄せる事になる。

「食事は干し肉とパンがあったな。あれで簡単に済ませるとしようか」

「そうだな」

　日ひ頃ごろ高級食材しか食べたことのないダクネスが、干し肉や黒パンを食べる事にちょっとだけワクワクしているようだ。

　まあ、その気持ちはわからんでもない。

　冒ぼう険けんの旅といえばやはり干し肉、それとカチカチの黒パンだ。

　むしろ、俺だってちょっとだけワクワクしている。

　とはいえ……。

「後は、洞窟の中に適当に毛布でも敷しいて少しでも体を休めるとしようか。風ふ呂ろに入れないのは残念だが、水で体でも拭ふいておこう」

「そうだな」

　先ほどからオウム返しのように答える俺に、洗面器とタオルを持ったダクネスが。

「さっきからなんなんだお前は、ちゃんと私の話を聞いているのか？」

　そう言って、訝いぶかしそうにこちらを見てきた。

「聞いてる聞いてる、クリエイトウォーターで水が欲しいんだろ、分かってる、今ちゃんと出してやるから」

「そんな事は言っていないが……。いや、水は欲しいといえば欲しいのだが……」

　戸と惑まどいを見せるダクネスに、俺はクリエイトウォーターを使おうと洗面器へ手を伸のばし、




「「あっ」」




　お互たがいの指先が触れ合って、それと同時に声が出る。

　洞窟の奥に休ませている馬が小さく鼻を震わせた。

　秋特有の虫の音が、闇やみの中に静かに響ひびく。

　辺りを照らすのはわずかばかりの星明かり。

　いやがうえにも高まるムードに……、

「いや、やっぱり水はいらないかな、今朝旅に出る前に、簡単な水浴びは済ませたからな！」

「そうか、そうだな、俺も馬車に乗ってただけで特に汗あせもかいてないしな！」

　そうだな、別に運動したわけでもないし、とっとと食事を摂とって眠るとしようか。

　互いにどことなくギクシャクしながら、干し肉と黒パンを取り出し食器を並べる。

　用意されたコップにクリエイトウォーターで水を注ぐと、そのまま灯りも点つけず、星の光の下で黒パンを……。

「「固い」」

　それを齧かじった俺達は、二人同時に呻うめきを上げた。

「おいなんだよ、黒パンって固いとは聞いてたけど、こんなもんどうやって齧るんだよ」

「それは私に言われても……。私は世間の常識に疎うといんだろう？　日頃私を世間知らず呼ばわりしているのだから、お前が知っているべき知識だろう」

　そんなこと言われても、こんなもんどうやって食えばいいんだ。

　仕方ない、黒パンは後回しだ。

　今度はこっちの干し肉を……。

　俺の行動を真ま似ねるように、ダクネスも干し肉を手に取ると。

「「しょっぱい」」

　俺達は再び呻きを上げた。

「おい、この飯食ったらヤバいやつじゃないのか？　絶対血圧上がって死にかけるって。つうかこれ、完全に塩の塊かたまりじゃんか」

「これは普ふ通つう、スープか何かの材料にするのではないのか？　確かにこのまま食べれば体に悪そうなのだが……」

　俺は黒パンと干し肉を皿に戻もどすと、弓矢を肩かたにかけ立ち上がる。

「お、おいカズマ、一体こんな遅おそくにどこへ行く気だ？」

「美食大国日本で甘やかされたニートを舐なめるな。こんなもん食べてられるか、タダでさえここ最近生活レベルが向上してるんだぞ！　俺には千里眼と敵感知、それに狙そ撃げきスキルがある。兎うさぎぐらいは狩かれるだろう。ちょっと一狩り行ってくるから、お前はその辺の枝を拾っといてくれ。調理する程度の短時間の火なら、モンスターも寄ってこないだろ」

「お前は本当に、こういう時は頼もしいな……」
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　──角を生やした兎うさぎを捕とらえ、串くし焼やきにして美味おいしくいただいた俺達は、早々と眠ねむる事にしたのだが。

　……眠れない。

　旅ということで神経が昂たかぶっているせいか、それとも別の理由のせいか。

　横になってからもう結構な時間が経たつのに、俺は未いまだ一いつ睡すいも出来ないでいた。

　野外だから辺りを警けい戒かいしているのだろうか。

　敵感知スキルを発動させても特に怪あやしい反応はない。

　それに何か異変があれば、洞どう窟くつ内の馬がいなないて知らせてくれるだろう。

　眠れないのは、洞窟の岩場の上へ、荷物や毛布を敷いただけの寝ね床どこに慣れないせいもあるかもしれないが……。

　本当のところはなぜ眠れないのか分かっている。

　俺は何度目かになる寝返りを打とうとした、その時。

「カズマ、起きているか……？」

　囁ささやく様な、とても小さなダクネスの声が聞こえてきた。




「……カズマ？」




　聞こえるか聞こえないかの小さな声。

　もし俺が眠っていたなら起きる事もなく、決して気付かないだろう、そんな声。

　素す直なおに起きているよと言っておけば良かったのだろうが、俺は何故なぜか、そのまま答える事なく。

「寝ているのか……」

　咄とつ嗟さに、そのまま寝たふりを続けてしまった。

　やがて、スルスルという衣きぬ擦ずれと共に、洞窟の床ゆかを踏ふみしめた、ジャリッという小さな音が聞こえてくる。

　毛布から出たダクネスが、どこかへ行こうと立ち上がったらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ。カズマは寝ている……のだろう？」

　もう一度確かく認にんするかのような声が聞こえ、こちらに近づいてくる気配がした。

　こいつ一体何する気だ。

　俺が寝てたら何する気なんだよ！

　アクアから素直にアレを受け取っておけば良かったのか？

　俺が最も恐おそれていた事……、そう、ダクネスと過ごす一夜の野営。

　もうこんなもん間ま違ちがいが起こらない確率の方が低いじゃないか！

　俺が寝ていることを確認したダクネスは、深く息を吸い込むと……！

　特に俺に何かをする事もなく洞窟から外へ出ると、何かをゴソゴソと取り出して。




　辺りに大だい音おん響きようが鳴り響ひびいた。




「おい何事だよ！　こんな夜中に何やってんだお前は！」

　俺が慌あわてて飛び出すと。

「違う、これはその、簡易トイレの魔ま道どう具ぐが、突とつ然ぜん音を放ち出して……！」

　泣きそうな顔のダクネスが、そう言って指差したのは未だ大音響を発し続ける四角い箱。

　日本でいうところの、土木作業の現場などにある簡易トイレに似たものが立っていた。

「なるほど、お前夜中に起きだして何するつもりかと思ったら、旅の間ずっとトイレを我が慢まんしてたのか」

「人が言い難にくい事をさらっと言うな！　というかお前、起きていたのか！」

　トイレを前にオロオロしていたダクネスが、星明かりでも分かるぐらいに赤くなる。

「そりゃ起きてるよ、俺を何度も襲おそった女と他ほかに人もいない空間で、しかも暗くら闇やみの中二人きりだぞ。誰だれがどう考えたっていたずらされると思うだろ」

「誰がこんな状じよう況きようでそんな事をするか！　それよりこれ！　これどうしよう、トイレが鳴り止やまない！」

　トイレが鳴り止まないっていう状況も意味が分からないが、それよりもマズい事が起こっていた。

「この音に釣つられてなんか集まってきてる！　敵感知にビンビンきてるぞ！　おい、馬起こせ、暗くてかわいそうだが歩かせるぞ！　ああもう、アクアがいないだけでこんなに順調なのかって言葉を返せよ畜ちく生しよう、このポンコツが！」

「本当にごめんなさい！　私は使えないクルセイダーです！」
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　そんな慌ただしい一夜を過ごした、あくる日の昼近く。

　アクセルから馬車で丸一日以上かけた距きよ離りにある、荒こう野やにある小さな街。

　そんな辺へん鄙ぴな地にあるその街に、目的の貴族の城があった。

「頼たのもう！　我が名はダスティネス・フォード・ララティーナ！　貴き殿でんらの主あるじに用件があり、こうしてやって来た次し第だい。至急、取り次ぎをお願いしたい！」

　城の前で声を張り上げたダクネスに、門番達が小さく頷うなずき合う。

「我らが主は何の約束もない方に会われる事はない。それはたとえ、ダスティネス家のご令れい嬢じようといえど例外ではなく……」

「そこをなんとか」

　門番に最後まで言わせる事なくダクネスが言葉を遮さえぎる。

「い、いや、これは規約であり……」

「頼む！　もう時間がないのだ！」

　いつになく強気なダクネスに、門番達も気け圧おされる。

　それだけ子供達の事を気にかけているのだろう。

　そう、こいつはいつだって真っ直ぐなヤツなのだ。

　頑がん固こで頭が固くてなかなか融ゆう通ずうも利きかないが、それらも全すべて誰かを守るための事なのだ。

　きっとこいつは、相手が面会してくれるまでここから動かない事だろう。

「こうなったら俺も付き合うよ。おいあんた達、こいつはきっとここから動かない。多分持久戦になると思うぞ」

　俺の言葉に門番が、困こん惑わくした表情を浮うかべ迷い出した。

　この調子なら、相手に言こと伝づてぐらいはしてくれそうだ。

　そんな風に思っていると、だがダクネスは。

「いや、本当に急いでいるので、ここで待っている余よ裕ゆうもないのだ！」

「……いやいや、ここはお前ちゃんと話を合わせろよ。強きよう行こう突とつ破ぱするわけにもいかないだろうが」

　門番だけでなく、俺までもが困惑し始めた事で、

「……そこまで言うのであれば、一応当主様に尋たずねてみますが……」

　これはただ事ではないと察したのか、門番の一人が持ちかけてくる。

「おい、やったぞダクネス。まずは一歩前進……」

「それではダメなんだ！　頼む、ここを通してくれ！」

　……。

「お前は何をワガママ言ってんだ、急ぐ気持ちは分かってる。でもアクアとめぐみんをもう少し信じろよ。俺達がやるべき事は何なんだ、言ってみろ！」

　俺の言葉に感極きわまったのか、本来の目的を思い出したのか、目の端はしに涙なみだを浮かべたダクネスが……、

「お願いですから、トイレ貸してください……」

　蚊かの鳴くような小さな声で、門番に頭を下げた。




「──お前のせいで恥はじかいたよ」

「それはこっちのセリフだ、お前が大声で人を集めたおかげで大恥かいたじゃないか」

　緊きん急きゆう事態という事で、城の中に入れてもらえた俺達は、この城の主と面会出来る事になった。

「だから言ったんだよ、その辺でちょちょいと済ませとけって。これだから貴族のお嬢じよう様さまは嫌いやなんだ、変にプライドばかり高くて困る。お前本当に冒ぼう険けん者かよ」

「いや、確かに冒険者であれば野外で済ませるというのも仕方ない事なのだろうが、お嬢様というのは関係あるのか……？　うう、初めて冒険者を辞やめたいと、一いつ瞬しゆんでも思ってしまった……」

　幾いく分ぶんすっきりした表情のダクネスと共に、俺は城内の廊ろう下かを歩かされていた。

「お待たせしましたダスティネス様。今、主が参まいります」

　案内してくれた門番がそう言って下がっていく。

　俺達が通されたのは品の良い応接間だった。

　高過ぎもせず適度に価値のある、センスの良い調度品が飾かざられており、成り上がり者の貴族でない事がそれだけで覗うかがえる。

「なあダクネス、お前、道中にこの貴族にはある問題があるって言ってたよな。それって一体なんなんだ？　どんな人なんだよここの主は。お前みたいなド変態なの？」

「お前は昔から貴族を何だと思っている。今までに会ってきた連中がちょっとおかしなだけで、貴族とは本来、庶しよ民みんに敬われる模も範はんとなるべき者しかいない。……いやまあ、その、私は置いておいて……」

　俺の視線に耐たえきれなくなったダクネスが、こほんと一つ咳せきばらいをした。

「この城の主はゼーレシルト伯はく爵しやく。通つう称しよう、残ざん虐ぎやく公と呼ばれる男だ」

　それを聞いた俺はすでに嫌な予感しかなかった。

　その名前に俺は日本でのある逸いつ話わを思い出す。

　串くし刺ざし公とか、確かヴァンパイアとかの元になったヤバい貴族に付けられたあだ名がなかったか。

　この世界でそんな名前を付けられるほどぶっ飛んだ貴族を相手に、本当に今から交こう渉しようするのか？

　これは二人で来たのは失敗だったかもしれない。

　大体、あのアルダープみたいな無茶をする貴族だっているわけだ。

　辺境の小さな街で相手の機き嫌げんを損そこねれば、一体何をされるか分からない。

　こんな田舎いなかで行方ゆくえ不明になっても、道中でモンスターに食われた事にすればいくらでも証しよう拠こ隠いん滅めつが出来てしまう。

　俺が悩なやんでいる間にも応接間のドアがノックされ、残虐公とやらが今から来る事を告げられた。

　ヤバい、帰りたくなってきた。

「おいダクネス、やっぱちょっと仕切り直して、もう少し人を呼んで……」

　俺がそう言って立ち上がろうとしたその時だった。

　応接間のドアが開けられ、中に入ってきたのは……。




「お久しぶりですゼーレシルト殿どの。この度は、突とつ然ぜん押しかけてしまって申しわけない。しかし火急の用件だったのです……」

「ダスティネス卿きよう、ようこそ来られた。……話は既すでに聞いている。なんでもある薬の作製のため、私の爪つめが必要だとか。……そして、それを欲ほつするという事は、我が正体を知っているという事ですね？」




　お互たがいに丁てい寧ねいな挨あい拶さつを交かわし、早さつ速そく交渉に入る二人の貴族。

　だが俺には一つ、どうしても言わなければいけない事がある。

　俺は隣となりのダクネスに、

「おいダクネス。この人本当にこの国の貴族なんだよな？　お前らが長年その正体に気付かなかったって言ってたよな？」

　俺の言葉にダクネスは、

「なんだカズマ、今大事な話をしているのだ、邪じや魔まをするな。申しわけありませんゼーレシルト殿。この男は私の護衛にして仲間である冒ぼう険けん者、サトウカズマと申します」

「彼の事は聞いている。なんでも魔ま王おうの幹部を幾いく人にんも葬ほうむった冒険者だとか。外見はごく普ふ通つうの男に見えるが、人は見かけによらないとはよく言ったものだ……」

　俺はそんな二人に向けて。

「いや、なにシレッと話続けてるんだよ。おいダクネス、どこからどう見ても不ふ審しん者じゃん。なんで着ぐるみ着てるんだよ。これで貴族ってどういう事だ、どこからツッコんでいいのかわかんねえよ」

　俺は目の前にいるペンギンか何かの着ぐるみを指差した。
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　それはこの二人の貴族にとって触ふれてはいけない話題だったのか、シンとその場が静まり返った。

　そう、着ぐるみである。

　どこからどうみてもペンギンの着ぐるみである。

「おい、二人して黙だまってんじゃねーぞ。どうなってんだよこの国は。大貴族があのクレアって女とお前だったり、挙げ句の果てになんで着ぐるみが出てくるんだよ。コレの中身はちゃんと改めたのかよ」

　俺の言葉にダクネスが、気まずそうに顔を背そむけ、

「お前は伯はく爵しやくが着ている魔道具の事を知っているのか？　これは着ぐるみなどという物ではない、弾だん力りよく性や保ほ湿しつ、保温に優すぐれ、異国よりもたらされた優ゆう秀しゆうな防具だと聞いている。……というか我が国では、実力さえあれば多少の奇き行こうや変わった性せい癖へきなども許される。人類の命運を懸かけて魔王軍と戦っている我々には人材が必要なのだ」

「いや、明らかにここまで怪あやしいのはどうにかしろよ。魔王軍のスパイだって入り放題じゃねーか！」

　それを聞いた着ぐるみが、無む駄だに優ゆう雅がな仕草で俺達の目の前のソファーに腰こしかけ。

「まあ落ち着きたまえ、そう心配せずとも私は魔王軍などに加担はしない。そこは信じてくれたまえ」

「今のあんたを見て信じますなんて言う人がいたら、そいつは医者に行くべきだぞ」

　俺のツッコミに着ぐるみは、やれやれと肩かたをすくめ息を吐はく。

　その、無駄に人間臭くさい動きが実に腹立たしい。

「まあ少年、聞きたまえ。私の正体を知っているという事は、悪魔についても多少の知識はあるのだろう？　我々悪魔族にとって人間というのは共存共栄せざるを得ない、大切なパートナーなのだ。どうか私を信じてほしい」

「あんたを紹しよう介かいしてくれたバニルって悪魔は、昔俺達の事を美味おいしいご飯製造機だとか言ってたぞ」

　それを聞いた着ぐるみは、そのままピタリと動きを止めて。

「なんだ、バニル様のお知り合いか。ならもう面めん倒どうな駆かけ引きはいらんだろう。そうだな、お前達人間は我々の美味しい餌えさだ。お前達の悪感情が我々の糧かてとなるのだ。分かったらとっとと悪感情を寄よ越こせ、この礼れい儀ぎ知しらずのクソガキめが」

　こいついきなり口悪いな！

「ゼーレシルト伯、そこの男が無礼を働き申しわけない。あなたが悪魔だという事はアクセルの街の者にも言ってはいない。そして今後もあなたの正体は伏ふせておくと約束しよう。なので……」

　そんなダクネスの言葉に口の悪い着ぐるみは、ほほうと面おも白しろそうな声を上げる。

「確かダスティネス卿は熱心なエリス教徒だったと思うのだがね。悪魔の私を見み逃のがしてしまってもいいのかね？　しかもあなたは、この国きっての忠臣でもある。このような得体の知れない存在を放置しておくというのかね？」

　まるで試ためすような着ぐるみの言葉に、俺の方をチラリと見たダクネスが、えらく真ま面じ目めな顔になり。

「以前の私であったなら、とても看過できずにいたでしょう……。ですが、今の私はこの男によって本当に守らなければいけないものが何かを学ばされた。守るべきは貴族の誇ほこりではなく、力無い者達こそ守るもの。この男に清せい濁だく併あわせ吞のむという言葉を教えられ、今の私は多少は一いつ端ぱしの為い政せい者になれたつもりだ。そして……。カズマ、お前には礼を言う。お前がいなければ私は、頭の固いクルセイダーのままだった。以前の私であれば、ゼーレシルト伯の正体を知ったなら絶対に見過ごせなかっただろうな」

　そう言って、俺に向けてはにかんで。

「どうでしたかゼーレシルト伯。今の答えはあなたの満足いく答えだっただろうか？」

　やがてダクネスは、着ぐるみへと向き直った。

「……いや、そんな大層な事を聞くつもりもなかったのだが……。確かクルセイダーは、多少の神聖魔ま法ほうも使えるはず。だが、私を見み逃のがすとエリス教の信しん仰こう心しん的に、魔法が使えなくなったりしないかと気になっただけでして……」

　シンと静まり返る中。

「あの……。私は魔法が使えないので、そういった事は特に問題ないと言いますか……。心配してくれてありがとうございます……」

　恥はずかしそうに縮こまるダクネスに、

「いや、それならいいのですがね。おっと、そういった羞しゆう恥ちの悪感情はバニル様の好む味ですな。私の趣しゆ味みではないので、そういった悪感情は結構ですよ」

　着ぐるみの放った追い打ちで、顔を赤くしたダクネスがテーブルに突つっ伏ぷした。




「──さて、本題に戻もどそうか。私の爪が欲しいとの事だが、バニル様のような地じ獄ごくに本体を置いている大悪魔ならともかく、私の様に実体を伴ともなって顕けん現げんしている悪魔には、爪のひと欠片かけらだとしても大変な苦痛を伴う」

　優雅に足を組む着ぐるみが、威い厳げんのある声で言ってきた。

　この声と態度から漂ただよう大物臭しゆうがファンシーな見た目と相反していて頭にくる。

「そのことに関してですが、実は、あまり自由に出来るお金がなく……。今すぐにとは言えないが、ダスティネスの名にかけ、必ず支し払はらいます！　なので、どうか……」

　いつになく必死なダクネスに、着ぐるみは無言を貫つらぬく。

　バニルいわく、悪魔というのは契けい約やくごとに大変うるさいらしい。

　こんな口約束ではダメだということか。

　そんなダクネスに、俺は助たすけ舟ぶねを出すことにした。

「金なら俺が用意しよう」

「なっ」

　ダクネスが驚おどろき振ふり返る。

　こいつは俺が何のために付いて来たと思ってるんだろう。

　こういった時の交こう渉しようのためじゃなかったのか。

「俺はこう見えて結構な資産を持っている。その上、最近ではちょっとした先物取引なんかもやっていてな」

「お、お前……。ちょっと目を離はなした隙すきに、そんな事をしていたのか？　それはやめておけ、素人しろうとが手出しをすると破産するぞ！」

　心配するダクネスに、俺はチッチと指を振ふり、

「いいかダクネス、俺が集めた情報によると、今年は雪精が多くなると予想されている。つまり例年より寒くなる。その辺を考こう慮りよして、影えい響きようの出そうな農作物を幾いくつか見み繕つくろっているのさ。……しかも、その道のプロを雇やとってな」

「本当にどこで何をしているか分からない男だな、お前は……。その道のプロなんて、一体どこで知り合ったんだ……」

　俺を見るダクネスの視線に若じやつ干かん尊敬の眼まな差ざしが込められた。

　だがそんな俺達のやり取りを見ても、着ぐるみはピクリとも動くことなく。

「いや、金なら結構。というか、私の経営手しゆ腕わんはご存知でしょう。このような姿でも重宝される程度にはうまく領地を回し、多額の税を国に納めているよ。……ぶっちゃけその面においては、清貧で知られるダスティネス家よりも、ある意味国の役に立っていると言えるでしょう」

「う、うう……」

　この着ぐるみ可愛かわいい顔して意外と手て強ごわい。

「……なるほど。ならこれはどうだ。ダスティネス家の後押しで、領地を増やすっていうのは」

「おいカズマ、何を勝手な事を言い出すんだ！」

　着ぐるみは、俺を見ながらおかしそうに肩かたを揺ゆらす。

「いやいや、領地にも満足している。これ以上土地をもらってもね」

　こいつちっとも望みが見えない。

「おいダクネス、家格はお前のところの方が上なんだろ？　もっと強気に出て権力とかで押さえつけろよ」

「バカを言うな、清せい濁だく併あわせ吞のむとは言ったが、さすがにそんな事が出来るわけなかろう！」

「聞こえているよ」

　ヒソヒソやっていた俺達に着ぐるみがぽつりと告げる。

　くそ、こうなったら仕方がない。

「おいあんた、何も財産を寄よ越こせだの無茶を言っているつもりはないんだ。ほんの爪つめのひと欠片かけら。たったそれだけでいい、そうすれば、子供達も幸せ、俺達も幸せ、あんたも正体が知られなくて幸せ。どうだ、ｗｉｎｗｉｎの関係じゃないか」

「それは、私が脅きよう迫はくを受けているように思えて仕方ないのだがね」

　着ぐるみは興味深そうな声で、そしてなぜか楽し気に言ってくる。

　そう、これは脅迫だ。

「へへへ、ゼーレシルトさんよ。あんた知ってるかい？　アクセルの街にはな、悪あく魔まを見ると有う無むを言わせず血祭りにあげたがる凶きよう悪あくなアクシズ教徒のアークプリーストがいるんだよ。そいつが、あんたが断った事を知ったらどうなるか……！」

「おいカズマ、これはさすがにダメだろう！　どっちが悪魔か分からなくなってきたぞ！」

　着ぐるみは全身をもふもふと揺らしながら声を上げて笑い出した。

「ハハハハハ、さすがはバニル様のお知り合いだ！　なかなか面おも白しろいじゃないか、まさか悪魔を脅迫する輩やからが現れるとは思わなかったよ！　まあ、私にも欲はある。ただそれは、金や物などではないというだけだ」

　そんな着ぐるみの言葉にダクネスが、ハッとして顔を上げ。

「もしやこの展開は……！　体か！　私の体が目当てなのか！　子供達の命を救うため、私に体を捧ささげろというのだな！　おのれゼーレシルト伯はく、さすがは残ざん虐ぎやく公と呼ばれるだけはある！　可愛らしい着ぐるみなどで誤ご魔ま化かしながら、その中身はなんて卑ひ劣れつな……！」

「ち、違ちがう、そうではない。悪魔に性別はないし人間の体に興味もない、不当に貶おとしめるのはやめてもらおう！」

　初めて動どう揺ようを見せた着ぐるみは、

「君達は冒ぼう険けん者だろう」

　楽しそうにそう尋たずねると。

「なら、我々貴族の遊びに挑ちよう戦せんしてみる気はないかね？」

　威い厳げんある声とは裏腹の、可愛らしい姿で言ってきた。
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「実は貴族の間では、モンスター同士を戦わせ、それに金を賭かけるという悪あく趣しゆ味みな遊びがある」

　城の地下にある闘とう技ぎ場じよう。

　城の使用人にそこに案内されながら、俺はダクネスの説明を聞いていた。

「エルロードに行った時、あの王子がグリフォンを用意してきただろう？　強力なモンスターを手元に置くのは、一部の貴族の間ではステータスになっているのだ」

　あの着ぐるみも例に漏もれず、モンスターを蒐しゆう収しゆうしているらしく。

　そして、あの着ぐるみが出して来た条件が……。

「あの着ぐるみが飼っているモンスターと戦い、強さを示せ、か……」

　なんというか、これは俺がこの世界にやってきてから一番冒険者っぽいイベントかもしれない。

　子供達を助けるため、薬の材料を賭けて貴族が用意したモンスターと勝負し、それを手に入れる。

　これだけ聞くとかっこいい事はかっこいいのだが……。

「問題は、ダクネスだけで勝てるかって事だな」

　そう、相手が指名してきたのはダクネス一人。

「相手が何を考えているのかは分からないけど、お前一人がいいと名指ししてきた以上、油断はするなよ？　悪魔に性別はないとか言っていたけど、そんなもん分かんねえからな。女騎き士しをエロイ目に遭あわせて屈くつ服ぷくさせるだなんて悪役の一番やりたがりそうな事だし、一体どんなモンスターが待ち受けているか……」

　それを聞いたダクネスが、ブルッと身を震ふるわせる。

　普ふ通つうなら怯おびえているのかと尋ねるところだが……。

「お前、ちょっとだけ期待してるだろ」

「……し、してない」




　そんな俺の心配をよそに、普段と変わらないダクネスは俺と別れ、闘技場へと入って行った。

　城の地下に作られたその場所は、地球のローマ時代などに見られたコロッセオとかいうやつにそっくりだった。

　何十人もの人間が一度に戦える程度には広く、床ゆかにはむき出しの土が敷しき詰つめられている。

　俺はそのまま使用人に、着ぐるみが座る隣となりへと案内される。

　着ぐるみは闘技場に入ったダクネスに向け、興奮した様に言ってきた。

「ようこそ我がコロシアムへ！　普段は他ほかの貴族の人間達とここでモンスター同士の争いを見物するのだが……。今日の見世物はダスティネス卿きよう、あなただ！」

　この着ぐるみもテンションが上がっているのか派手な仕草で闘技場の観客席で宣言する。

　俺達以外には使用人以外に観客は誰だれもおらず、広々とした空間は、何かの魔道具なのだろう、地下にもかかわらずまるで昼間の様に煌こう々こうと光で満たされていた。

「いいだろう、ゼーレシルト伯！　この私は神に仕える者にしてクルセイダー。たとえあなたがどんなモンスターを連れてこようと、私は決して屈くつしはしない！」

　闘技場の中央に立つダクネスが、着ぐるみに負けないぐらいにノリノリで、若干頰ほおを赤く染めながら言い返す。

　……何だろう、気のせいだろうか。

　こいつら二人はお互たがいに、すごくワクワクしている様な気がする。

「さすがは由ゆい緒しよ正しきダスティネス！　素す晴ばらしい、素晴らしいぞ！　あなたの様な高貴で誇ほこり高い人間を屈服させた時の、恥ち辱じよく、屈くつ辱じよく、劣れつ等とう感！　そういったものこそが我が愛すべき悪感情！　さあ気高きクルセイダーよ、我が前にその力を示せ！」

　着ぐるみが興奮して叫さけぶと、闘技場の奥につながる鉄てつ格ごう子しが開かれた。

　俺と着ぐるみが闘技場の中央に仁に王おう立ちしているダクネスを見下ろす中で、そんなダクネスの前には……。

「まずは小手調べだ、ダスティネス卿。このゴブリンの群れを相手に、あなたの実力のほどを見せてもらおう！」

　着ぐるみの言葉と同時に、一ダース近いゴブリンの群れが現れた！
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　着ぐるみが開始を告げて、もう十分ほどが経たっただろうか。

「「これは酷ひどい」」

　俺と着ぐるみは二人揃そろって呟つぶやいた。

「くっ、私としたことがゴブリンごときに取り押さえられるとは……！　この卑いやしい小こ鬼おにどもめ、私を動けなくしてそれから一体どうするつもりだ！」

　闘技場の真ん中では、散々剣けんを振り回したにもかかわらず、ゴブリンを一いつ匹ぴきも倒たおせなかったダクネスが、多勢に無勢で取り押さえられ地面に引き倒されていた。

「これは一体どうしたことだ、ダスティネス卿……。あなたはこの国の大貴族にして、しかも数多あまたの魔ま王おう軍幹部を討うち取った者。それが、ゴブリンの群れごときに後おくれをとるはずがない……。いや、そうか！」

　何かを呟つぶやいていた着ぐるみは、一人納なつ得とくしたかのように頷うなずくと。

「なるほど、これが余興だということを分かっていたと！　確かにあなたが本気を出せば、ゴブリンごときなど一いつ蹴しゆう出来てしまうだろう。だが、それでは私を楽しませる事も出来ず、なんの余興にもならない……」

　更さらに何ごとかを呟き始めた着ぐるみは不思議そうに首を傾かしげ。

「しかも、屈くつ辱じよくの悪感情も劣れつ等とう感も全く感じられる事がない……。なるほど、なるほど……。つまり、自らは攻こう撃げきしないからどんなモンスターの攻撃でも耐たえてみせるという事か！」

　なんか勝手に勘かん違ちがいしたらしい着ぐるみは、重々しい声でダクネスに問う。

　見れば組み伏ふせられたままのダクネスは、そんな着ぐるみに不敵に笑い。

「我が剣けんをこんなゴブリンごときの血で汚よごすわけにはいかんのだ。我が剣は、ゼーレシルト伯はくのモンスターを傷付けるためにあるのではない。この国を守るためにあるのだ！」

　なんかカッコいいこと言ってるが、あいつ素す早ばやいゴブリンにちっとも剣が当たらなかっただけだろう。

「どうやらゴブリンでは実力の欠片かけらも出してもらえないようだな。……ゴブリンどもよ、下がるがいい！」

　着ぐるみの事は上位種のモンスターと見ているのか、ゴブリン達はダクネスを解放し、素直に奥へと戻もどっていく。

　それを満足そうに見送ると、

「ダスティネス卿きよう、これはあくまで警告だ」

　着ぐるみが、声だけにプレッシャーを纏まとわせて重々しい声で宣言した。

「私がこれから解放するのは、クルセイダーの天敵でもあるモンスター。絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆにすら指定されていた存在で、一時は女騎き士し殺し、姫ひめ騎士殺し、その他さまざまな称しよう号ごうを得た、今や伝説の存在となったモンスターだ」

「な、なんだと！」

　どこか期待に満ちた表情で、ダクネスがなんだかソワソワしだす。

　それを怯おびえと見て取ったのか、着ぐるみも若じやつ干かんノリノリで、

「そう、もちろんその名は聞いた事があるだろう！　女の敵で知られるモンスター……」

「待て、今、女の敵と言ったな!?　まさか……、魔改造スライム？　それとも、ローパー……。いや、絶滅危惧種などと言っていたが、まさか、貴様っ！」

　興奮で上うわ擦ずった声を上げるダクネスに、ますます機き嫌げんを良くした着ぐるみが手を挙げた。

「どうやら何が出てくるのか察したようだな！　お前達クルセイダーの天敵にして、かつてはゴブリンとも並んだ超ちようメジャーモンスター！」

　その言葉と共に、闘とう技ぎ場じように隣りん接せつしていた檻おりがガチャンと開く。

「いでよ、純血のオークのオスよ！　世のあらゆる女達に恐おそれられる、お前の力を見せてやれ！」




　現れたのは、すでに絶滅したと思われていた、オーク先せん輩ぱいだった。




　檻から飛び出してきたのは二匹ひきのオーク。

　その二匹のオーク達は、赤い顔をして身を震ふるわせるダクネスに強い警けい戒かい感かんを示していた。

「なんという事だ、すでに絶滅したと聞かされていたオークのオスがまだいたとは！」

　歓かん喜きとも悲鳴とも取れるダクネスの言葉に、着ぐるみが上機嫌で笑い声を上げる。

「ハハハハハッ！　さあ楽しませてくれ！　女に飢うえたオークどもにねじ伏せられ、気高い魂たましいを持つエリス教クルセイダーが屈服する、その姿を！　恥ち辱じよくにまみれた最高の悪感情を！」

　オーク対女騎士。

　なんてことだ、女の子を助けるために薬の材料を調達するクエストに続き、ここにきて異世界イベントが目白押しじゃないか！

　これからダクネスが大変な目に遭あわされるかもしれないのに、どうしてこんなにドキドキするのか。

　実際に手て籠ごめにされてしまうのは許せないが、ちょっといたぶられる程度なら、本人も満まん更ざらでもなさそうだし少し見守っていてもいいんじゃないかと思えてしまう。

「くそ、なんてことだ！　助けに行きたいのは山々だが、ここで俺が手助けするとせっかくのお前の頑がん張ばりが無む駄だになる！　ダクネス、頑張れ！　オーク先輩なんかに負けるんじゃないぞ！」

「なぜお前はかぶりつきで見ているんだ！　手伝われても確かに困るのだが、そうもワクワクした表情で期待されるのも複雑なのだが……！」

「いいぞ、かかれ、オークども！」

　着ぐるみの号令に、オーク達は顔を見合わせ……！

　豚ぶたのような尻しつ尾ぽを丸めると、ジリジリと檻に後退した。

「おいダクネス、どうしたんだ！　お前オーク先輩に何かしたのか!?　昔、金に物をいわせてオークの子供をさらってきて、いたずらとかしたんじゃないだろうな！」

「誰だれがそんな事をするか、私を痴ち女じよ扱あつかいするのはいい加減やめろ！　というか、こやつらなぜか私に怯えを見せているのだ！」

　これは一体どういう事だ。

「おいどうなってんだよ着ぐるみ、もっとちゃんと躾しつけておけよ！」

「なぜそんな事を貴様に言われねばならぬのだ！　これは一体どういうことだ、なぜオーク達が怯えている……！　……そうか、クルセイダーの持ち前の聖なる加護により、邪じや悪あくな存在であるところのオーク達が恐れをなしているのだな！」

　俺はその言葉にはたと気付いた。

　ああ、そうか。

　あのオーク達はきっと、子供の頃、オークのメスにトラウマを植え付けられたのだ……。

「もういい、お前達には荷が重い様だ、下がるがいい！」

　着ぐるみの言葉に、オーク達は足早に引っ込んでいく。

「どうしたゼーレシルト伯はく！　私を屈服させるのではなかったのか！　この程度で残ざん虐ぎやく公だとはガッカリさせる！」

「ぐぬう……！」

　不完全燃ねん焼しよう気味のダクネスが赤い顔をして着ぐるみを煽あおる。

　あいつ本来の目的忘れてるんじゃないだろうな。

「フフフ、クハハハハハハ！　期待以上だダスティネス卿！　ゴブリンやオークではどうやら話にならんらしい。かくなる上は、この私自ら相手をしよう！」

　こいつマジかよ！

「まさかその着ぐるみで戦う気かよ、諦あきらめるのはまだ早いんじゃないのか？　ほら、いるんだろもっとヤバいのが！　オーク先輩がいたぐらいなんだし、魔改造スライムとかローパーとかさあ！」

「確かにそれらのモンスターもいないことはないが。しかし、醜しゆう悪あくなオークを見ても気き丈じようにも耐えるのだ、その程度のモンスターではもはや効果もないだろう。なぜならば……、先ほどからダスティネス卿からは恐きよう怖ふや焦あせりの悪感情が一いつ切さい漂ただよってはこないからだ！」

　いや効くよ、超効くよ。

　あいつには凄すごく効果があると思うよ。

　だが着ぐるみは、その身に反した身軽さで闘技場へと飛び降りた。

「なあっ!?」

　突とつ然ぜんの着ぐるみの乱入に、驚おどろいたダクネスが小さく声を上げる中。

「さあ力を示すがいい、ダスティネス卿！　あなたを屈服させ、最高の悪感情を食くらうとしようか！」

　ファンシーな着ぐるみがダクネスへ、両手を広げて襲おそい掛かかった！
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「……面めん目ぼくない」

「本当だよ」




　ゼーレシルト伯はく爵しやくの城から出た俺達は、しょんぼりとしたダクネスが操あやつる馬車に乗り、この小さな街で宿を探していた。

「……お前、まさかあそこまであの悪あく魔まと相あい性しようが良いとは思わなかったよ」

　御ぎよ者しや台だいの隣となりから、ダクネスに言葉をかければ。

「…………面目ない」

「本当にな」

　残虐公ゼーレシルト。

　ダクネスと実際に戦ってみれば、その名に恥はじない悪魔だった。

「…………まさかお前が、我を忘れてあんなプレイを楽しむだなんて……」

「おい、卑ひ猥わいな言い方はやめてもらおうか！　私だってあんなのは初めてだったのだ！　まさかあんな愛らしい見た目の中から、あんな存在ものが飛び出してくるだなんて……」

　あの後、ダクネスに襲い掛かった着ぐるみは。

　背中のファスナーが開いたかと思うと、中から……。

「いやまあ、俺としては得した気分になったからいいけどさ……」

「忘れてくれ！　ああもう、バニルといいゼーレシルト伯といい、悪魔というのは苦手だ！」

　ダクネスの名めい誉よのために、何があったのかは思い出さないでおくが……。

「悪魔には、性別がないのだけは助かった……」

「お前、俺の事好きだとか言っといて……」

　俺の非難の視線を受けて、ダクネスが思わず目を逸そらす。

　しかしこれからどうしたものか。

　あの着ぐるみからすればダクネスを恐きよう怖ふさせようとしたのだろうが、この女は殊ことの外ほか喜んでしまい。

　着ぐるみは望みの悪感情が得られなかったとして機嫌を損そこね、帰ってしまった。

　この分ではもう一度交こう渉しようしようとしても取り次いでもらえるかどうか……。

　と、俺がそんな風に悩なやんでいると、馬車の正面にどこか見覚えのある盗とう賊ぞくの姿があった。

「おいダクネス。あれ見ろよ」

「……本当に、面目ない……。……ん？　あれはクリスか？　どうしてここに？」

　俺達の前で馬車に向け手を振ふっているのは銀ぎん髪ぱつの盗賊にして俺のお頭かしらこと、クリス。

　なぜこの街にいるのかは分からないが、一つだけ理解出来た事がある。

　クリスはこちらに駆かけ寄ると、未いまだしょんぼりと落ち込んでいたダクネスに。




「やあ親友！　助けに来たよ！」




　そう言って、満面の笑えみを向けてきた。
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「助手君助手君！　見て見て、大きい宿屋があるよ！　今夜はあそこに泊とまろうか」

　俺達と合流してからというもの、先ほどからやたらとテンションの高いクリスが言った。

「お頭ってあんなところに泊まる金持ってるんですか？　俺のイメージだと、稼かせいだ金はパッと使っちゃう印象があるんですが」

　御ぎよ者しやを務めるダクネスの後ろで、俺とクリスはキョロキョロしながら今夜の宿を探していたのだが。

「お金なんてあるわけないじゃん。持ってたお金は大半をエリス教会に寄付して、残りはパッと飲んじゃったよ」

「ダメじゃないですかお頭。じゃあ今晩どうするんですか？」

　そんな俺の問いかけに、クリスはにひひと笑みを浮かべ。

「ねえ助手君、あたし達ってそんなよそよそしい間あいだ柄がらだった？　一いつ緒しよに夜の街を走り回った仲じゃない。あたし達、もう立派な仲間だよね？　なら泊まる所も一緒でなきゃ！」

　つまり宿代奢おごってくれって事か。

　別にそれぐらいは構わないのだが、俺が答えるより先に、ダクネスがこちらを振り向くと。

「クリスの分は私が出すさ。なにせ、わざわざアクセルから手助けのために来てくれたんだ。……しかしクリス、相変わらずエリス様に対する信しん仰こうが篤あついのは良いことだが、少しは将来のことも考えて貯ちよ蓄ちくをしておいた方がいいぞ？」

「やったね、ダクネスありがとう！　まあ将来の事はボチボチ考えるよ」

　そう言って、御者台の後ろからダクネスの首に抱だき付くクリスに、

「ありがとうではないぞ。というか私は、お前が一番心配だ。私は実家があるし、ここにいるカズマは屋や敷しきを持っている上に資産はある。アクアやめぐみんも、この男が養ってくれるだろう。だがクリス、お前は普ふ段だんどこにいるのだ？　住んでいる場所も不特定で、貯金も全く持っていない。冒ぼう険けん者らしいといえばそれまでだが、そろそろ私達の屋敷に住むというのは……」

「い、いやダクネス、あたしなら別に大だい丈じよう夫ぶだから！　こう見えて泊まるとこなら色々あるし、まあどうにでもなるよ」

　ダクネスの説教にクリスが僅わずかに視線を逸そらす。

「だから、そのどうにでもしているのを教えろと言っている！　まさか、また犯罪紛まがいの事をしているんじゃないだろうな？　お前が捕つかまってしまったら、私だってそのまま見過ごすわけにもいかないのだぞ。昔の私ならともかく、今では権力を使って多少の口くち利ききをするぐらいやってしまうだろう。あまり私にそのような事をさせないでくれ」

「どうしちゃったのさダクネス!?　あの頭の固いダクネスが、なんでそんな……。ねえ、キミのせいでしょ！　キミがダクネスを不良の道に引き込んだんだね！　返してよ！　あたしの無む垢くで純じゆん粋すいで結構抜ぬけてるとこがあって騙だまされやすいダクネスを返してよ！」

「俺のせいにしないでくださいお頭、こいつは昔から大体おかしなところがありましたって」




　──俺達が街の入り口で騒さわいでいると、夕方の時刻を知らせる鐘かねが鳴る。

「お頭、そろそろ下見に行きましょう。それによく考えたら、宿は必要なさそうです。薬を必要としてる子がいますからね、仕事を終えたらそのまま急いで街を出ましょう」

　せっかくクリスが来てくれたのだ、となればやる事は決まってる。

　それはもちろん……。

「うう、私は犯罪の片棒を担かついでしまうのか……。とうとう自らの手で……」

　先ほどからずっと葛かつ藤とうしているダクネスが、頭を抱かかえぶつぶつと呟つぶやいていた。

「まあまあダクネス、これも女の子を助けるために必要な事なんでしょ？　だったら仕方ないよ。ゼーレシルトって人には申しわけないけど、薬の材料とやらをちょうだいしよう！」

　そう言って、ダクネスの肩かたをポンポンと叩たたいてクリスが言った。

　クリスがここに来た理由。

　それは、本人いわく『なんとなく』らしい。

　だが俺は知っている。

　ダクネスが、旅に出る前にエリス教会に行き祈いのりを捧ささげていた事を。

　つまり……。

「お頭、何だかんだで面めん倒どう見みがいいですね」

「……？　よく分かんないけどありがとう？」

　ちなみに、これから悪あく魔まの城に乗り込むというのになぜこんなにもクリスは穏おだやかなのか。

　それはもちろん、まだクリスにはあの着ぐるみの正体を教えてないからだ。

　というのもダクネスいわく、クリスは悪魔やアンデッドを見ると我を失い襲おそいかかる習性があるから、出来るだけ黙だまっていてくれと言われたのだ。

　まあクリスの正体を知っている俺としても、盗ぬすみに入るだけでなく、あの着ぐるみを始末するとか言われても困るので了りよう承しようした。

「それよりお頭、あんまりキョロキョロしないでください、田舎いなかの子じゃないんですから。銀色の髪かみも相まってえらい目だってますよ」

　普段ソロ活動が多いクリスは、久々のパーティーということでテンションが上がっているのか、お上りさんよろしくあっちこっちに興味を示し、ソワソワしていた。

　そんなクリスにダクネスが、

「以前から気になってはいたのだが、お前達二人はいつの間にそんなに仲良くなったんだ？　気が付いたら盗賊団なんて真ま似ねをやっているし、私が記き憶おくする限り、二人には接点などなかったはずなのだが……」

　こちらを探さぐるようなダクネスの脇わきを、クリスがニヤニヤしながら指でつつく。

「どうしたのダクネス、あたしと助手君の関係が気になるの？　そういえば、ダクネスと助手君が一体どこまで進んだのかまだ聞いていなかったね。何ならそれと引き換かえに、ダクネスの質問に答えても良いけど？」

　余計な事を言い出したクリスの言葉にダクネスが俺の方をちらりと見て顔を背ける。

　そんなダクネスの様子に、クリスが俺に囁ささやきかけてきた。

「ねえ助手君助手君、なんかダクネスの様子がおかしいんだけど、キミ、一体何をしたのさ？」

　さすがは親友、どことなくぎこちない俺達の関係に気付いた様だ。

「俺は何もしてませんよ。むしろ何もしなかったからこんなにギクシャクしてるわけで。まあ簡単に言うと、ダクネスに告られたんですけど、俺はめぐみんと良い感じになったからって振ったというか……」

「ええっ!?　助手君てばダクネスを振ったの!?」

　クリスの言葉に、手た綱づなを握にぎっていたダクネスの背中がビクンと震ふるえた。

「お頭、声がデカいですって！　ただでさえギクシャクしてるのに、なんで大声でそんな事言うんですか！」

「だって！　だって……！」
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　御ぎよ者しや台だいの後ろから見る限りダクネスに変化は見られないが、耳の辺りがほんのりと赤くなっている気がする。

　ほらみたことか、これ絶対ダクネスも気にしてるって！

「助手君、つまりキミってめぐみんと付き合うようになったってこと？」

　何だかワクワクした表情で、クリスが顔を近づけて囁ささやいてくる。

「いや、今のところはまだ仲間以上恋こい人びと未満って感じですかね」

「なに、その煮にえ切らない関係は。ねーめぐみんとはどこまでいったの？　チューはしたの？」

　なんだろうこの女め神がみ様は。

　どうしてこんなに色事に好こう奇き心しん旺おう盛せいなんだろうか。

　俺達のヒソヒソ話が気になるのだろう、先ほどから前を見て手た綱づなを握にぎっているダクネスが、耳だけをピクピク動かしていた。

「めぐみんとはまだ何もしてないですよ……」

　一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったり、手を握り合ったり、布ふ団とんで抱だき合ったりはしたけれど。

「意外だね、助手君ってもっとこう、やりたい盛りの男の子みたいに、グイグイいくもんかと思ってたよ」

　すいません、グイグイいったりもしています。

　まだ責任を取るのと最後に至る根こん性じようがないだけです。

「そっか、それならダクネスにもまだチャンスがあるね」

「いや、俺は結構誠実な男ですよ？　そんな焚たき付ける様な事言われても……」

　そう、ダクネスの好意に対し、断った時は辛つらかった。

　正直泣きそうになってしまった。

　……いや、その後色々盛り上がった俺が言う事でもないのだが。

　と、口元に笑えみを浮うかべたクリスは、

「でもキミって、案外責任感強いし、最後にはほっとけないタイプでしょ？　一線を越こえたりしたら、責任ぐらい取るんじゃない？　だったら、その、もしダクネスと、今度はほっぺたなんかじゃなく、ちゃんとしたキスでもしちゃったら……！」

　そんな事を言いながら、うりうりと肘ひじで俺のわき腹を……。

「ダクネスとはもうちゃんとしたキスは済ませましたよ」

「ねえちょっと待って、どういう事!?　めぐみんとそんな関係になったんじゃなかったの!?　めぐみんとはまだ何もしてないのに、なんでダクネスとはそんな関係になってるの!?　あたしが子供だから、キミが言ってる事がわからないの!?」

　驚おどろくクリスをそのまま放置し、

「おいダクネス、あそこの空き地なんか馬車を停とめておくのにいいんじゃないか？　人通りも多くなさそうだし」

「そうだな、あそこでいいか」

「ねえちょっと誤ご魔ま化かさないでよ！　教えてよ！　ねえダクネス、あたし達親友なんだから、一体何がどうしてキスする事になったのか教えてよ！」

「おいカズマ、お前は一体何を教えている！　クリスもその事を聞くのはやめろ！」

　赤くなったダクネスが、振ふり返りながら慌あわてて言った。
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　馬車を空き地に停めた後、クリスがダクネスを質しつ問もん攻ぜめにし。

　その後、逆にクリスがダクネスから、普段何をやっているのかと、色々と質問攻めにされたりしながら時間を潰つぶし……。

　そして今。

　夜の帳とばりが下りた頃ころ、俺達は再びゼーレシルト伯はく爵しやくの城の前へとやってきていた。

　さて、クリスと一緒に何度も侵しん入にゆうを繰くり返したせいか、そろそろ建造物に忍しのび込むのにも慣れてきた今日この頃ごろ。

　この城はどうやって攻こう略りやくすべきか……。

　俺が頭を悩なやませていると、クリスと同じように口元にマスクを巻いたダクネスが、くいくいと俺の服を引っ張ってきた。

「なあカズマ、一体何を悩んでいるんだ？　もうここまで来たら乗り込むしかないだろう。こうしている今も子供達が苦しんでいる。……覚かく悟ごは出来た。行くのなら早くしよう」

　若じやつ干かん焦あせりを滲にじませながら、ダクネスがヒソヒソと囁いた。

　今のダクネスは重い鎧よろいは外させてある。

　鎧の下に身に着けていた黒の全身タイツが妙みようにエロく、俺達よりよほど盗賊っぽい。

「いいかダクネス、俺達はプロだ。そしてお前はこういった事には専門外。なら、ここはプロである俺達の言う事を聞くべきだ」

「そうだよダクネス、ただでさえお嬢じよう様さまなんだからこういった事には疎うといでしょ？　大だい丈じよう夫ぶ、クリスさんに任せときなさい。なんせあたしと助手くんは、王都のお城にだって侵入したんだから」

　俺達が自信満々で言い放つと、ダクネスが疑ぎ惑わくに満ちた視線を向ける。

「あの時は確かに城に乗り込んできたが、思い切り追い回されていたじゃないか」

　的確なダクネスのツッコミにクリスが慌てて俺を指差す。

「あれはだって助手君が……！」

「お頭、今はそんな昔の事をほじくり返している場合じゃないですよ。こうしている間にも子供達が……」

「それはそうなんだけど、キミが言うなよお！」

　騒さわがしいクリスをよそに、俺は千里眼を発動させて侵入経路に目星を付ける。

　高い外がい壁へきに囲まれたこの城は、正面にある城門は完全に閉とざされて、裏口みたいな物もない。

　外壁の中に侵入するのにまさか地面を掘ほるわけにもいかず、となれば残された道は……。

「お頭かしら、ロープはありますか？」

「もちろんあるよ。ロープは盗とう賊ぞくの嗜たしなみだからね」

　俺とクリスは頷うなずき合うと、どこからともなくロープを出した。

「お前達二人は普ふ段だんからそんな物を持ち歩いているのか？　いや、侵入を考えていたのだから、そのために用意しておいたのか……」

「違ちがうよダクネス、盗賊ならこんな物ぐらいはいつでも持ってなきゃ」

　そんなクリスの言葉にダクネスが一いつ瞬しゆん固まり、

「お頭、ほら、こいつはお嬢様育そだちですから常識が……」

「あ、そっか、ごめんねダクネス」

　俺とクリスのやり取りに、なんだか納なつ得とくいっていなさそうなダクネスが、それでも大人しく付いてきた。

　城の前には門番がいるが、それを取り囲む外壁には目が行き届いてはいないようだ。

　城の側面に回り込んだ俺達は、鉤かぎ付きロープを放り投げ、引っかかった事を確かく認にんする。

　そんな俺とクリスの様子をダクネスが感心しながら眺ながめていた。

「なかなかに鮮あざやかな手並みだな？」

　そんなダクネスの声を聞きながら、俺とクリスはそれぞれが、投げたロープにしがみついて颯さつ爽そうと……。

「クソ、ロープが滑すべって結構キツイ！」

「助手君、あたしの腕わん力りよくだとこのロープじゃ登れないよ！」

「お頭、ロープを途と中ちゆうで何カ所か結んで、玉を作りましょう。こうすればちょっとは登りやすいと思います」

　そんなもたもたしていた俺達を見て、

「なあ二人とも、多分私の力ならそのロープでも登れると思う。私が先に登って引きあげようか？」

　ダクネスがおずおずと、そんな提案をしてきた。

「おいダクネス、素人しろうとが浅い考えで口を出すんじゃない」

「そうだよダクネス、一瞬の油断が命取りだよ。初心者は経験がないから、一見簡単そうに見えるんだよ。いいからあたし達に任せといて？」

「そ、そうか、すまない。余計な口を挟はさんでしまったな」

　しかし、せっかくやる気はあるのだ。

　その心意気をくみ取った俺達は、ダクネスに先に行ってもらうことにした。

　腕力だけでロープをよじ登ったダクネスに、無事引っ張り上げてもらった俺達は、慎しん重ちように城内へと侵入する。

「さて、それじゃダクネス。あたし達の最さい後こう尾びに付いてきて？」

「俺とお頭は潜せん伏ぷくスキルが使えるが、お前はもちろん使えない。俺の手を離はなすんじゃないぞ？」

「わ、分かった！」

　俺の手を素直にギュッと摑つかむダクネスに、

「よし、今日のお前は俺の後こう輩はいだからな。俺の事はカズマ先せん輩ぱいと呼べ」

「カズマ先輩」

「そうだ、カズマ先輩だ」

　あれ、なんかこの呼ばれ方はちょっといいな。

「なあダクネス、もう一回言ってくれ」

「カ、カズマ先輩」

「ねえ助手君、アホな事して遊んでないで、さっさと行こうよ」

　ダクネスに何度も名前を呼ばせていると、クリスから止められた。

「お頭だって俺という優ゆう秀しゆうな部下を得た際、何度も名前を呼ばせたクセに」

「それはそれ、これはこれで。それより助手君、先を急ごうよ」

　気を取り直した俺は、新入りのダクネスに解説を。

「いいか新入り、こういった時に城主がいる可能性が最も高いのは最上階だ。偉えらい人やボスなんかは高いところに住みたがる習性がある」

　俺の完かん璧ぺきな推測にクリスが無言のままウンウン頷うなずき、

「いや、私は何度かここに来たことがあるが、確かゼーレシルト伯はくはモンスターのいる闘とう技ぎ場じように好んで住んでいたはずだ。まずはそこへ行くとしようか」

　そして新入りのダクネスが、そんな事を言ってき……。

「いいかダクネス、俺達はあくまで一いつ般ぱん的な予想を言っただけだ。もちろんこの城の城主の居場所はわかっていたさ。なんせ俺達には敵感知スキルがあるからな」

　俺の言葉にクリスが再びコクコク頷うなずく。

「そ、そうか、すまない。また余計な事を言ったようだ」

　慌あわてて謝るダクネスに、

「いや、いいんだ。お前は素人しろうとなんだからしょうがない。それに、素人ならではの新しい考えも出てくる時があるからな。気になった事があったらもっと言ってくれてもいいぞ。それじゃあまずは、地下に行くとしようか。と、その前に……」

　俺達の目の前には、城内へと通じる扉とびらがあった。

　このような辺境の街であるためか、外がい壁へきの正門前には門番がいたのに、この扉の前や向こう側には人の気配を感じられない。

　辺境であり、あまり見張りの必要性もないためか、それとも城主が悪あく魔まだから特に警けい戒かいも必要ないのか……。

「ここはあたしの出番だね。開かい錠じようスキルでちょちょいと開けてあげよう」

　自信たっぷりのクリスがそう言って前に出て……。

「助手君、大変だよ！　この扉、鍵かぎ穴あながないんだけど！」

「マジですかお頭かしら、どうすんすか。これってひょっとして、合言葉とかで開く魔法の扉とかじゃないですか？」

　いきなりの難関にぶち当たった俺達は、ヒソヒソと言葉を交かわす。

　と、その時だった。




「いや、この手の扉は、こうして……」




　そんな俺達の隣となりをすり抜ぬけて、ダクネスが扉を持ち上げた。

「古いタイプの城によく使われる、持ち上げ扉だ。結構な重さがあり、誰だれかが持ち上げていないと入れないため、侵しん入にゆう者の群れを阻はばむ事が出来る優すぐれ物……。ど、どうした二人とも……」

　無言の俺達二人を見て、ダクネスが戸と惑まどいの表情を見せる。

「おいダクネス、もし罠わながあったらどうするつもりだ。今回は俺の運が良かったから、そのおかげで罠が無くて良かったものの……」

「そうだよダクネス、こんな無造作に開けるだなんて何考えてるのさ。あたしの幸運がアクセルで一、二を争う高さだから、罠なんてなかったけどさ」

「す、すまない二人とも、確かに考えなしだった」

　素す直なおに謝るダクネスに、

「いいんだ、だって素人だからな。でもこれからは、ちょっとお前先に行ってくれ」

「そうだね、素人だけど今回だけはダクネスに先行させてあげるよ。プロのあたし達がサポートしてあげるから心配ないよ」

「そ、そうか？　ならそうさせてもらうが……」

　ダクネスは、そう言って小さく首を傾かしげながら前を行く。

　その後、何度かこの城に来たことがあると言っただけはあり、あちこちに灯ともされた僅わずかな明かりを頼たよりにし、淀よどみなくダクネスは進んでいった。

「助手君助手君、これあたし達ってかえって邪じや魔まになってない？」

「お頭、これからですよこれから。ダクネスは何だかんだ言ってところどころ抜けてますからね。俺達プロがしっかりフォローしてやらないと」

　先ほどからフォローされまくりのような気もするが。

　と、その時だった。

　俺とクリスの足が同時に止まる。

　前方にモンスターのいる気配を感じたからだ。

　そういえば、あの着ぐるみはモンスターに指示を出していた。

　さすがに城の外の警備は人間の兵士にさせているようだが、城内は飼っているモンスターにやらせているようだ。

「おいダクネス。この先の地下に続く階段でモンスターが見張っている。お前じゃ攻こう撃げきが当たらないだろう。ここは俺かお頭が行く。お前は誰か来ないか見張っていてくれ」

「わかった！　今度こそお前達の実力を見せてもらおう！」

　顔中を期待でワクワクさせるダクネスに、俺とクリスはピッと親指を立てると潜せん伏ぷくスキルを使いながら気配のする方へにじり寄る。

　そこに立っていたのは……。

「助手君助手君、オークだよ！　昔、絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに指定されていたモンスター、オスのオークだよ。あれ、倒たおしちゃってもいいのかな？」

　おそらくは、過去にメスのオークによほど酷ひどいトラウマを植え付けられたのだろう。

　そこには、人型のメスが苦手な二匹ひきのオーク先せん輩ぱいの姿があった。

「オーク先輩は出来れば残しておきたいところですよね」

「ねえ、オーク先輩って何？　……でもまあわかったよ、ここはあたしが前に出ようか。あのオーク達はメスが苦手なんでしょ？　あたしがバインドを食くらわせに行くから、助手君はダクネスと一いつ緒しよに辺りの警戒を任せるよ」

　クリスはそう言うと、腰こしからバインド用のロープを取り出して……！




　オークの前に出た瞬しゆん間かん、あっという間に取り押さえられた。




「助手君！　助けて、助手君！」

　オーク達に取り押さえられたクリスがポンポンと装備を剝むかれていく。

「話が違ちがうよ助手君、このオーク達は女が苦手なんじゃなかったの!?　ちょ、待って！　やめて、助手くーん！　ダクネース！　剝かれる、剝かれる！」

　あっという間に装備を剝はぎ取られ、残すところホットパンツとシャツ一枚にされたクリスを助けに、俺とダクネスが駆かけ出した！




「うっ、うっ……。ありがとう、危あやうく大変な事になるとこだったよ……」

　下着姿でへたり込み、めそめそと泣くクリスの隣には、俺のバインドで拘こう束そくされたオーク達が転がっていた。

[image: ]

「というかこいつら、助けに入ったダクネスを見た際には怯ひるんでいたから、女が苦手って事は変わりないよな？　つまり、男の子みたいな格好をしてる、クリスの事を……」

「シーッ！　おいカズマ、それ以上は言うんじゃない！　ほらクリス、もう大だい丈じよう夫ぶだから服を着ろ」

　ダクネスはそう言いながら、クリスの装備を拾い集める。

「うう……。ねえダクネス、あたしもう、お嫁よめにいけない……」

「大丈夫だクリス、モンスター相手だからノーカンだ、ノーカン」

　そう言いながらも、ダクネスがちょっとだけ物欲しそうな目でオークの方をチラチラと見ているのが少し気になる。

「何にしても、お頭が体を張ってくれたおかげで地下に侵入する事が出来ますね。それじゃあ、行こうか！」




　　　　３




　城の地下は、夜だというのに俺達が昼間来た時よりも明るく、そして、そこかしこにモンスターの気配が感じられた。

「ねえ助手君、この城なんだかおかしいよ？　二人から話を聞いてた、モンスターを飼ってる貴族って割には、オークが堂々と放し飼いにされて門番みたいな事をしてたり。その辺から感じられるモンスターの気配もそこら中を動いてるから、檻おりに閉じ込められてるようには思えないんだけど……」

　そりゃあ、ここは悪魔が支配している城ですから。

「それには理由があるんですが、今はその話は置いておき。極力戦せん闘とうは避さけていく方向で」

　おそらくあの着ぐるみは、ボスの習性として最奥にいるはずだ。

　その言葉にダクネスが頷うなずくのを確かく認にんすると、俺達はコソコソと進んで行った。

「敵感知スキルでモンスターを捕ほ捉そくし、潜伏スキルで隠かくれているとはいえ、一度ぐらいの戦闘は避けられないと思っていたのだが……」

　不思議そうに呟つぶやくダクネスに、

「今のところは順調だな。どうだダクネス、俺とお頭にかかればこんなもんだよ」

「そうだね、助手君、あたし達二人の運の良さにかかればこんなもんさ」

　……。

「……その割には先ほどから、外壁で苦戦したり、扉を開けるのに苦戦したり、オーク相手に苦戦したりと、その……」

「おいダクネス、それ以上は言うな。失敗は誰にでもあるさ。お前だってここに来る道中、シルフィーナをアクセルに呼んだせいで途と中ちゆうで感かん染せんしてしまったのか、って、夜中悩なやんでいた事は知ってるんだぞ。しかもその病が子供達に広まって、悔くやんでいたじゃないか。そう、誰にでも失敗はある。要はそれを後こう悔かいし、くよくよするなって事さ、俺達みたいにこうやって挽ばん回かいすればいい」

「助手君がいいこと言ったね！　その通りだよ、多少の失敗なんて最後に大きな獲え物ものを得られれば、それでチャラなんだからね。だからダクネスも、いつまでもくよくよしちゃダメだからね」

　そんな俺達の励はげましに、ダクネスは瞳ひとみを潤うるませると……、

「お前達……。そうだな、私もいつまでも悩まずに、まずは薬の材料調達のために……」

　…………。

「……なぁ、ちょっと待ってくれ。確かに私は失敗したし、落ち込んでもいたのだが、その事は今のコレとはあまり関係ないのでは……」

「ダクネス、静かに。どうやらこの先は一本道だ、この奥にあの着ぐるみ伯はくの部屋があるんじゃないのか？」

「そうだね、この先がいかにもボス部屋って感じの雰ふん囲い気きが漂ただよってるよ。ベテラン盗とう賊ぞくの勘かんがそう言ってる……」

「その通りだ、確かにこの先がゼーレシルト伯はく爵しやくの寝しん室しつのはずだが……。なあ二人とも、やっぱり私は誤ご魔ま化かされているような気が……」

　よく分からない事をぶつぶつ呟つぶやきながら付いてくるダクネスを尻しり目めに、俺とクリスは気配を殺しながら先を行く。

　やがて……。

　なんだか禍まが々まがしい造りの通路の奥には、重じゆう厚こうな雰囲気を漂わせた、真っ黒な扉とびらが立ちふさがっていた。

　俺はダクネスと頷うなずき合うと、そっと扉に耳を当てる。

　そんな俺の服の裾すそをクリスがくいくいと引いて囁ささやいた。

「ねえ助手君、ここって本当に悪徳貴族のお城なの？　なんだか、ドアの装そう飾しよくといい通路といい、魔ま王おうの幹部とかが住んでそうな禍々しさを感じるんだけど……」

　未いまだゼーレシルト伯爵の正体を知らないクリスが、なかなかに的を射た意見を言ってくる。

「正確には、悪徳貴族ってわけじゃないんだけどな。まあなんにせよ、この城主が持っているある物を持ち帰らないと、子供達の命が危ない。それだけは間ま違ちがいない」

「カズマの言う通りだ、クリス。今回の目的は薬の材料を持ち帰る事。それだけを考え、優先させてくれ。……いいな？　頼たのむから、くれぐれも我を失うんじゃないぞ？」

「ねえ、二人ともどうしたの？　なんでそんなに何度もあたしに警告するの？　この扉の先には何がいるの？」

　不安気な表情を浮うかべるクリスをよそに、俺とダクネスは頷き合うと……。




　勢いよくドアを開け、部屋の中に殺さつ到とうした！




　相手は悪あく魔まだ。

　こんな時間であっても眠ねむっている事などありえない。

　なら突とつ然ぜんドアを開け、相手が油断している間に速そつ攻こうで片を付けてしまう作戦だ。

　俺達が中に飛び込むと、悪魔の何らかの力で城の異変を察知していたのか、部屋の中央には着ぐるみが仁に王おう立ちで待ち構えていた。

「これはようこそ、侵しん入にゆう者よ！　ここがどこだか、勿もち論ろん分かっているのだろうな。フフ、初対面の、謎なぞの侵入者達よ……」

　これはちょっと予想外だ。

　さすがに自室で休んでいる時ぐらいはこの着ぐるみを脱ぬいでいるかと思ったのだが、見通しが甘かったか。

　こうなると、一いつ旦たん着ぐるみを脱がせるなりなんなりしてから、爪つめの欠片かけらを奪うばわなくてはならなくなる。

　しかもこいつの口ぶりからして、間違いなく……。

「くそ、こいつ俺達の正体に気付いてやがる！」

　そんな着ぐるみを見たクリスが叫さけんだ。

「ねえ助手君、どうしよう！　我を失うなってこういう事？　ねえ無理だよこんなの、あたしこんな可愛かわいいのに攻こう撃げきするだなんて、ちょっと無理！」

　違う、そういう意味じゃない！

「おいクリス、油断するな！　そいつは見てくれは愛らしくても、中にはおぞましい存在ものが詰つまっている！　我々の目的は、そいつの爪のひと欠片だ！　その爪の欠片が、コロリン病の特効薬の材料になるらしい！」

　それを聞いたクリスが、突然ピタリと動きを止めた。

「コロリン病の特効薬になる、爪の欠片……」

　まるでその材料が何であるのかを知っているかのように、突然真顔になったクリスに向けて、

「そうだ、クリス！　お前はバインドでゼーレシルト伯の動きを止めてくれ！　あの中身の強きよう烈れつな攻撃はすべて私が引き受けるから……！」

　言いながら、俺達の前に立つダクネスに、

「さすがは盾たての一族にそっくりの侵入者よ！　その心意気や良し！　だが、たかが人間がこの私の本気に一体どれだけ耐たえられるのか、とくと……！」

　着ぐるみが自信たっぷりに両手を広げ、芝しば居い染じみた動きを見せた、その時だった。

　俺とダクネスが止める間もなく、両手を広げた着ぐるみの脇わき腹ばらに……。




　──素す早ばやく懐ふところに飛び込んだクリスが、両手で構えたダガーを根元まで突つき込んでいた。




「いだああああああっ!?　ちょ、待っ……！」

　悲鳴を上げた着ぐるみは、そのまま馬乗りになろうとするクリスを突き飛ばし、脇に刺ささったダガーを慌あわてて引き抜ぬき投げ捨てる。

　刺されたはずの着ぐるみの裂さけ目からは、血の代わりに黒っぽい瘴しよう気きのようなものがシュウシュウと音を立てて溢あふれていた。

「こ、こらっクリス、お前はいきなり何をしている、バインドでいいんだ！　必要なのはこいつの爪の先だけなのだから、倒たおしてしまう必要はない！　いや、むしろ悪魔は倒してしまうと地じ獄ごくに送られてしまうため、その体が消えてしまう！　それでは爪の回収ができなくなる！」

　昔アクアが言っていた。

　エリスは自分以上にアンデッドや悪魔に対して容よう赦しやがないと。

　着ぐるみに突き飛ばされたにもかかわらず、ゆらりとクリスが立ち上がる。

　そんなクリスを、俺は羽は交がい締じめにして捕つかまえた。

「ああっ！　ちょっと助手君、何すんの！」

「何すんのじゃないですよ、目的忘れないでくださいよ！　必要なのはあいつの爪なんですって！」

　その言葉にようやく正気に戻もどったのか、

「そうだった！　倒すのなら、爪を剝はがした後に倒さなきゃ！」

　違う、そうじゃない、別にこいつは倒さなくてもいい！

　そんな俺の思いもよそに、クリスは据すわった目を着ぐるみに向けた。

「なんなのだこの鉄てつ砲ぽう玉だまみたいな小こ僧ぞうは！」

「娘むすめだよ！」

　律りち儀ぎに言い返すクリスに向けて、着ぐるみがその身を震ふるわせる。

「娘でも何でもいいわ！　そのダガーはマジックダガーか？　それとも呪のろいのアイテムなのか？　触ふれただけでピリピリしたぞ！　悪魔を殺したいという恐おそるべき怨おん念ねんを感じたわ！」

「聖なる祈いのりが込もってるって言って欲しいなあ！　対悪魔用に作った、強力なダガーだよ！」

　そう言って落ちていたダガーを拾い、構えるクリスに向けて、

「何だか頭のぶっ飛んだ娘め、お前からはなぜか強烈な悪お寒かんを覚える！」

　着ぐるみはくるりと後ろを振ふり向くと、背中のファスナーを見せ付けた。

「マズい、中身が出て来るぞ！」

　それを見たダクネスが着ぐるみの背中に張り付き、渾こん身しんの力を込めてファスナーを押さえつける。

　着ぐるみに抱だき付いている娘という絵面だが、別に遊んでいるわけではない。

「俺がバインドで拘こう束そくします！　お頭かしらは、あいつの手羽先部分を斬り落とせませんか!?」

　あいつの中身を知る身としては、着ぐるみから出てこられては非常に困る。

　俺は特注品のワイヤーを構えると、

「構わんカズマ！　私ごと拘束してしまえ！」

「『バインド』──ッ！」

　ダクネスの指示に従って、着ぐるみを拘束した。

「くっ！　こ、このっ……！」

　ダクネスと共に拘束された着ぐるみは、短い手羽先で何とか背中のファスナーに手を伸のばそうともがいている。

　と、その時だった。

「あづ……っ！　あぐ……っ！」

　ダクネスが何かに耐える悲痛な声。

　見れば、ファスナーではなくクリスが刺した時に開いた隙すき間まから、黒色の触しよく手しゆの様な物が這はい出していた。

　それらがダクネスの背中に粘ねん液えきを放ち、ダクネスのタイツに触れると同時、何かが焼ける音と共に煙けむりを立ち昇のぼらせていた。

　俺は腰こしに手をやると、買ってからほとんど使った事のなかった愛刀を抜き、斬きりかかる。

　ダクネスの背を焼いていた触手が斬り飛ばされて、床ゆかでピチピチと跳はね回った。

「助手君、なんかこの悪魔キモイんだけど！」

「中身は見ない方がいいですよ！　めちゃくちゃエグイ姿でしたから！」

　というか、悪魔の爪ってどこの部分だ？

　斬り飛ばした触手の先を見てみても、爪らしき部分がない。

「ダクネス、もうちょっと我が慢まんしてて！　今こいつの爪を……！」

　ダガーを構え直したクリスが、着ぐるみの羽の先に斬り付けた！




「いだあああああっ！　クソッ、そのダガーはやめてもらおうか！」




　手羽先を拾い上げたクリスに向けて、着ぐるみのわき腹、そして新たに出来た羽の先の切れ目からどす黒い触手が這い出てくる。

　が……、

「おい、触手の相手をするのはクルセイダーだと、昔から相場は決まっているだろうが！」

　未いまだ着ぐるみと共に拘束されていたダクネスが、その切れ目に手を突っ込んだ。

　着ぐるみの中から何かが焼ける音がする。

　その間にクリスが、斬きり飛ばした手羽先の中を確かめると……、

「ダクネス、あったよ！　悪あく魔まの爪つめが！　助手君、バインドってどのぐらいで解けそう!?」

　嬉き々きとしたクリスの言葉に、

「ぜ、全力でバインド放ったんで、多分しばらくは……」

「ダクネスーッ！　今あたしが、ダガーでバインドのワイヤーを斬るからね！」

　慌あわてたクリスが手羽先をこちらに放り投げ、ダガーを突つき立て、ワイヤーを、

「すんません、それ、ミスリル合金で作った特注のワイヤーで……」

「ああああもおおおおおおおーっ！」

　未いまだ何かが焼ける音が響ひびく中、泣きそうなクリスに向けて、ダクネスが笑いかけた。

「クリス、私なら大だい丈じよう夫ぶだ。それよりカズマと二人、その爪を持って先に行け」

　と、突とつ然ぜんそんな、似合わない事を言いながら、

「なに、この伯はく爵しやくは私の正体を知っている。腹いせに多少嬲なぶられはするかもしれんが、殺す事までは出来ないさ。それより、早く……！」

　額から脂あぶら汗あせを流しながら、ダクネスが必死に訴うつたえかける。

　クリスが泣きそうな顔で、ダガーを構えて言い放つ。

「このダガーでめった刺ざしにすれば……！」

「たくさん出来た切れ目から、触しよく手しゆがワラワラ湧わき出しますよ！　お頭かしら、こいつの言う通り先に馬車に行っててください！　ちょっと試ためしたい事があるんで！」

　俺はそう言うと、荷物の中からある物を取り出した。

　相手がバニルの知り合いの悪魔だと聞き、アクアから貰もらっておいたある物を。

「助手君、ダクネス！　ほんのちょっとだけ時間をちょうだい！　すぐに戻もどってくるからね！」

　クリスがそう言いながら、その場から飛び出すと──！




「ダクネス、どっちかの傷から片手を抜ぬけ！　その隙すき間まから着ぐるみの中に、アクアのダシ汁じる注いでやる！」

「わ、分かった……！　だが、お前も無理せず早めに逃にげろ、いくら私でも、この強きよう烈れつな触手相手では長くは保もたない……っ！」

「ちょっ、よせっ！　なんだコレ、痛い痛い、体が焼けるッ！」

　こんな極限状態になりながらも、どこか嬉うれしそうなダクネスと。

　そして、着ぐるみにアクア水を注ぐ俺だけが取り残された──




「ダクネス、根性見せろ！　お前の体力とコイツの体力、どっちが上か知らしめてやれ！」

「任せておけ！　さあゼーレシルト伯、昼間は不覚を取ったが今度こそは、私の力を見せてやろう！」

「おい、なぜ喜悦の感情が湧き出しているのだこの娘は！　おかしいおかしい、この娘はどこかおかしい──！」




　　　　４




　アクセルに帰った俺達は、脇わき目めも振ふらずに孤こ児じ院いんに向かう。

「助手君助手君、孤児院には先せん輩ぱいがいるんだよね？　あたしはほら、その……ちょっと用事が出来たって事で……」

　ああ、なるほど。

　アクアがいると何かと困るのか。

　でもまあ、あの節穴の目を持つ女め神がみなら正体がバレるとも思えないが……。

「分かったよ、皆みんなには伝えておく、助かったよ、お頭」

「うん、それじゃあね。あと、この子もあんまり無茶させないように見張っていてね。それと……」

　クリスは、馬車の中で安らかな寝ね息いきを立てているダクネスの頭をひと撫なですると。

「いつかこの子にも、あたしの正体を教えられる日が来たらいいね……」

　そう言って、はにかみながら立ち去って行った。




　──ダクネスが耐たえている間に着ぐるみの中にアクアの出汁だしを注ぎまくった俺は、その後ダクネスが気を失った後、どうにかダクネスを引き剝はがそうとしていたのだが……。




　その後エリス様がやってきて、着ぐるみをボコボコにした。




　何を言っているのか分からないかもしれないが、俺も正直言って分かっていない。

　ただ一つだけ言えるのは、ぶち切れたエリス様はとても怖こわいという事だ。

　あれだけ出てこようとしていたクセに、エリス様をひと目見るや着ぐるみの中から必死にファスナーを開けさせまいと抵抗するゼーレシルト伯爵と、中身を引きずり出そうとするエリス様の戦いは見物だった。

　エリス様は、あの悪魔貴族の残機をたくさん減らせたと喜んでいたが、まあ、あの着ぐるみも悪魔である事以外では別段悪い事をしているとも思えないので、滅ほろぼされなくて良かったねとしか言えない。

　そうして、再びクリスになって帰ってきたエリス様と共に、ダクネスを馬車に乗せてこうして帰ってきたのだが──




　──俺はぐったりしたダクネスを背負い、孤児院のドアを開け……！

「薬の材料を持ってきたぞ！　おいアクア、ダクネスの治療を頼む！　シルフィーナは無事か……」

　ドアを開けたそこには、なんと……。

「おかえりなさい、ママ……！」

　なんということでしょう。

　そこには満面の笑えみを浮うかべたシルフィーナが……。

「おい」

　待てよ、一体何がどうなってんだよ。

　なんでこの子はこんなにピンピンしてんだ。

　……と、その時。

「あ、ああ、ああああ……っ！」

　俺の背中でダクネスが、ポロポロと涙なみだをこぼしながら声を上げた。

　いつの間にか目を覚まし、この状じよう況きように気付いたらしい。

　俺の背中から降りてシルフィーナを抱だきしめるダクネスの姿を見て、

「いや、ダクネスも喜んでるみたいだし、良かったと言えば良かったんだけど……」

　そんな俺達に向け、部屋の真ん中に布ふ団とんを敷しいて、なぜか様々な捧ささげ物を置かれているアクアが言った。

「あら二人とも、帰ったのね！　見なさいな、この子達の元気な姿を！」

　一体何があったんだ。

　というか、どうしてバニルが子供を背負ってあやしているのかとか、何でウィズが床ゆかに倒たおれて薄うすくなりかけているのかとか、どうしてめぐみんがぐったりした顔で、テーブルに突つっ伏ぷして動かないのか、とか……。

「帰ってきましたか、お帰りなさい」

　テーブルに突っ伏していためぐみんが、顔だけを上げて言ってくる。

「なんとか材料は取ってきたけど、何なんだよこの惨さん状じようは」

「それが……。子供達を助けるといつになく張り切ったアクアが、ここに住み込んで全力で回復魔ま法ほうを唱え続けた結果……。病で蝕むしばまれる体力よりも、回復量の方が多かったみたいで、皆みんな驚おどろくほど元気になりまして。見ての通りです……」

　これ、俺達は行かなくても良かったんじゃねーの？

　俺がそんな葛かつ藤とうをしていると、おんぶ紐ひもで子供を背負ったバニルが、ガラガラのような物を鳴らしながら言ってきた。

「材料が揃そろったようだな。この住み込み女がおらなんだら、孤児院のガキどもは大半が死に絶えていたであろう。この筋肉娘むすめのそのまた娘も、元気に見えて体の中は大変な状態になっているので、とっとと特効薬を作るが吉きちだ。もしこの貢みつがれ女のやる気がなくなれば、一刻を争う事態となる事間ま違ちがいない。……ほら店主、出番だぞ！」

　洒落しやれにならない事を言うバニルに、俺は慌てて着ぐるみの爪を取り出すと、それをめぐみんへ手て渡わたした。

「ご苦労様です、ダクネス、カズマ。後はこの、紅こう魔ま族ぞく一の天才に任せてください。徹てつ夜やで作り方を調べましたから！」




　──調合中──




「違ちがいますよ、こっちを先に入れるんです。学園で習いましたから間違いありませんよ！」

「たわけ、悪魔の知識こそこの世において至高であり正確なのだ。我わが輩はいの言う通りに作れば間違いない。……おい、トラブル女よ、貴様今何を混ぜた」

「ちょっと邪じや魔ましないでよヘンテコ悪魔。今混ぜたのはアクシズ印のアクア水よ。これでこの特効薬も超ちよう絶ぜつパワーアップする事間違いないわ」

「なぜだ、なぜ汝なんじは余計な事ばかりするのだ！　というか、薬が完成した際にうっかり触さわり、水に変えたらどうするつもりだ、とっとと出て行けこの疫やく病びよう神がみめ！」

「皆さん、魔道具店の店主の、私のレシピが正しいですよ！　大丈夫、間違いありませんから、どうか私の言う通りに……！」




　俺は孤児院のドアを開け、




「お前ら何でもいいから、さっさとしろよお！」




　思い切り怒ど鳴なり付けた。







[image: エピローグ　──このままずっと]




　アクセルの近くの湖に、魔ま法ほうの光が輝かがやいた。




「『エクスプロージョン』──ッ！」




　強きよう烈れつな閃せん光こうとともに爆ばく音おんが響ひびき渡わたる。

　それと同時に大量の水蒸気と霧きりが巻き上げられ、それらが湖の上に虹にじを作った。




「わああ……」




　それを見て感かん嘆たんの声をあげるシルフィーナに、慈じ愛あいに満ちた笑えみを浮かべながらダクネスがそっと頭を撫なでる。

「今のは何点でしたか？」

「今の爆ばく裂れつは若じやつ干かん威い力りよくが物足りないと感じたが、これは病やみ上がりのシルフィーナのために、若干威力を落としたと考こう慮りよしていいんだな？」

　俺の隣となりで倒たおれているめぐみんに、念のために確かく認にんする。

「その通りです。真の爆裂魔法使いたるもの、その有り余る破は壊かいの力を制せい御ぎよするのは当然の事。観客がいるのなら、それに気を遣つかうのもまた当然の事です」

「爆裂魔法に対するその愛と、観客に対する配慮に対し……今日の爆裂は百点満点！」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　俺に対して倒れ伏ふしたまま、何度も礼を言い続けるめぐみんに、軽く引いた視線を送りながらダクネスが、

「なあカズマ、お前達はいつもこんなバカな事をやっていたのか？」

「おっとダクネス、バカな事とは何だ。お前もアクアと同じ様な事を言うつもりなのか？」

「全くですよ、それ以上言うのであれば、たとえダクネスでも容よう赦しやしませんよ！」

　俺に続いてめぐみんも、これだけは看過できなかったのか強い口調で言い放つ。

「よし分かった。めぐみんの挑ちよう戦せん受けて立とう。さあ、どこからでもかかってくるがいい」

「待ってくださいダクネス。この状態はズルいですよ、止めてください！　ああああ、待ってくださいパンツが見えます、スカートをめくるのはやめてください！　私もカズマみたいに痴ち女じよネスと呼びますよ……、わかりました降参です、降参しますからやめてください！　カズマ、早くドレインタッチで魔力補給を！」

　身動き取れないめぐみんに、敗北を認めさせたダクネスは。

「ところでアクアは、あれは一体何をやっているんだ？」

「爆裂魔法の衝しよう撃げきで魚が獲とれることを学んだらしくてな。ここ最近は、こうしてちょこちょこ付いて来ては浮うかんだ魚を回収してるよ」

「アクアのおかげで爆裂魔法スポットが、この湖に固定されそうで困っているのですが……」

　俺達は、湖で魚を集めるアクアを眺ながめながら昼飯の準備をする事に。

　今日のメニューはサンドイッチだ。

　ダクネスとシルフィーナが、以前俺とアクアとめぐみんで、この湖でピクニックをした事を羨うらやみ、こうして作ってきたのだが……。

「皆みんな、ほら見て、大漁よ！　家に帰ったら、一いつ匹ぴきぐらいはあの邪じや悪あくなる漆しつ黒こくの毛玉のお土産みやげにしてもいいわね」

「あの子は最近、なんだか口が肥えてきまして。生魚は食べませんし、薄うす味あじの物も食べないんですよ。お風ふ呂ろに入ろうとすると付いてくるわ、アクアの洗せん濯たく物ものを見ると爪つめを立てるわで一体どうしてしまったのでしょうか……」

「ねえちょっと待って、私の洗濯物どうしてるって？　何であの子は私ばっかり敵視するの？」

　魔力を分け与あたえられためぐみんが、てきぱきと人数分の串くしに刺さした焼き魚を用意して、ダクネスが集めてきた薪まきに、俺がティンダーで火を点つけた。

　そんな俺達の様子を見て、シルフィーナがキャンプに連れてこられた子供のように、ワクワクした顔で魚が焼けるのを見入っている。

「私は水に入ってこの魚を集めてきたんだから、一番大きいこれをもらうわね」

「ちょっと待ってくださいアクア、拾ってきたのはアクアですが、仕留めたのは私ですよ。一番の大物はこのパーティーの一番の大物である、この私が食べるべきですよ」

「あの、なんなら私のお魚を、半分分けましょうか……。私はそんなに食べられませんし……」

「ダメよシルフィーナ、子供は沢たく山さん食べなきゃいけないの。でないとめぐみんみたいな栄養不良の体に育っちゃうわよ」

「おっと、言ってくれますね！　一番大きい魚を誰だれが食べるかは腕わん力りよくで決めようということでしょうか、いいでしょう、受けて立ちましょう！　どこからでもかかってくるといいですよ！」

　そんな子供の喧けん嘩かをする二人を見ながら、ちょっと離はなれた芝しば生ふの上に寝ねころんだ俺は、魚が焼けるまで昼寝をする事にした。

　と、そんな俺の横にダクネスが、同じく喧嘩するアクア達を楽しそうに見守りながら座り込み……。

「ありがとう」

　こちらを向くことなく、ダクネスがポツリと言った。

「あれだけお前を守るだのと言っていたのに、また、今回も助けられてしまったな」

　言葉ではそう言いながらも、どこか楽し気な口調のダクネス。

「今回もじゃなく、これからもだろ。もう最近じゃお前らのお守り役だって諦あきらめかけてるからな。まあ、俺としてもあの子が助かったならそれでいいよ。久しぶりに冒ぼう険けん者らしい事も出来たしな」

　腕うでを枕まくらに目を閉とじながら、言葉を返す俺に向け。

「……一応念のために聞いておくが、お前は本当にロリコンではないのだな？」

「お前ら本当にぶっ飛ばすぞ！　そこまで言うなら、俺がロリコンじゃない事をお前の体で証明してやろうか！」

　思わず跳はね起きる俺に顔を向け、ダクネスがクスクスと笑い出す。

「どうせそんな度胸はないクセに」

　この野郎。

「俺がそこまでガツガツいかないのにはちゃんと理由があるんだよ。俺には……。いいや、この街の男性冒険者には心強い味方がいるんだ」

　そう、あのお姉さん達にかかれば……。

「そうか。なら、いつかその理由とやらも教えてくれ。お前が本当は、どんな使命を帯びてどこから来たのか。そしてついでに、クリスの正体とやらについても」

　ダクネスが、再び俺から視線を逸そらし、皆みんなの方を眺ながめながらそんな事を……。

「えっ!?　何お前、クリスが正体を云うん々ぬん言ってた時、目が覚めてたのかよ!?」

「当たり前だ。私はこの街において最高の防御と体力を誇ほこるクルセイダーだ。いつまでも寝ねているわけがないだろう？　クリスにはいつか、たっぷり時間をかけて説教してやる」

　そう言って、変わらずこちらを見る事なく、ダクネスが楽し気に笑い。

「……ああ、やはり私は、お前の事が自分で考えていた以上に好きなようだ……」

　どこか吹ふっ切れたように、そして苦く笑しようしながら言ってきた。

　……や、やめてよ、また泣きそうになるから。

「お、俺はその、めぐみんが……」

「分かっている」

　俺が何かを言う前に、その言葉を遮さえぎりながら。

「私はお前達よりも年上で、しかも貴族だ。大人げなく無理やり奪うばうだの、仲を引き裂さくだのとそんなつもりもない。何より、そんな事は私も望まない。でも……」

　片手で髪かみをかき上げたダクネスが、寝転がる俺に、不ふ意い討うちのように顔を近付け──

「このくらいの嫌いやがらせは許されてもいいだろう？」

「お、お前……！」

　一度目だけじゃなく二度目までも……！

　悪戯いたずらが成功したような顔のダクネスに、良いいように手玉に取られた俺は、せめてもの仕返しとして言ってやる。

「お前、時と場所を考えろよな。ていうか後ろを見てみろよ」

「？」

　俺の言葉にダクネスは、くるりと振り返り固まった。

　そこには、焼けた魚をダクネスに持ってきてくれたシルフィーナが、目を見開きながらわなわなと……。

「マ、ママ……！　ご、ごめんなさい、私……」

「ま、待てシルフィーナ！　これは……！」

　その隣となりでは、俺の分の魚なのか、串焼きを手にしためぐみんが目を紅あかく輝かがやかせ。

「想おもいを告げるのは勝手ですが、乳ちち繰くり合えとまでは言っていませんよ！　子供を人に預けておいて人目を盗ぬすんで逢おう瀬せだとか、この娘こは本当にとんだドスケベですね！」

「だ、だって……！　だって……!!」

　相変わらず最後の詰つめが甘いダクネスが、いよいよ泣きそうな顔で言いわけする。

「広めなきゃ……。ダクネスがカズマさんを襲おそった事を、早く皆に広めなきゃ……！」

「ちち、違ちがー！　いや、違う事はないのだが！　ああっ、待てアクア、行くんじゃない！」

　街に向かって駆かけ出すアクアをダクネスが慌あわてて追いかける中、そんな姿すがたを眺めながら、俺は願わずにはいられなかった。

「なんか、ハーレム系主人公みたいでこんなのもいいかもなあ。今まで色々大変だったが、やっぱ俺、けっこう運がいいのかもしれん」

「この男は！」

　こいつらとのこんな暮らしが、ずっとずっと、続きますように──
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　あとがき




　この度たびは、12巻をお買い上げいただき、ありがとうございます。

　最近料理をする様になりました。

　水みず炊たき、カレー、シチュー、雑ぞう炊すいなど、レパートリーも増えてきた今日この頃ごろ。

　煮にてばっかじゃないかと言われそうですが、意外と鍋なべがあればどうにかなるものだと感心しております。

　ある日突とつ然ぜん異世界に飛ばされた時に備え、毎日鍋を持ち歩く事をオススメします。




　というわけで今巻はダクネス巻です。

　ラブコメ以外のなにものでもない感じになってきましたが、本気のラブコメはちゃんと別作品などでラブコメ物として書きたいので、多分これ以上甘ったるい感じにはならないかなと思っております。

　以前も似たような事を言っていた気がするので、約束を守れるかあまり期待しないでほしいとこですが。

　最近影かげが薄うすくなってきたアクアですが、そちらもちゃんと出番があると思います。

　アクアが前面に出て来てからが本番です。

　といっても、ヒロイン的な活かつ躍やくではないですが。

　この巻が出る頃には大分時間的な余よ裕ゆうも出来ていると思いますので、最後の展開に向けてじっくりと練り直したいところ。

　テレビアニメが終わった後も、ゲームが出たりとまだまだ色々ありますので、そちらの方もよろしければぜひ！




　というわけで今巻も、三み嶋しまくろね先生をはじめ、担当Ｓさん、その他ほか色々な方のおかげで無事に本を出す事が出来ました。

　今巻は本当にカツカツのギリギリだったので、いつも以上に迷めい惑わくを掛かけまくった事を心からお詫わびします、すいません、すいません……！

　もう12巻になりましたが、あともう少しだけ、色んな方にご迷惑をお掛けすると思うので今のうちに謝あやまっておきます。

　それと共に、関係者の皆みな様さまに感謝の言葉を送りつつ。

　そしてなにより、この本を手に取ってくれた全すべての読者の皆様に、深く感謝を！


暁あかつき　なつめ　　



























　『伝説の魔女』




　その日。

「さあカズマさん、紅茶とクッキーをどうぞ。このクッキーはアクア様もお気に入りの一品なんですよ？」

　面白い物でも置いてないかとウィズの店にやってきた俺は、出されたお茶とお菓子を楽しみながら、のんびりとした一時を過ごしていた。

「いつもアクアがすまないな、ウィズ。……おっ、この紅茶は美味いな。いい茶葉を使っている。セレブ暮らしが板に付いて来たからか、こういった事には詳しくなってね」

「す、すいません、ウチのお店では一番安物の紅茶ぐらいしか買えないんですが……」

　おっと、俺のセレブ道もまだまだの様だ。

「なるほど、お茶を淹れる人の腕ってやつか。やるじゃないかウィズ、もしこの店が潰れたなら、いつでも俺の家でメイドとして雇うからな？」

「縁起でもない事言わないでくださいカズマさん！　で、でも、いよいよ困窮してきたらお願いするかもしれません……」

　俺とウィズがそんな風に、穏やかな時間を楽しんでいた、その時だった。

「カズマ、ここにいましたか！　大変です、大変なんです！」

　店のドアを荒々しく開ける音と共に、その穏やかな一時があっという間に打ち砕かれる。

　息を弾ませ中に入ってきたのは、興奮で目を紅く輝かせた二人の紅魔族。

「カズマさん、ウィズさん、お邪魔します。あの、めぐみんと一緒に、私達を脅かすほどの将来性のある魔法使いについて調べていたら、実は……」

　めぐみんとゆんゆんが、

「「氷の魔女がこの街にいるらしいんです！」」

　そんな事を言ってきた──




「最強の冒険者グループと称されていたパーティーのリーダーを務め、紅魔族でもないのに上級魔法をはじめとした様々な魔法を使いこなした超武闘派の魔法使い。モンスターには容赦がなく、命乞いをする魔王軍の者を何の躊躇もなく殺戮していった冷酷さから、付いたあだ名が、氷の魔女──」

　真剣な表情のめぐみんの言葉に、顔を両手で覆い隠したウィズがプルプルと肩を震わせていた。

　耳が真っ赤ですよ氷の魔女さん。

「えっと、その氷の魔女がどうしたんだ？　ていうかお前ら、それが誰だか知らないのか？」

　とはいっても、俺が氷の魔女という凄腕魔法使いについて聞いたのはつい最近の事だ。

　お茶菓子をたかっていたアクアが、ついこないだ、ウィズやバニルから昔の話を教えてもらったらしいのだが、話の途中で寝たとかで中途半端だったため、自ら何度も足を運んで聞き出したのだ。

「氷の魔女については、とある魔王軍幹部に命を懸けて戦いを挑み、その後消息不明だという話しか聞いていないんです。名前や個人情報は冒険者ギルドによって秘匿とされ、明かされているのは女性の方だという事ぐらいだそうです」

　ゆんゆんの言葉を受けて、いよいよテーブルに突っ伏すウィズ。

　俺はそんなウィズに顔を寄せると、

「なあ、なんでこいつらウィズの正体を知らないんだ？　ウィズって高名な冒険者だって事は知られてるんだろ？」

「この街の人達には、元は高レベル冒険者パーティーの一員だった、という事しか広まっていないはずです。その……。先ほどのめぐみんさんの話はちょっと大げさですが、あながち間違いというわけでもないので、街の人達に怖がられないかと……」

　ヒソヒソとやっていた俺達に、めぐみんが鼻息荒く言ってくる。

「何をコソコソやっているんですか二人とも！　この街に氷の魔女がいるのですよ？　氷の魔女ですよ氷の魔女！」

「お前らそんなにミーハーだったのか？　氷の魔女に会ってどうすんだよ、サインでも貰うのか？」

　そんな俺の言葉にめぐみんは、

「違いますよ、氷の魔女なんてカッコいい二つ名持ち、見過ごせるはずがないじゃないですか！　紅魔族と氷の魔女、どちらが上か勝負を挑むのです！」

「わ、私はあまり賛成はしないんだけど、どんな人なのかは気になるかなあ……って」

　二人の答えを聞いたウィズは、ふと俺と視線が合うと、泣きそうな顔で首を振る。

　あまり人に知られたくないらしい。

　それなら、なぜアクアなんて口の軽いヤツに教えたんだと説教したいが仕方ない。

「きっと氷の魔女はこの平和な街で静かに暮らしたいんだよ。もうそっとしといてやれよ」

「そ、そうですよ、それに氷の魔女はとても怖い人だと聞きますし！」

　俺のフォローに続いたウィズだが、自分で言ってて傷ついたのか、ちょっと涙目になっている。

「そ、そうですか？　いやでも、紅魔族として決着を付けないと……」

「ね、ねえめぐみん、良識のあるウィズさんまでこういうんだしやっぱ止めとかない？　氷の魔女のあの噂は誇張とかじゃないんだよ、きっと……」

　ゆんゆんの言い方だと俺には良識がないみたく聞こえるのだが、今はそれは置いておき。

「あの噂ってのはどんなんなんだ？　結構大げさに伝わっているのかもしれないぞ？」

　俺の言葉にウィズがコクコクと何度も頷く中、二人が言った。

「……自分を除くパーティーメンバーがメンバー内で結ばれてしまったので、一人行き遅れた氷の魔女は世を恨んで魔王の城に特攻をかましたと聞きましたが……」

「私は、氷の魔女がモンスターを殺戮しまくるのは、一向に彼氏ができない腹いせのためだって聞いた事が……。まあ、何にしても」

　みるみるうちに泣きそうな顔になるウィズに向けて、二人が声を揃えて言い放つ。

「「パーティー内で一人だけあぶれて魔女なんてあだ名がつくぐらいだから、よほど醜悪な外見なんだろうな、という噂が……」」




　──その日。噂の氷の魔女は、アクセルの街の魔道具店の店主だったという話が冒険者ギルドによって公開された。
















カバー・口絵・本文イラスト／三嶋くろね

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ＋モンマ蚕（ムシカゴグラフィクス）
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暁あかつき なつめ
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